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　ＳＯＦＥＡソフイアが保有する十隻の空宙母艦。太陽系開発機構軍の最強戦力であるエクサー専用機、ＳＩＭＡシーマ指数百を超えるドウルマスターの専用タイタニック・ドウルを運用する大気圏内外兼用母艦の二番艦、ガルトマン。

　この艦は今、地上五百キロメートルの低高度衛星軌道を約一時間半で周回していた。

「艦体各所、最終チェック完了。全て異常無し」

「搭載機、ヴァジュラヤクシャ〇一、〇二、〇三、全機異常無し」

「ミスティムーン、補給完了。機体コンディション全て正常。即時出撃可能な状態で固定しました」

　クルーの報告に一つ一つ頷うなずいていた艦長のユースフ＝アモンが、シートに備え付けられた艦内通信機のスイッチを入れる。

「パテル技術少佐、進しん捗ちよくはどうだ」

　アモンの通信相手は、ソフィア随一のタイタニック・ドウル技術者と評価されているサラスヴァティ＝パテルだった。

『アイアンメイデンの整備なら完了している。何時いつでも出られる状態だ』

「下りられる状態なんだな？」

『固定は艦長の部下がやってくれたよ』

　ガルトマンに搭載できるタイタニック・ドウルの定数は四機。この艦に所属するドウルはヴァジュラヤクシャ三機に、エクサー専用機のミスティムーン。アイアンメイデンを追加で乗せるなら、ヴァジュラヤクシャを一機、降ろすのが普通だ。

　だが艦長のアモンは、ガルトマンの戦闘力が低下することを嫌った。一機を乗せて一機を降ろすのであれば差し引きゼロになるはずだが、彼は自分の部下でない者が操縦する機体を自分の艦の戦力とは数えない。

　ガルトマンのスタッフは艦長の意向を叶かなえる為ため、ミスティムーンとヴァジュラヤクシャを載せた可動式の駐機台ベツドをぎりぎりまで端に寄せて、アイアンメイデンを詰め込む隙間を何とか確保したのだった。──ミスティムーンが華きや奢しやな機体で、ヴァジュラヤクシャもスピード重視のスリムなフォルムだから可能だったことだ。搭載機がギュゲスのような重装甲のドウルではどう工夫しても収まらなかったに違いない。

「よろしい。少佐も早急に固定してもらいたまえ」

『艦長、私は荷物ではないよ』

「お荷物ではないな、確かに。地球降下後も、有益な助言を期待している」

　アモンは格納庫への通信を切り、ブリッジのクルーを視野に収めた。

「全艦に通達。十分後に降下を開始する」

「アイアイサー。全乗員に通達。本艦は十分後に地表への降下を開始する。各員は速やかに所定の席に着き衝撃に備えよ。繰り返す……」

　アモンの命令を受けた艦橋スタッフが、艦内放送により全ての乗組員に対して、シートに身体からだを固定するよう通知する。

　ちょうど十分後、ガルトマンは強い減速を掛け速いピッチで高度を下げ始めた。




　　　◇　◇　◇




　空宙母艦が水平飛行に移行したのを、玲れい音ねは身体からだに掛かるＧで知った。

　既に離席禁止のサインは消えている。

　玲れい音ねはドウルマスター控え室のシートから立ち上がった。

　足元が少しふらつく。身体からだが怠だるい。

　衛星軌道からいきなり地表に移動して、一Ｇの重力環境に身体からだが慣れていないようだ。

　思わず念動力で肉体をサポートしたくなったが、その欲求を意識して抑える。玲れい音ねのＰＫはサイクロニクス機関による増幅がなくても自分の体重くらい簡単に持ち上げることができる。気を抜くと、比喩ではなく足が地に着いていないということが時々起こるのだ。

　彼女はエクサーだ。エクサーとはＳＩＭＡシーマ指数百を超える者。

　サイクロニクス機関で増幅できるサイキカルな物理干渉力を通常のサイキック能力と区別してSymbolic　Image　Materialize　Ability、その頭文字を取ってＳＩＭＡシーマというのだが、その指数が百を超えると、この区別は余り意味をなさなくなる。

　エクサーはサイクロニクス機関の助けがなくても、物理現象に干渉できる。

　だが玲れい音ね程顕著な超能力者サイキツクは他にいない。例えばルドラのドウルマスター、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジは気流操作のエクサーだが、拳で殴りつける程度の衝撃をもたらす高圧空気流を創り出すくらいしかできない。自分の身体からだを浮かせる風を独力で生み出すことなどできはしない。玲れい音ねの力は、エクサーの中でも突出していた。

　だが本人にとっては、良いいことばかりではない。特に地上では、他の人間を刺激しないよう気を遣わなければならないことが多かった。

　同僚のドウルマスターに会え釈しやくして、彼女は控え室から格納庫へ向かった。格納庫は控え室のすぐ隣だ。玲れい音ねはすぐに目的地──宙ちゆう吊づりに固定されたアイアンメイデンの前にたどり着いた。

「朱あか理り。降下は完了しましたから、もう降りてきても良いいですよ」

　俯うつぶせの体勢で吊つられていたアイアンメイデンの胸部が開き、コクピットブロックが下りてくる。シートの固定具と操縦用のコネクタが外れ、身を起こした朱あか理りが床に飛び降りた。

「あーっ、疲れた……」

「本当にお疲れ様でした」

　思わず愚痴をこぼした朱あか理りを、玲れい音ねは作り物めいた笑顔で労ねぎらった。
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　朱あか理りがコクピットにいたのは「座る場所がないから」などという単純な理由ではない。朱あか理りは降下開始数分後の時点からずっと、慣性制御システムを動かしていたのだ。

　ガルトマンの駐機台ベツドは四機分が横一列に並んでいる。

　それに対して、発着ハッチは機体下部中央の一つだけだ。

　内側の機体から順次発進する場合は問題にならないが、外側の駐機台ベツドに格納した機体を先に発進させる場合は、そのままでは内側の機体が邪魔になる。

　当然その程度のことは設計段階に考えられていて、ガルトマンの格納庫では、発着ハッチの真上に駐機台ベツドを吊つり上あげる空間とメカニズムが設けてある。外側の機体を先に発進させる場合は、アーム式のクレーンで駐機台ベツドごと内側の機体を持ち上げて、外側の駐機台ベツドをハッチのすぐ横までスライドさせるのだ。なお着艦時は戻ってきた順に外側へ押しやられる。

　今回、アイアンメイデンを積み込む余裕が無かったのであれば、この発進用のスペースを利用すれば良さそうなものだった。

　実際、パテルはそう考えた。

　だが艦長のアモンは、このアイデアを認めなかった。

　降下時の衝撃でアイアンメイデンの固定が外れ、駐機台ベツドに落下して他の機体がダメージを受ける可能性を忌避したのだ。

　その結果、アイアンメイデンは駐機台ベツドを二台ずつ壁かべ際ぎわに寄せ、その間に空いた隙間にクレーンアームで固定するという形で格納庫に収容した。これならば落下してもアイアンメイデンが床に激突するだけで、他の機体に害は及ばない。

　もっとも、アイアンメイデンの固定が外れれば、他のタイタニック・ドウルに害は無くても格納庫が損傷を受ける可能性がある。万が一ハッチが故障したなら、ガルトマンは戦力として成り立たなくなる。

　まずいことに、実際に降下を開始してから、アームに予測以上の負荷が掛かることが分かった。

　そこで落下事故による機体と格納庫の損傷を避ける為ため、いったんは他のドウルマスターと同様、控え室のシートに身体からだを固定していた朱あか理りが大気圏再突入前にアイアンメイデンのコクピットへ移動し、慣性制御システムを稼か働どうさせていたのだ。慣性を中和すれば、想定外の衝撃に襲われても機体を固定するアームが外れることはない。

　降下に掛かった時間は一時間。ドウルの連続搭乗時間としては、むしろ短い。だが朱あか理りは半日前にも衛星軌道上でゲノムスのドウル部隊と戦っていた。そろそろ本格的に休憩したいというのが彼女の本音だった。

『アイアンメイデン、ミスティムーン、ヴァジュラヤクシャ一号機及び二号機、発進準備』

　しかし格納庫のスピーカーが告げた命令に、朱あか理りは大きくのびをしていた両腕を、ため息と共に下ろした。

「朱あか理り、もう一頑張りです」

「分かってる」

　そのことに朱あか理りは不満を示さなかった。

　地上に──目標海域に着いたら、すぐに出撃する。それは予定どおりの行動だ。

　蒼あお生いを乗せたまま海に落下した超大型タイタニック・ドウル、インドラを捜索する。

　その為ための命令に、不服などあろうはずはなかった。




　乳白色の華きや奢しやな機体、ミスティムーンが自分を追い越して海底へ潜っていくのを、アイアンメイデンと一体化した朱あか理りは再構成された視界で見送った。

　相変わらず、ミスティムーンの通った後に推進機関を使った跡は一切無い。

　残念ながら水中用推進機関に換装する時間も準備も無かったので、アイアンメイデンは宇宙・陸上仕様のままだ。推進剤を節約する為ため、コースを変更する以外は自然な沈降に任せている。

　だがそれにしても、ミスティムーンの潜行速度との差が大きすぎた。乳白色の小柄な機体が海底へ向かうペースは速すぎる。

　今では、あの機体の機動力の秘密を朱あか理りは知っている。推進剤を使わず、玲れい音ねがサイクロニクス機関により増幅されたＰＫで機体を動かしているのだと分かっている。

　それは珍しくはあっても、他に例の無いことではなかった。

　例えばボルジギン＝バートリーン＝ドルジが操るルドラが、サイクロニクス機関で創り出した気流だけで空を飛ぶ姿を朱あか理りは実際に見ている。アニル＝ダ・コスタのヴァルナは、液体流動制御により生み出した水流に乗って海中を自在に駆け巡っていたと聞いている。ゲノムスのマクリールも、ヴァルナと同じ仕組みで水の中を高速移動していると推測されている。

　しかし玲れい音ねは朱あか理りと同じく、半日前に長時間の戦闘を行ったばかりだ。Ｌ５宙域から月の裏側の準同期軌道──対地高度二万キロ──までの長距離を、途中にエクサー専用機ホルスという強敵を撃破した戦いを挟んで移動している。普通に考えれば、玲れい音ねは朱あか理り以上に疲労していてもおかしくない。

　だが、ミスティムーンの挙動は素早く、滑らかだ。他の機体より大量のＳＩＭＡシーマを消費するはずなのに、それを供給する玲れい音ねに疲れている様子は全く見られない。

　余りにも特別。

　余りにも掛け離れている。

　思考の中で玲れい音ねに対して「怪物」「化け物」という言葉を当てはめないようにするのに、朱あか理りは意志力を振り絞らねばならなかった。




　夜の海面にたゆたうガルトマンの隣にミスティムーンが浮上する。少し遅れてアイアンメイデンも波間に顔を見せた。

「何か見つかったか？」

　アモンの問い掛けに、

『インドラの落下跡とみられる海底の凹くぼみを発見しました』

　玲れい音ねが答えを返す。

「インドラはいなかったのかね？」

『はい……』

　パテルの問い掛けには、朱あか理りが答えた。

　気落ちしている朱あか理りに代わって、玲れい音ねが続きを報告する。

『インドラの落下跡の隣に、ドウルの足跡らしきものもありました。インドラを捕獲した機体の痕跡と思われます』

「機種は分かるか？」

『スキャンデータを送ります』

　アモンの手て許もとで、データ受信のサインが点ともる。

「照合完了。七十パーセントの確率でマクリールのものと推定されます」

　照合結果は情報分析を担当するブリッジクルーからすぐに告げられた。

「随分精度が低いな？」

「輪郭がかなり不明瞭です。既に十時間近くが経過していると思われます」

「十時間か……。インドラが落下してすぐに引き揚げられたようだね」

　ブリッジに来ていたパテルが独り言のように推測を口にする。

　その言葉は通信機を通してミスティムーンとアイアンメイデンにも届いていた。

『……蒼あお生いはゲノムスに連れ去られたのでしょうか？』

　悲ひ愴そう感かんを秘めた声で問う朱あか理りに、

「そう考えるべきだろう」

　アモンは薄情とも思える程、あっさり答えた。

　通信機から、少女たちの息を──あるいは悲鳴を──吞のみ込こむ音が聞こえる。

「ゲノムスの捕虜となったのは、悪いことばかりではない。早期に引き揚げられたのであれば、酸素欠乏による障しよう碍がいを心配しなくてもいいということだ。ゲノムスも実験機インドラのドウルマスターを粗末に扱いはしまい。捕虜扱いだろうが、蒼あお生い君はゲノムスの潜水艦に保護されていると考えられる」

「それで艦長。これからどうする？」

　パテルの質問に、アモンは直接答えなかった。

「各機、現時点を以もつて捜索を中止。ヴァジュラヤクシャとアイアンメイデンは格納庫に帰還せよ。ミスティムーンはドウルキャリアーで本艦の護衛につけ」

　ガルトマンの後方には、大気圏再突入前に手配してあったドウルキャリアーが浮いている。

『了解』

　四人のドウルマスターが異口同音に答える。

「当艦は一旦、ケープ・カナベラル総司令部に帰還する。当海域の衛星観測データを集中的に洗い直せば、潜水艦の手掛かりが得られるはずだ。インドラを積み込める程の大型艦が、何の痕跡も残していないとは考えられない」

　ガルトマン艦橋で迅速に発進準備が進む。

　それと同時並行して、朱あか理りは格納庫に、玲れい音ねはドウルキャリアーに向かった。




　　　◇　◇　◇




　アゾレス諸島海域で蒼あお生いとインドラを収容した潜水艦モビィ・ディックは、一日でイベリア半島西の沖合に接近していた。

　蒼あお生いは現在、鍵の掛かった病室兼独房で眠っている。拘束こそされていないが、部屋の鍵は内側からでは開かない。連盟軍のドウルマスターである彼をゲノムスの潜水艦内で自由にさせることはできないのだ。

　救出された直後、蒼あお生いはＳＩＭＡシーマの枯こ渇かつで昏こん睡すいと見み紛まがう深い眠りに囚とらわれていた。だがいったん目覚めた後は、体力を回復する為ための通常の睡眠に移行している。もう、何時いつ目覚めてもおかしくない状態だ。

　目を覚ませば、蒼あお生いは自分が閉じ込められていることに気付くだろう。その前に彼をどう扱うか決めなければならない。蒼あお生いはまだ未熟とはいえ、ＳＩＭＡシーマ指数百を超えるエクサーだ。丸腰でも、ドアに鍵を掛けておくだけで十分かどうか分からないのである。

　それでも一般的なゲノムス構成員であれば「どうやって閉じ込めておくか」について悩むだけだろう。結論はシンプルだ。閉じ込めておくのが難しければ、眠らせてしまえということになる。基地まで連れて行けば、後はそこの責任者が処遇を判断してくれる。

　だが蒼あお生いと面識がある如月きさらぎ龍りゆう一いちにとっては、それだけでは済まなかった。

　龍りゆう一いちがゲノムスに加わることを決めたのは、まだ横よこ浜はまポリスにいた時分だ。

　その後に彼は、太陽系連盟軍が運営するＬ４磐いわ都とアイランドの士官学校『磐いわ都と高等訓練校』に入学するのだが、これは訓練校で殉職したことにして、横よこ浜はまに残る家族に累が及ばぬようにする工作の一環だった。

　ゲノムスの一員となる為ためには横よこ浜はまポリス軍を脱走しなければならない。

　横よこ浜はまポリス軍のエースだった彼が脱走すれば、たとえゲノムスに寝返ったとばれなくても、龍りゆう一いちの家族はポリスの居住権を失うことになっただろう。

　それを避ける為ために、戦闘中の殉職を装よそおって脱走することにしたのだ。訓練校の候補生は出身母体に拘かかわらず連盟軍の一員。他の候補生を守る為ために斃たおれたとなれば名誉の戦死だ。その遺族を疎おろそかに扱うことを、連盟は許さない。現に龍りゆう一いちの家族は、今も横よこ浜はまポリスの市民のままだ。

　だから磐いわ都と訓練校で同じクラスだったからといって、龍りゆう一いちにとっては最初から道を分かつことが予定されていた相手だ。仲間意識は生まれない──はずだった。

　しかし龍りゆう一いちは、友ゆう誼ぎを結んでしまった。友情を深めてしまった。蒼あお生い、朱あか理り、玲れい音ね、そしてレア。同じ訓練チームのメンバーと、訓練を通じて知り合った少女。親友と呼べるほどの深い付き合いではなかった。だが戦場で向かい合えば、おそらく止とどめを躊躇ためらってしまうだろう。

　それは兵士として、避けるべきことだった。戦闘中の躊ちゆう躇ちよは隙につながる。敗北を、死をもたらす。それは龍りゆう一いちにも分かっていたし、訓練校に潜入した当初は仲良くしているふりで済ませようと思っていたのだ。それが徹底できなかったのは、やはり「若さ故」としか言いようがない。

　とにかく今は、過ぎてしまったことを問題にしている段階ではない。まず決めなければならないのは、龍りゆう一いちが蒼あお生いの前に出て行くかどうか、彼がゲノムスの一員になっていることを蒼あお生いに教えるかどうか。

「あたしは打ち明けるべきだと思うわ」

　ロサ＝クルーズは余計な前置き無しにそう主張した。

「ついでに彼もゲノムスに加わってもらうべきだと思う。だって彼、オートンの出身じゃない。連盟軍は何処どこまで行ってもポリスの利害を代表する組織。中立的なふりをして、時にはオートンの肩を持つような行動を取る時もあるけど、そんなのは単なる人気取りか、何か裏がある時だけよ」

　ロサの主張は、乱暴ではあるが、大抵のケースに当てはまる事実だ。連盟──太陽系開発機構はあくまでもポリスの連合体。連盟軍がポリスの利益を守るのは当然とも言える。そしてＳＯＦＥＡソフイアといえども、連盟軍の一部隊にすぎない。

　オートンはポリスの市民権を持たない難民が作った生活拠点だ。ポリスの市民は「アウター」と呼んでいる。

　ポリス市民の呼び方の方が実態を表していると言えるだろう。難民が、ポリスの外に作った町。古い、ポリスが利用していないという意味で放棄された発電プラントの周辺に自然発生した集落。それがオートン。

　ただオートンの住民自身が誤解していることだが、そうした集落の中には持続的な居住が可能と連盟が認め、登録した町もある。そうしたオートンは連盟が認めた自治体としてその保護下にある。蒼あお生いが住んでいた小お田だ原わらはその一例だ。横よこ浜はまと小お田だ原わらの間に起こった紛争の際、小お田だ原わらに有利な裁定が下ったのは、このような事情によるものだった。

　だがそれはあくまで例外的な事例だ。連盟の保護下にあるといっても、ポリスとオートンは対等ではない。ポリスとオートンが争えば、連盟はポリスに有利な決定を下すのが普通だ。オートンの出身者ならＳＯＦＥＡソフイアではなくゲノムスに入隊すべきだというロサの言い分は間違っていない。

「今はまだ、尚早だと思うがね」

　今この場にいるのは龍りゆう一いちとロサ、そしてゲノムスの首席技術者であるショーン＝オブライエンの三人。ロサの意見に反対を唱えたのはそのオブライエンだった。

「ドクター、今は、ですか？」

　しかしオブライエンの考えは、ロサが気付いたように、彼女の意見を全面的に否定するものではなかった。

「うむ。早さ乙おと女め君は、まだ我々を受うけ容いれる準備が整っていないと思う」

「準備と仰おつしやいますと？」

　ロサとオブライエンの間で続く会話。

　龍りゆう一いちは今のところ、口を挿はさむ素振りを見せなかった。

　彼一人で結論を出せないから、ロサとオブライエンが相談に乗っているのだ。聞き手に徹していることに不思議は無い。

「早さ乙おと女め君は磐いわ都と訓練校に入学したことで、自分の所属陣営を連盟軍と認識した」

「しかし調査の結果、連盟軍のスカウトに応じたのは、居住していたオートンの為ためにやむを得ずのことだったと判明しておりますが」

　蒼あお生いが連盟軍の、より正確にはＳＯＦＥＡソフイアのスカウトを受けた際、彼が入隊すれば小お田だ原わらオートンに地熱発電プラントの使用権を認めるという条件が提示された。横よこ浜はまポリスとの武力衝突の原因になったプラントだ。

　このプラントは小お田だ原わらオートンの生命線であり、蒼あお生いは住んでいた街を人質に取られる形でＳＯＦＥＡソフイアに入隊している。

「なる程、入隊の経緯は事実上の強制だったかもしれない。だが一般的に、いったん組織に所属してしまえば、その組織に対する帰属意識が芽生える」

　オブライエンはロサの反論を認めつつ、それはこの際問題ではないと指摘した。

「加入した組織で好待遇を受ければ、帰属意識は高まっていく。人間として当然の心理だな。早さ乙おと女め君は入り口こそ強制されたものだったかもしれないが、正規のドウルマスターになる前から専用機を与えられ、特別扱いで大切に教育されていたのだろう？　連盟はポリス市民の為ための組織だからゲノムスに寝返れ、と言われただけでは納得しないと思うが」

　オブライエンに反論できずロサが口を閉ざす。

「……では、蒼あお生いにはこの艦を連盟の物と思わせておけ、とドクターは仰おつしやるのですか？」

　代わりに、黙って二人の意見を聞いていた龍りゆう一いちがオブライエンに問い掛けた。

「いや、そんなことを言っているつもりはない。そもそも、ずっと騙だまし続つづけるのは不可能だ」

　龍りゆう一いちの問い掛けに、オブライエンは首を横に振った。

「補給もしなければなりませんし、基地に着いたら嫌でもゲノムスだって分かりますからね」

　この点については、ロサも同意見だった。彼女が蒼あお生いを仲間に引き込んでしまえと主張したのは、他に道が無いからというのが本当の理由だ。

　蒼あお生いはただのドウルマスターではない。まだ未熟とはいえ、彼はＳＩＭＡシーマ指数百を超えるエクサー。解放すれば連盟軍に戻り、いずれはゲノムスにとっての脅威となるだろう。

　だからといって射殺などできない。龍りゆう一いちだけでなく、ロサも心情的に受うけ容いれられない。

「私は早さ乙おと女め君をゲノムスに引き入れるべきだというロサの意見に、反対しているのではないよ。手順を踏むことが必要ではないか、と言っているだけだ」

　ここでオブライエンが話を戻した。

「ポリスの外で育った早さ乙おと女め君は連盟よりゲノムスにシンパシィを懐いだくはずだというロサの言い分はもっともだ。現在のポリス連合体制から排除された人々がどれ程の理不尽を押し付けられているか、事実を見せて思い出させてやれば説得は容易ではないかな」

　オブライエンは「連盟」ではなく「ポリス連合体制」と言った。これは単なる言い換えではない。連盟とポリス、どちらが主でどちらが従か、意識してのセリフだ。ゲノムスの正体にもつながるその秘密を、オブライエンは知る立場にある。

「実際に見せる、ですか……」

　しかしその秘密は、ロサや龍りゆう一いちが触れ得るものではない。知識が無いロサにとっては単なる言い回しの違いでしかなく、彼女の注意は別のところへ向いていた。

「そろそろリスボンに上陸する頃合いだろう？　早さ乙おと女め君を連れて行けば良いい。あの街はちょうど良いいサンプルだからな」

　オブライエンの提案は大胆なものだった。虜囚の立場にある蒼あお生いを艦の外に連れ出せと言っているのだ。地上に出れば逃亡のリスクは格段に高まるし、逃げられなくても連盟に連絡する手段は幾らでもある。

「大丈夫だ。早さ乙おと女め君は逃げないよ。もし彼が逃亡したら、私が責任を取っても良いい」

　しかしオブライエンは、そうしたリスクを全く懸け念ねんしていないように見える。

「ドクターは蒼あお生い君がインドラに執着していると仰おつしやっていましたが……。インドラを我々が確保している限り、彼は逃げたくても逃げられないということですか？」

　ロサの問い掛けに、オブライエンは笑って首を横に振った。

「それだけではない。あの年頃の少年は正義感が強いからね。忘れていた事実を目まの当あたりにすれば、そこから逃げようなどとは考えない。Ｓｅｅｉｎｇ　ｉｓ　ｂｅｌｉｅｖｉｎｇ。彼の国にも『百聞は一見に如しかず』という諺ことわざがあるそうだが、数万語を費やして説得するより実際に見せた方が効果的だ」

「……分かりました」

　その言葉に、ロサも思い当たる節があったのだろう。

「明日の上陸部隊に蒼あお生い君を加えるよう、艦長に話してきます」

　ロサはそう言って、ブリッジに向かった。

　龍りゆう一いちも、彼女を止めようとはしなかった。
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　ＳＯＦＥＡソフイアの空宙母艦二番艦ガルトマンは今、ケープ・カナベラル基地に寄航していた。

　ここにはＳＯＦＥＡソフイアの総司令部が置かれている。それに付随して、地球と宇宙を監視している情報衛星のデータを処理する、大規模な情報センターが設けられていた。

　太陽系開発機構の本部ビル群はニューヨークポリスのすぐ横にあり、開発機構軍の中枢も名目上はこのビル群の一つにある。だが実戦力の拠点としては、ケープ・カナベラル基地が開発機構軍最大の物。データの処理能力も、ここの情報センターが最高だ。

　前回の出港から二週間も経たたないうちにガルトマンがこの基地へ戻ってきたのは、この情報処理能力が目当てだった。

　言うまでもなく、インドラを連れ去った潜水艦の行方を捜す為ためである。

　艦長のアモンはタイタニック・ドウルによる海底捜索の結果を総司令部に提出して、資源探査衛星に海中の金属反応をサーチするよう具申するという、常識的な依頼に止とどめた。だがパテルには、そのような常識──あるいは遠慮──は備わっていなかった。

「ほーっ、なる程なる程……」

「先生、何か分かりましたか？」

　基地のスタッフが迷惑そうに顔を顰しかめる横で、朱あか理りがパテルの見ているモニターを彼女の背中越しにのぞき込む。

　ガルトマンが基地に到着したのは昨晩のことだ。パテルもさすがに眠かったようで、案内されるままに宿舎へ向かった。

　しかし今朝、朝食を済ませた彼女はその足で情報センタービルに直行した。そして自らに与えられた特権を躊ちゆう躇ちよ無なく行使し、資源探査衛星を含めた全ての衛星のデータを検索できる端末を確保していた。

　護衛というわけではないが、彼女を一人にしておくわけにもいかないという理由で玲れい音ねと朱あか理りがパテルに付き従っている。しかし朱あか理りはパテル以上に積極的で、手綱を握る役目は全く期待できない。玲れい音ねはパテルにブレーキを掛けられず、と言うかブレーキペダルが何処どこにあるのかさえ見つけられず、基地スタッフの冷たい視線に引きつり気味の愛あい想そ笑わらいで対応していた。

「喜びなさい、朱あか理り。多分、見つけた」

「本当ですか!?」

　朱あか理りが辺り構わず歓声を上げる。

　迷惑そうな視線がパワーアップして、部屋中から降り注いだ。

　玲れい音ねはそろそろ、笑顔を保つのが苦しくなっていた。

「インドラの落下直後、あの海域で地磁気のノイズが記録されている。海底から発せられている地磁気を観測して、艦体がそれを遮らなかった場合の電磁波パターンを放射するアクティブステルスのタイムラグによるものだ。ノイズのパターンから推定して、全長四百メートル弱の巨大潜水艦だね」

「全長四百メートルですか!?」

　思わず声を上げたのは、朱あか理りではなく玲れい音ね。

　玲れい音ねは慌てて自分の口を両手で塞いだ。

　しかし今回は、視線こそ集めていたが、そこに「静かにしてくれ」というようなニュアンスは無かった。

　空宙母艦の全長が約二百メートル。

　四百メートル近い巨体を持つ潜水艦は、ケープ・カナベラルのスタッフにとっても驚くに値した。

　技術的に難しいのではない。

　それだけのサイズになれば、建造を秘匿するのは不可能に近いはずだ。

　そんな物をゲノムスが保有しているということに、彼らは驚いていた。

「それで、その潜水艦は何処どこにいるんですか？」

「西に向かっている。イベリア半島か、ブリテン諸島か、それともアフリカ西海岸か……。いや、多分イベリア半島だろう」

　だが朱あか理りとパテルには外野の反応を気にしている様子は無い。

　パテルの答えを聞いて、玲れい音ねの意識も大型潜水艦の存在ではなく、その行方に向いた。

「パテル先生。当該潜水艦の現在位置は分かりますか？」

　玲れい音ねが他のスタッフの邪魔にならないよう小声で訊たずねる。

「リアルタイムのデータでは特定できない。だが六時間前には、イベリア半島に向かっていた。それ以後の航跡が摑つかめないのは、アクティブステルスのシステムを航行中に調整したのではないかな。ジブラルタルには開発機構軍の直轄基地がある。用心に用心を重ねたくなるのは当然の心理だ」

「航行中に？」

　玲れい音ねが疑わしげな声音で問う。海中を航行中に稼か働どう中ちゆうのシステムを弄いじるなど、常識では考かんがえ難にくい。玲れい音ねの疑問はもっともなものだったが、パテルは笑って頷うなずいた。

「オブライエンの奴やつが乗っているのだろうさ。あの男ならその程度の芸当は造作も無い」

　笑顔といっても、その表情は極めて苦々しいものだったが。

　パテルとオブライエンの間に一体どのような因縁があるのだろうか。

　玲れい音ねがそう考えたのはこれが初めてではなかったが、それを口に出すのは何となく憚はばかられた。

「じゃあ、蒼あお生いの行方はもう分からないんですか!?」

　幸いと言って良いいのかどうか分からないが、玲れい音ねの沈黙は朱あか理りによってすぐに埋められた。

「それは違うよ、朱あか理り」

　悲鳴を上げた朱あか理りを宥なだめるのではなく、[image: 叱]りつけるのでもない。パテルは講義口調で朱あか理りの悲観論を否定した。

「衛星からの観測が難しくなったというだけだ。大体の場所が摑つかめれば、潜水艦の所在を捜す手段は幾らでもある。何といっても全長四百メートル弱の巨体だ。見つからないはずはない」

　そう言って、パテルは四時間ぶりにコンソール前から立ち上がった。

「捜索に必要なデータは参謀部に送っておいた。すぐに捜索隊が派遣されるだろう。取とり敢あえず私たちはランチに行こうか」

　パテルに言われて、玲れい音ねも朱あか理りも正午を過ぎていることに気がついた。

　二人はパテルの背後でずっと立ちっぱなしだ。

　身体からだが栄養補給を求めていることに、彼女たちは今更のように気がついた。
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　円筒形を基本形状とした外殻ではなく水上船舶のように平らな甲板を持つ上陸用潜水艇が、イベリア半島の西沖合に浮上する。ゲノムスの巨大潜水艦モビィ・ディックの搭載艇だ。

「ロサさん。何故なぜモビィ・ディックで直接入港しないんですか？」

　上甲板に出てきた蒼あお生いが、隣を歩くロサに問い掛ける。「上に行かない？」と彼を誘ったのはロサだ。モビィ・ディックの船室で眠っていた彼を起こして、搭載艇に連れ込んだのも彼女だった。

　全長二十数メートルの小さな船だ。二人はすぐ、船首にたどり着いた。既にユーラシア大陸最西端、ロカ岬が見えている。

「昔はともかく、今のリスボンにモビィ・ディックが接岸できる港は無いのよ」

「昔はともかく……？」

　返ってきた答えの意味が分からず不得要領な顔をしている蒼あお生いに、ロサは意味深な笑みを向けた。

「実際に自分の目で見れば理解できると思うわ」

「はぁ……」

　これ以上訊たずねても、ロサに答える気が無いのは明らかだ。蒼あお生いは質問を変えた。

「リスボンに着いたら、開発機構軍に連絡は取れるんですか？」

「残念だけど、リスボンに直属軍の基地は無いの。次に寄るジブラルタル基地まで我慢してくれる？　一応、秘密作戦中だから」

「……分かりました」

　連盟の潜水艦が連盟軍に対して秘密にする任務というのは一体どのようなものなのか、蒼あお生いは疑問を覚えていた。だが彼は、自分が知っているのはドウルの操縦に関することだけで、軍の運営に関しては素人しろうとに毛が生えた程度の知識しか無いと自覚している。

　相手に詳しく説明する気が無いのなら、そんなものかと納得するしかなかった。




　リスボンに上陸した蒼あお生いがこの街に対して懐いだいた印象は「そこそこ賑にぎわっているオートン」だった。

　彼の予想に反して、リスボンはポリスではなかった。電力事情は悪くないように見えたが、どことなく寂れた感じは否いなめない。蒼あお生いはポリスで暮らした経験が無いのでポリスとの比較はできないが、訓練校が置かれていた磐いわ都とアイランドと比べても、街に活気が無いように思われた。

「この街、どう思う？」

「思っていたより活気がありませんね」

　思わず正直に答えてしまってから、蒼あお生いは「まずかったか？」と反射的に考えた。

「寂れているでしょう？」

　だが焦あせる必要は無かった。ロサの答えの方が、より直ちよく截せつ的てきだった。

「もう少し見て回りましょうか」

　ロサに案内される形で、蒼あお生いは港から街の奥へと進んだ。

　世界的な内戦の時代に壊れてそのままなのか、元は三階建てか四階建てと思われる瓦が礫れきの中に、辛かろうじて一、二階部分が残った建物が点在している。

　昔はガラスがはまっていたであろう大きな窓からはみ出すようにして商品が並んでいるが、陳列されているのは日用品ばかりだ。ワインとオリーブオイルが目立つのが、特徴と言えば特徴だろうか。酒が豊富にある点で、少なくとも小お田だ原わらオートンより人々の暮らしは恵まれているように思われた。

　あくまで「オートンとしては」だが。

　街をぐるりと一回りしても、ロサが自分に何を見せたいのか蒼あお生いには分からない。彼はもやもやした気分のまま港に戻った。

「どうだった？」

「どうだったと訊きかれても……何も無い所ですね」

　もしかして自分は感性が鈍いのだろうか。そんな疑惑を懐いだきつつ、蒼あお生いは思ったことを正直に答えた。

　何も無いという答えは、もしかしたら正確性を欠いているかもしれない。蒼あお生いが感じたものを忠実に表現するなら「目新しいものは何も無い」と言う方が多分、適切だろう。

「そうね。何も無い、余所よそよりちょっとワインが豊富な、ただのオートンね」

　そう言ってロサは小さく笑った。

　その笑みは皮肉げでありながら、何処どことなく哀かなしそうなものだった。

「でも世界にまだ国家があった頃、この街はポルトガルという国の首都であり、西ヨーロッパ有数の大都市であり、ヨーロッパの大西洋沿岸ではトップクラスのコンテナ港であり、国境を越えて多くの人が集まる世界都市だった。でもここは、ポリスの建設地に選ばれなかった」

「……何故なぜですか？」

「何故なぜかしら。色々な要因があるのでしょうね。あたしはここが国際都市だったからこそ、そして貿易の中継基地としての利便性が高かったからこそ、候補から外されたと思っているけど」

「利便性が高かったからポリスが建設されなかった……？」

「艦にはあたしより詳しい人がいるから、戻ったら紹介するわよ」

「……ええ、お願いします」

　蒼あお生いは何気なく辺りを見回した。

　活気が無い──寂れた街。

　その印象に変化は無い。

　だが彼の脳裏には何故なぜか「捨てられた街」「捨てられた人々」というフレーズが浮かんでいた。
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「こちら、ドクターよ」

　潜水艦に戻って引き合わされた男性のことを、ロサはそう紹介した。

「初めまして、早さ乙おと女め蒼あお生いです」

　名前を教えられなかったことに、蒼あお生いは当然の訝いぶかしさを覚えた。自己紹介しながらも、彼の目には猜さい疑ぎの色が浮かんでいた。

「私はドウルデザイナーなのでね。名乗らないことの非礼を許して欲しい」

「ドウル開発者の方なんですか……？　いえ、こちらこそ失礼しました」

　だがドクターと名乗った男性の職業を聞いて、蒼あお生いは取とり敢あえず納得した。ドウルデザイナー──ドウル開発者はドウルマスター以上に誘拐などの標的になりやすく、その身元を隠す必要があるということは、訓練校で教えられている。

　無論「ドクター」が名前を隠しているのは、そのような理由によるものではない。

　ドクターの正体は言うまでもなくショーン＝オブライエン。彼の名は連盟軍にも広く知られている。蒼あお生いも知っている可能性が高い、と考えてのことだ。この時点ではまだオブライエンもロサも、この潜水艦がゲノムスの物であることを蒼あお生いに教えるつもりは無いということだった。

「ロサ、少し席を外してくれないか。彼と二人で話をしたい」

「蒼あお生い君と二人で、ですか……？　分かりました」

　オブライエンの要望にロサは眉を顰ひそめながらも従った。

　ロサが部屋を後にし、扉が閉まるのを確認して、オブライエンが蒼あお生いへ向き直る。

「ロサとリスボンに上陸したそうだね。何も無い街だっただろう？」

「はい……。ですが昔は西ヨーロッパ有数の大都市だったと聞きました。国家が崩壊する前は、この辺りを治めていた国の首都だったとも。そんな重要な所に、何故なぜポリスが建設されなかったんですか？」

　蒼あお生いの中で「ドクター」に対する疑念は解消し切れていない。だが彼はそれより、ロサの不十分な説明の補完を受けることを優先した。理由は定さだかでなかったが、それを知らずに放置するわけにはいかないと彼は感じていた。

「ポリスは閉鎖循環型都市として造られている。それは理解しているね？」

「はい、理解しているつもりです」

「ポリスは、地下資源を巡る争いで遂ついには地上から国家が消滅してしまった悲劇的な時代に対する反省から、資源を消費しない都市を目指して建設された」

　そこまでは訓練校の座学でも取り上げられた一般的な知識だった。

「しかしポリスを造り上げた人々は、人間の欲を恐れ過ぎた。人間に対して、余りに懐疑的だった」

「懐疑的……ですか？」

　だが、この思わせぶりなセリフを、すぐに理解することはできない。蒼あお生いはオブライエンに説明を求めた。

「利用できる資源が人口維持に必要なだけしかなければ、人々はその範囲内でやりくりしようとする。しかし自由な貿易によって、購買力が続く限り資源を購入できるとなれば、人々の欲求は果てが無い。市民生活が立て直され経済が復興すれば、また同じことが繰り返されるのではないかと恐れた」

「ですが、その購買力には限りがあるのでは？　埋蔵量の限界以前に購買力の限界で、歯止めが掛かるように思われますが」

「貨幣が金や銀などの貴金属で担保されていた時代ならば購買力は有限だった。だが貨幣が国家の保証を表す記号に変わった時から、購買力も単なる記号になった」

「記号、とは？　購買力に実体の裏付けは必要無いという意味ですか？」

「裏付けとなる実体が無いわけではないが、限界を定める要因とはならない。貨幣は元々、物々交換の不便さを解決するための仲介物だ。例えば小麦千単位と木綿百単位と鉄鉱石十単位と金一万単位が等価の物として交換される社会があったとする。小麦、木綿、鉄鉱石、金の分量を表す単位はそれぞれ異なるものが使われている。今、小麦の所有者は木綿を欲しがっている。木綿の所有者は鉄を欲しがっている。鉄の所有者は小麦を欲しがっている。そして金の所有者は何も必要としていないが、いつでも金と他の物を双方向に交換するとする」

「分かります。小麦の所有者はまず小麦千単位を金一万単位に替えて、その金を木綿の所有者に渡すことで木綿百単位を手に入れる。木綿の所有者は小麦の所有者から受け取った金一万単位を鉄の所有者に渡すことで鉄十単位を得る。鉄の所有者は木綿の所有者から受け取った金を、最初に金と小麦を交換した者に渡すことで小麦千単位を得る」

「そのとおり。この取り引きにおいて、金を欲しがっている者はいない。では仮に、Ｒ国の鉱石十単位を金ではなくＭ国の紙幣一万単位で購入できるとしたら？　Ｍ国はＲ国に物が売れる限り、Ｒ国から鉱石を買うことができる。売る物は何もＭ国で生産された物でなくてもいい。Ｒ国が鉱石を売れる先がＭ国しか無いならなお良いい。Ｍ国はＲ国が他の国に鉱石を売るのを妨害し、Ｒ国が鉱石を自分の国で加工する能力を獲得するのを妨害することで利益を得る」

　オブライエンはいったん言葉を切って、蒼あお生いが理解できているかどうか表情を窺うかがう。そして、問題なさそうだ、と判断してオブライエンは説明を続けた。

「地下資源を巡る内戦は、その両面を動機としていた。一方の勢力を背後から支援することで、その勢力が権力を握った時、地下資源を自国に対し優先的に供給させる。それと同時に、資源産出国の社会資本を内戦で破壊することによって資源加工の能力獲得を妨げる」

「またライバル国の内戦を煽あおることにより、その国の工業基盤を破壊し、地下資源を加工する能力を失わせることができれば、売却先を自国に制限するのと同じ効果が得られる」

「貿易拠点のインフラを破壊することでも、同じ利益が得られる。他国の不幸は、自国の利益。そうして内戦は世界中に広がり、遂ついには全ての国家が崩壊してしまった」

「この世界的な悲劇の元凶は、自分たちが必要とする以上の地下資源を自由に獲得できる社会システムにあったと人々は考えた。生産活動を全て統制しようとすれば、社会から活力が失われる。そのことは世界を二分した歴史という名の実験場で結論が出ている。だから全てをコントロールする代わりに、必要な地下資源の量だけを割り当てて、その中で自由に競争させる。そうすることで、安定と活力を両立できると考えたのだ」

　オブライエンの解説が一段落する。

　蒼あお生いはオブライエンの説明をじっくりと嚙かみ締しめているような顔をしていた。

「それは……ポリス建設を主導した人たちがですか？」

「そうだ」

　蒼あお生いの質問に、オブライエンが頷うなずく。

「だから貿易港として有利な地理的条件、貿易で栄えた歴史を持つ土地は、ポリスの建設地から外されるか、他のポリスに従属しなければならないよう条件付けられた。リスボンは前者。後者の例として早さ乙おと女め君に馴な染じみがあるポリスは、横よこ浜はまが挙げられる」

「横よこ浜はまが？」

「横よこ浜はまポリスは自前のエネルギープラントで電力需要を満たせない。エネルギー供給を東京ポリスに依存するように設計されている。横よこ浜はまが小お田だ原わらオートンに攻め込んだのは、不足している電力を賄い得るプラントを入手し、東京に従属している地位から脱却する為ためだ」

「そんな理由で……？」

　蒼あお生いの表情が険しくなった。自分たちの生活が脅おびやかされたのは決して必然ではなく、ポリスの設計者により意図的に作り出された「貧困」だと知ってやりきれなく感じたのだ。

　何故なぜリスボンにポリスが建設されなかったのか。

　蒼あお生いの疑問は、ひとまず解消した。

　だがオブライエンの話は、まだ終わっていなかった。

「ポリス建造に関する理不尽はそれだけではない。現在、新規のポリス建設は停止されている。だが実のところ、地球のキャパシティの面でも人類の経済力の面でも、ポリスの建設を断念しなければならない必然性は無い」

　強く言い切った後、オブライエンは蒼あお生いから目を逸そらし、何処どこか遠くを──今ではない、遠い過去か遠い未来を見ているような眼まな差ざしを虚こ空くうに向けた。

「現時点におけるポリスの総市民は九億人。もう二十年以上、その水準にポリスの収容力は留とどめられている。豊かな暮らしを享受できる人口を計画的に抑制し、ポリス市民とそれ以外の人々の間に豊かさを追求する競争が生じるように誘導することで逆に、世界中の国家を崩壊に導いた貪欲な競争が生じないようにしているのだ」

「太陽系開発機構がオートンに貧困を強制しているんですか……？」

　オブライエンが蒼あお生いに視線を戻す。

「オートンに、ではなくポリス以外に、だな。それと、太陽系連盟は現世界体制の主導者ではない。単なる実行部隊、『手』にすぎない。人口一千万人を超える二十四都市の中でも特に有力な七都市、その世襲的実権者からなる『テュラノス』がポリス連合体制の頭脳だ」

　蒼あお生いの顔色が変わる。

　それはオブライエンに明かされた秘密によって触発されたものではなかった。

「ドクター。今、『太陽系連盟』と言いましたよね……。もしかしてドクターは、ゲノムス？　まさか、この艦も？」

　問い掛ける蒼あお生いの目に、何故なぜか敵意は無い。ただ、噓うそは許さないという強い意志が眼まな差ざしに宿っていた。

　その視線を正面から受け止めながら、オブライエンははっきりと頷うなずいた。

「改めて自己紹介させてもらうよ。私の名はショーン＝オブライエン。ゲノムスの首席科学者にして、連盟とゲノムスの真の姿を知る者だ」

　ショーン＝オブライエンの名は蒼あお生いも記憶していた。思い掛けない大物に対面していると知って、蒼あお生いは大きな驚きに捕らわれた。

　しかしそれ以上に、彼の関心を惹ひく言葉があった。

「ゲノムスの真の姿……？」

「連盟もゲノムスも、テュラノスが世界をコントロールする為ための道具にすぎない」
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　ニューヨークポリスの隣にある太陽系開発機構本部ビル、その地下には小さな会議室がある。立ち入りが厳しく制限されているその区画は、ポリスの首脳同士が非公開段階の外交を行う場所だと一般職員には考えられている。

　今その部屋に、八人の男女が集まっていた。

　五人の男性と二人の女性が、半円状に設置された机の奥に座り。

　初老の男性が一人、七卓の机で形成された円弧の内側に立っている。まるで被告人のように。

「では、定例会議を始める」

　口火を切ったのは中央の机に座った老人。ニューヨークポリスの前市長、ただし現在の市長は彼の傀かい儡らいと言われている。

「今回は世界の軍事バランスに大きな影響を与える事件があった。ノルウェー海でＳＯＦＥＡソフイアのヴァルナが、ゲノムスのマクリールに撃沈された。ゲノムスのドウルマスターがＳＯＦＥＡソフイアのエクサーを撃破したのだ」

「快挙と言えるでしょうね、シニョーレ・プルトン」

　ニューヨークポリス前市長に続き、ロンドンポリスの副市長が一人だけ立っている男性に話し掛けた。彼女はロンドンの先々代市長の娘だ。

「……恐縮です、シニョーラ・ロンドン」

　彼らが「シニョーレ」「シニョーラ」という敬称を使っているのは、この会議がイタリア語で行われているからではない。十三世紀～十五世紀のイタリア半島に出現した僭せん主しゆ政治体制を「シニョリーア」、その僭せん主しゆのことを「シニョーレ」と呼んでいた歴史に倣ならっているのだ。

　太陽系開発機構はポリスによる国際機関であり、地球上百二十一のポリスの内、人口一千万人を超える二十四都市で構成される太陽系開発機構理事会の合議制多数決で運営されている。しかしその実権はニューヨーク、ロサンゼルス、ロンドン、モスクワ、上シヤン海ハイ、デリー、イスタンブールの七都市に握られていた。

　この七大ポリスの世襲的実権者が、ポリスを中心に回っている世界を裏から操る「テュラノス」。そしてゲノムスの首領プルトンは、「シニョーレ」の称号は持つものの実質的にはテュラノスの一員ではなく、その下僕であった。

「だが、やり過ぎだ」

　豊かな白ひげを蓄えたシニョーレ・モスクワが苦々しい声で決めつける。

「敵がいない組織は腐る。ゲノムスは太陽系開発機構に適度な緊張感を与え、組織の腐敗を防ぐ為ための装置だ」

「一方、ＳＯＦＥＡソフイアのエクサーはポリスを中心とする世界秩序を保つ為ための抑止力。エクサーの絶対性に疑念が生じれば、世界の安定を損なおうとする者たちを増長させることになる」

「ゲノムスがＳＯＦＥＡソフイアに勝利することはあって良いい。敗北しない軍もまた腐る。だがエクサー専用機が倒されることがあってはならない。それは理解しているはずだな、シニョーレ・プルトン」

　シニョーレ・ロサンゼルス、シニョーレ・上シヤン海ハイ、シニョーレ・イスタンブールがモスクワのセリフに続いた。

「はっ……それは重々、理解しております」

　プルトンが額の汗を拭いながら答える。そこに、一大武装組織のリーダーが持つべき威厳は存在していない。

「シニョーレ・プルトン。ドクター・オブライエンはマクリールよりさらに強力な新型機を開発したと聞いています。この噂うわさが真実であるならば、実に憂うべきことです。ゲノムスはその本来の役目を忘れてしまったのではないかと疑わずにはいられません」

「シニョーラ・デリー、それは誤解です。私はその、決して、自分に与えられた使命を忘れてはおりません」

　そろそろ老いが明らかになっているプルトンの顔には、隠せない焦あせりが浮かんでいた。

「貴方あなたは忘れていないかもしれませんが、ドクターはお忘れなのでは？」

「い、いえ。ドクターに限ってそのようなことは……」

「しかし最近の彼を見ていると、我々に対する叛はん意いすらうかがわれるのですが」

「た、確かに『マナナン・マクリル』の開発はやり過ぎの面もありましたが、あの機体はあくまでマクリールの完成型です。あの機体の製造は当初から予定されていたものであり、叛はん逆ぎやくの意図などありませんでした。そもそもテュラノスに対する叛はん逆ぎやくなど、私がさせません」

「ドクター・オブライエンを抑えられるのですか、シニョーレ・プルトン」

　シニョーラ・ロンドンが示した懸け念ねんは、彼女だけのものではなかった。心配そうに、あるいは馬鹿にしたようにと温度差こそあったが、七人の僭せん主しゆは同様の疑いをプルトンに向けていた。

　何故なぜならば、プルトンとオブライエンは本来同格だからだ。単にオブライエンの頭脳がゲノムスにとって不可欠であり首領であるプルトンと同等の重みを持つという意味ではない。オブライエンもまたテュラノスの意を受けてゲノムスに参加した、この茶番の舞台裏を知る者であり、彼が「プルトン」になっていてもおかしくなかったという意味で同格なのである。

「無論です、シニョーラ・ロンドン」

　その事実はプルトン自身も忘れていない。だが彼は、少なくとも表面的には、自信ありげに請け合いながら一礼した。
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「敵がいない組織は腐敗する。この思想の下、人為的に作られた連盟の敵。それがゲノムスだ。ゲノムスは連盟を倒す為ための組織ではない。連盟を健全な状態に保つ為ための道具なのだ」

　オブライエンにゲノムスの真実を告げられた蒼あお生いは、不思議な程落ち着いていた。

　肝が据わっているから、ではない。

　蒼あお生いの常識から余りにも掛け離れた話で、実感を持てずにいるのだ。

　そんな蒼あお生いに、オブライエンが追加の爆弾を落とす。

「ゲノムスでこのことを知っているのは首領のプルトンと私だけだ」

「……何故なぜそんな重要な秘密を俺に？」

　蒼あお生いがそう訊たずねるのは当然だろう。彼は自分がゲノムスの虜囚だと既に気付いている。どう考えても自分は、組織のトップしか知らない秘密を明かされるような重要人物ではない。蒼あお生いがそんな疑問を懐いだくのは、当たり前のことだ。

「興味が湧いたのだ」

　それに対するオブライエンの答えは、甚だ不真面目に聞こえるものだった。

「興味ですか？」

「君が世界の真実を知って、どのように行動するのか。連盟に忠誠を誓っていないエクサーが、どのような道を選ぶのか。君の選択は、もしかしたらこの星の未来を左右することになるかもしれない」

「…………」

　大おお袈げ裟さだ、と蒼あお生いは思った。突拍子も無さ過ぎて、「大おお袈げ裟さ」というフレーズしか思い浮かばない。

「私の話は以上だ」

　そう言ってオブライエンが席を立つ。

　蒼あお生いも自分のキャビンに戻るべく腰を浮かせた。そこが牢ろう獄ごくであることを、今の蒼あお生いは認識していたにも拘かかわらず。

「早さ乙おと女め君、君はもう少しここに残っていてくれ」

　しかしオブライエンが蒼あお生いに席に留とどまるよう指示した。

　連行する兵士が来るのだろう。蒼あお生いはそう解釈して、大人しく椅子に戻る。

　だがオブライエンと入れ替わりに登場した人物を目にして、蒼あお生いは跳び上がるように立ち上がった。

「龍りゆう一いちさん……」

　彼の前に、宇宙で遭難したはずの龍りゆう一いちが立っていた。
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　ケープ・カナベラル基地から対たい潜せん哨しよう戒かい機きが次々と飛び立つ。

　玲れい音ねと朱あか理りは、それを滑走路に隣接するビルの展望ロビーから眺めていた。

「朱あか理り、一緒に飛んでいきたかったのではありませんか？」

　窓にへばり付いている朱あか理りに、玲れい音ねが気遣わしげな声を掛ける。

　朱あか理りは振り向いて、滑走路を凝視していた目を玲れい音ねに向けた。

「今すぐ捜しに行きたいのは山々だけどさ。相手が海の中にいるんじゃ、余り役に立てなさそうだし」

　朱あか理りのアイアンメイデンは宇宙でも戦えるが、基本的に陸戦機だ。水中戦には向いていない。機体のポテンシャルと自分の操縦スキルを考慮して、朱あか理りは無理にでも飛び出していきたい気持ちを我慢しているのだった。

「玲れい音ねは……いや、何でもない」

　──玲れい音ねは捜しに行ってくれないのか──

　これが朱あか理りの、言い掛けたセリフ。

　玲れい音ねのミスティムーンは宇宙戦を最も得意としているが、陸戦も水中戦もそつなくこなすオールラウンド機だ。玲れい音ね自身の能力を合わせれば、水中用の機体より高い性能を発揮するに違いない。潜水艦の捜索にも、大きく貢献するはずだ。

　朱あか理りの気持ちは玲れい音ねにも伝わっていた。蒼あお生いのことは玲れい音ねも心配だったし、朱あか理りの期待に応えられないのは心苦しい。

　だが玲れい音ねには、この基地に留とどまらなければならない理由がある。Ｌ３ベース下方宙域で五番艦セレスティファルコンのエクサー専用機ホルスと交戦し撃破した件についての事情聴取の為ため、彼女を含めたガルトマンクルーには待機が命じられていた。

　玲れい音ねは朱あか理りに、何も言えなかった。
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　オブライエンが去ったキャビンは、重い沈黙に包まれていた。

「……何故なぜ」

　蒼あお生いの絞り出すような声が、その沈黙を破る。

「……久し振りだな。まずは、座らないか」

　龍りゆう一いちは蒼あお生いの返事を待たず、自分から腰を下ろした。

　蒼あお生いもすぐに、龍りゆう一いちの正面に座る。

「龍りゆう一いちさん……ゲノムスに救助されていたんですね。生きていて良かった」

　蒼あお生いは何度か深呼吸した後、自分にとって最も都合の良いい解釈を口にした。

「龍りゆう一いちさんもゲノムスの捕虜になっているんですか？」

　肯定して欲しい。そういう願いを込めて、蒼あお生いが問う。

「…………」

　だが龍りゆう一いちは答えない。答えられない。

「……龍りゆう一いちさん？」

「…………」

「龍りゆう一いちさん!?」

　蒼あお生いにも本当は見当がついていた。

「噓うそですよね!?」

　それでも自分の推測を信じたくなくて、蒼あお生いは龍りゆう一いちの両肩に手を掛け、懇願するように問い掛けた。
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「多分、お前が思っているとおりだ」

　しかし、龍りゆう一いちの答えは無情なものだった。

「そんな……」

　蒼あお生いの両手が龍りゆう一いちの肩から滑り落ちる。

　前へ乗り出していた蒼あお生いの身体からだが、ドサリと音を立てて椅子に戻った。

「じゃあ、あの青いドウルの……マクリールのドウルマスターは……」

「……俺だ」

　龍りゆう一いちのＳＩＭＡシーマ特性は液体流動制御。マクリールの特徴と合致する。

　それだけではない。マクリールの動きに既視感を覚えたことは、一度や二度ではない。蒼あお生いは無意識に、その既視感の正体について考えることを避けていた。だが、今にしてみれば分かる。蒼あお生いはマクリールの向こう側に、龍りゆう一いちの影を感じ取っていたのだ。

「マクリールが最初に出現したのは、俺たちが訓練校に入る直前でした……。はじめから俺たちを騙だましていたんですか!?」

「……そうだ」

「何故なぜ!?」

　激しい眼光を湛たたえた蒼あお生いの視線が龍りゆう一いちの双そう眸ぼうを貫く。

　龍りゆう一いちは、蒼あお生いの眼まな差ざしから逃げなかった。

「分かってくれとは言わない。……いや、言えない」

「話してください！　俺には、龍りゆう一いちさんの真意を知る権利がある！」

「……そうだな」

　目を伏せ、ため息を吐つくような口調で龍りゆう一いちが呟つぶやく。

　その声音は蒼あお生いに答えるものというより、自分自身に許可を与えるようなものだった。

　もしかしたら龍りゆう一いちは、告白の機会を心の何処どこかで求めていたのかもしれない。

「俺がゲノムスに加わったのは、横よこ浜はまと小お田だ原わらの紛争の直後だ。磐いわ都と訓練校に入ったのは、姿を消しても疑われないシチュエーションを作り上げる為ためだった。ポリス所属のドウルマスターの身柄は厳しく管理されている。地上では、行方不明はほとんどあり得ない。だからといって深海底でドウルを大破させては脱出が難しい。宇宙で戦闘中に遭難することが、最も疑いを招きにくいと考えた」

　実際に考えたのは龍りゆう一いちではなくゲノムスのスタッフだ。だが龍りゆう一いちだけでなく、蒼あお生いもそこには触れなかった。

「何故なぜ……何不自由無いポリスのドウルマスターの地位を捨ててゲノムスに？」

　現在この組織のメンバーで、連盟とゲノムスの真の関係を知る者は首領のプルトンと自分しかいないとオブライエンは言った。当然、龍りゆう一いちも知らないだろう。蒼あお生いが知る龍りゆう一いちの性格からすれば、知っていたら決してゲノムスに加入しようとはしなかったに違いない。

　では連盟を陰で操っている世界の黒幕が、人々に貧困を強いていることを知ったからだろうか。正義感に駆られて、連盟と敵対する道を選んだのか。

　これならば、龍りゆう一いちらしいような気もする。だが同時に、それならば龍りゆう一いちはもっと正々堂々とした道を選んだようにも思われた。

「……笑うなよ？」

　蒼あお生いの問い掛けに見せた龍りゆう一いちの反応は、どの予想とも異なる、意外なものだった。

　龍りゆう一いちは、まるで少年のように照れながら、それを隠そうとしていた。

「ルドラに雪辱したかった」

　龍りゆう一いちは蒼あお生いの返事を待たずに、自分がポリスからゲノムスに寝返った理由を話し始めた。

「小お田だ原わらオートンとの戦いに介入したルドラに、俺は手も足も出なかった」

　龍りゆう一いちの顔が、口惜くやしげに歪ゆがむ。

「あれほどの屈辱を覚えたことはなかった」

　声も、無念に震えていた。

「寝ても覚めてもルドラのことが頭を離れなかった。もう一度ルドラと戦って雪辱を果たさない限り、俺は一歩も進めない。そう思った」

「……しかし、必ず勝てるとは限らないのでは」

　蒼あお生いは龍りゆう一いちの揚げ足を取ったわけではない。

　ドウル同士の戦いでは、操縦席があるブロックを直接狙わないのが一種の作法になっている。

　だがそれは、絶対のルールではない。攻撃が偶然操縦ユニットを直撃することだってあるし、機体が大破して損傷が操縦席に及ぶことだってある。そもそも最初からドウルマスターを狙わないという不文律が無視されるケースだって考えられる。

　戦いに敗れれば、死ぬ可能性は常に一定以上の確率で存在するのだ。死んでしまえば、一歩進むも進まないも無くなってしまう。

「分かっている。元より絶対に勝てるなどとは考えていない。負ければ死ぬ。その可能性も理解している」

　龍りゆう一いちは固い決意を宿した瞳を蒼あお生いに向けた。

「だが、負け犬のままでいるより、俺は死を選ぶ。無論、むざむざ負けるつもりは無いがな。俺は必ず、ルドラに勝つ」

　龍りゆう一いちの言葉に、蒼あお生いは正直なところ、共感できなかった。龍りゆう一いちは余りにも死を、命を軽く考えすぎているように、蒼あお生いには見える。

　蒼あお生いにとって、死は身近なものだった。小お田だ原わらオートンに流れ着くまでに、彼は多くの死体を見てきた。事故死や病死だけでなく、餓死も、彼にとっては日常と隣り合わせの出来事だった。

　彼自身が死しに神がみの影を見たのも、一度や二度ではない。多分、朱あか理りがいなければ、自分もそうした死者の列に加わっていただろう。ポリスの外は、それ程までに厳しい環境だ。

　生きたくても生きられなかった人々を、蒼あお生いは大勢見てきた。

　死しに神がみの気配が迫るたび、「死にたくない」と強く思った。

　そんな彼から見れば、龍りゆう一いちの言い分は随分甘いものに感じられた。

　しかし蒼あお生いは、龍りゆう一いちに反論しようとは思わなかった。言っても理解してもらえないに違いない、と感じたからだ。ポリスで育った龍りゆう一いちにとって、死はきっと、特別なものなのだ。敗北によって、初めて死がもたらされる。負けさえしなければ、死ぬことはない。生きていることが龍りゆう一いちにとっては当たり前なのだと、蒼あお生いは思った。

「……だから、ゲノムスに寝返ったんですか？」

　故に蒼あお生いは反論ではなく、そう訊たずねた。

「……ポリス軍にいたままでは、交戦の機会は二度と訪れないと思った。あの時も横よこ浜はまの首脳部はＳＯＦＥＡソフイアが介入する前にケリをつけるつもりだったし、あれ程の戦力差を見せつけられれば、もう二度と抵抗する気にはなれないだろう」

「でも、龍りゆう一いちさんはもう一度戦うことを望んでいるんですよね？」

「ああ」

　蒼あお生いの問い掛けに、龍りゆう一いちは躊ちゆう躇ちよ無なく頷うなずいた。

　それを聞いて蒼あお生いは絶句するのではなく、これ以上訊たずねることは無いと感じて口をつぐむ。

　不意に訪れる沈黙。

「……多分、俺は馬鹿なんだろう」

　その静けさに耐えられなくなったのは、龍りゆう一いちの方だった。

「つまらない意地だと分かっている。お前たちを裏切ったことを正当化する理由にはならないのも理解しているつもりだ。だが俺は、この道を選んでしまった。時が戻ってもう一度同じ選択肢を示されても、俺は同じ決断をするだろう」

「……そうですね。俺は龍りゆう一いちさんの選んだ道を理解できますが、裏切りを許すことはできそうにありません。姉さんだって玲れい音ねさんだって、レアだって同じでしょう」

　龍りゆう一いちの顔が微かすかに歪ゆがむ。

　彼は最初から蒼あお生いに許しを請こうつもりは無かった。

　許しが得られるとは思っていなかった。

　だがそれをこうして確定した事実の形で突き付けられると、やはり平気ではいられなかった。

「俺は、ゲノムスに寝返るつもりはありません。正直に言って、心情的には連盟よりもゲノムスに共感を覚えます。ですが俺は、姉さんやレアや、玲れい音ねさんを裏切ることはできません」

「……そうか」

　蒼あお生いの出した結論を聞いて、龍りゆう一いちはため息を吐つくように頷うなずいた。そこに意外感は無かった。

「俺はどうなるんですか」

「この艦に与えられた作戦行動が終了した時点で解放することになるだろう。今更と思うかもしれないが、俺はお前を処刑などしたくない。頼むから大人しくしていてくれ」

「武器も無しに、何ができると？」

「できるだろう？　お前はエクサーなのだから」

　蒼あお生いは「そうだ」とも「違う」とも答えなかった。

　無言で龍りゆう一いちの目を見返しただけだった。

「キャビンに連れて行く」

　龍りゆう一いちが立ち上がる。

　蒼あお生いもワンテンポ遅れて立ち上がり、龍りゆう一いちの前を通ってその部屋を後にした。
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　自分のキャビンに戻って眠りについた龍りゆう一いちが目を覚ましたのは、もうすぐ日付が変わろうとする時刻だった。

　自然に目を覚ましたのではない。自分で掛けたアラームで起きたのだ。

　タイタニック・ドウル用パイロットスーツ、マスターウェアに着替えて、龍りゆう一いちは自分のキャビンから直接、格納庫へ向かう。

「龍りゆう一いち、修理は終わっているぞ。整備もばっちりだ」

「ありがとう」

　声を掛けてきたメカニックに右手を挙げて感謝を示しながら、龍りゆう一いちはマクリールの操縦席に乗り込んだ。

　メカニックが言ったとおり、脱落していた右肩のシールドは元通りになっている。機体の状態を示すモニターは、全て正常を表示していた。

　マスターウェアに附属するニューラル・インパルス・トレーサー・リングで機体と接続する。次の瞬間、龍りゆう一いちは巨人となった己を自覚した。素肌に密着するマスターウェアの内部に張り巡らされたセンサーで神経信号を読み取り、機体に制御信号として伝達する操縦用システムユニット、ＮＩＴＵニツツによってマクリールのコントロールを掌握。そのフィードバックとして与えられる機体からの視覚、聴覚、四肢に掛かる負荷の情報が、ドウルとの一体感をもたらすのだ。

『デコイ投下。続けてマクリール発進』

「マクリール、了解」

　格納庫脇に設けられた発着管制所から届いた通信に応えて、龍りゆう一いちは発進に備えた。彼の方で特に操作することはない。マクリールは駐機台ベツドに固定されたまま、艦底の発着ハッチに移動していく。

　自航式のデコイは既に投下され、艦の下で待機している。

　駐機台ベツドがハッチの直上で停止し、格納庫に続くゲートが閉じる。

　天井の低い空間に海水が注入され、龍りゆう一いちの視界が自動的に水中モードへ切り替わった。

『ハッチ開放。マクリール、発進どうぞ』

「マクリール、発進する」

　駐機台ベツドの固定具が外れ、マクリールが沈み出た。

　水深を一定に保って海中に浮かんでいるデコイのハンドルをマクリールが摑つかむ。

　全長二十メートルの魚雷型をしたデコイを液体流動制御のフィールドに取り込み、マクリールは静かに加速を始めた。




　　　◇　◇　◇




　ジブラルタルには太陽系連盟──正式名称・太陽系開発機構──直属軍の基地が置かれている。

　ここは地ち中ちゆう海かいの出口、歴史的な軍事上の要衝だ。航空手段を連盟がほぼ独占したことによって、海上・海中戦力は反ポリス勢力にとり重要性を増した。

　小型高速艦艇によるミサイル攻撃。

　潜水母艦を使ったドウルによる奇襲攻撃。

　シージャックした輸送船を使った自爆攻撃。

　それが致命的な結果につながったケースはないが、実行例がある以上、海からの攻撃を連盟が警戒するのは当然だった。

　特にイベリア半島南部では、このところ反ポリス武装勢力の活動が活発化している。ゲノムスの支援を受けた地域的な組織だ。地元に根ざしている分、いったん火がつけばイベリア半島南沿海部に大きく燃え広がる可能性が否定できない。

　エクサー、クロエ＝デュランを擁する空宙母艦ティシュタルの部隊がジブラルタル基地に駐留しているのは、ゲノムスと連携した武装蜂起を警戒してのことだった。

　とは言っても、彼らに期待されている役目は暴動がポリス軍の手に余り広域化の兆きざしを見せた場合に、これを鎮圧することだ。武装蜂起を事前に防止することではないし、ポリスに影響が及ばない限り武装勢力に干渉する予定も無い。

　領域国家が崩壊しポリス体制となったことで、治安当局の手が届く範囲は絶望的なまでに狭まっている。彼らの力が及ぶのはポリス内とその周辺だけだ。国土を隈くま無なく監視し、武装勢力を準備段階で制圧する能力は持っていない。太陽系連盟にも、それを補うだけの組織規模は無い。世界政府としての役目を果たすには、連盟は余りにも人員が不足している。

　そしてある意味で予想どおり、武装勢力の蜂起は起こった。

　場所はリスボン。

　蒼あお生いとロサが上陸した日の、真夜中のことだった。




「艦長、出動ですか？」

　空宙母艦ティシュタルのエクサー、クロエ＝デュランは、ブリッジに入室するなり艦長のノーラン＝ニールセンに訊たずねた。

　基地に長期滞在中のクルーは、常に艦内にいるとは限らない。ドウルもいったん艦から降ろして、基地の格納庫でメンテナンスするのが普通だ。今日、クロエも艦長も艦内にいて、クロエの専用機『アテーナー』をはじめとする艦載機を出撃可能な状態で格納庫に収納していたのは単なる偶然だった。

　ティシュタルの発進態勢が整っていたのは、衛星軌道から落下したインドラの捜索から戻ってきたばかりだからだ。補給の為ためジブラルタル基地に戻り、もう一度捜索に出港する予定だった。──神の視点からすれば全くの偶然とは言い切れないのだが、少なくともティシュタルのクルーは、クロエを含めてインドラの遭難と武装蜂起の間接的な関連性を知らない。

「まだ出動命令は出ていない。ゲリラは歩兵装備が主体で、ドウルや戦車といった機動兵器の存在は確認されていないからな。ポリス軍だけで鎮圧できるだろう」

　ニールセン艦長の回答に、クロエは首を傾かしげた。

「しかし、暴動が発生したのはリスボンですよね？　どこのポリスが対応するのです？」

「セビリアポリスが鎮圧部隊を出す」

「……リスボンの住民感情を逆さか撫なでしませんか？」

　イベリア半島西端部に新規ポリスを建設する計画が持ち上がった時、候補となったのはリスボンとセビリアだった。都市圏人口ではリスボン、内戦の被害が少なかった点ではセビリアに優位があり、途中までは両方に建設するという意見が多かった。

　だが新ポリス建設の資金──国家崩壊に伴い国際金融が崩壊していたから「資源」と言った方が適切かもしれない──を提供するポリスの連合体から待ったが掛かった。

　ポリスを新規で建設する余力を持っていたのは、世界中の国家を崩壊させた地球規模の内戦・内乱が勃発する前から閉鎖環境都市を建設し戦乱を免まぬかれた都市群だ。太陽系連盟は今よりもずっと立場が弱く、そうした先行ポリス群の協議の場でしかなかった。

　そのポリス群が協議した結果、セビリアにポリスが建設されることになった。

　それ以降、リスボンは寂れていく一方だ。こうした経緯から、リスボンに残った住民のセビリアポリスに対する感情は著しく悪いと言われている。クロエの懸け念ねんはもっともだ。

「そこまでは考慮していられない」

　だが、ニールセン艦長の返答は無情なものだった。

「艦長、それは……」

「デュラン少尉。ポリス軍を鎮圧に派遣するのは、リスボンで蜂起した勢力がゲノムスとつながっているからだ。そうでなければ放置している」

　ニールセンのセリフは冷酷にすら聞こえるものだが、連盟の軍人としては間違っていない。それはクロエにも理解できた。

「それに総司令部から、ゲノムスのものと見られる大型潜水艦がイベリア半島に接近しているという警告も受けている」

「……インドラを捕獲したという、潜水艦ですか？」

　ガルトマンによる捜索結果は、ティシュタルにも送信されていた。

「おそらくな。ゲリラにゲノムスのドウル部隊が加わっていたならば、少尉の出撃もあり得ただろう。だが現在のところ、リスボンで蜂起した勢力にドウルの存在は観測されていない。この段階で我々が警戒すべきはゲノムスの大型潜水艦の動向と、リスボンと連動した武装勢力によるジブラルタル基地への攻撃だ」

「当基地が攻撃される可能性があるのですか？」

「リスボンで蜂起しても余り意味は無い。ゲノムスがあそこに拠点を作っても維持できないからな。意味があるとすれば、この基地の戦力をリスボンへ向かわせて、その隙に攻撃する陽動だ。ジブラルタル基地の監視機能が一週間でも麻ま痺ひすれば、ゲノムスは地ち中ちゆう海かいに相当の兵力を送り込める」

　ニールセンの説明には説得力がある。クロエはそう感じた。

「よって、本艦は待機だ」

「了解です。格納庫の隣室で待機します」

　クロエはニールセンに敬礼して、ブリッジを後にした。
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　リスボンの武装勢力は蜂起とほぼ同時に街の実権を掌握した。

　そもそもこの街には軍隊と呼べる程の軍事力は無く、自警団の約半数が蜂起に加わっていたのだから当然の結果と言えよう。

　それだけならセビリアポリス軍や太陽系連盟が介入する理由にはならない。誰がオートンを支配しようと、ポリスにとってはどうでも良いいことだからだ。

　だがリスボンを占領した「ポルトガル臨時政府」は深夜にも拘かかわらずいきなり、ゲノムスとの同盟を宣言した。

　ゲノムスの名を公然と使用し、これを支持することは、ポリスが支配する世界体制に対する挑戦に他ならない。この宣言に対し、セビリアポリスはすぐさまドウル部隊を出撃させた。

　セビリア軍のドウルは砲撃戦用重装甲機のタロスⅣ。二世代前の旧式機であり白兵戦能力は連盟直属軍の制式機ギュゲスや東京ポリスが開発した金こん剛ごう、金こん剛ごうの実質同型機であるアトラスに大きく劣る。

　だが対ドウル用のガンジャベリンだけでなく、榴りゆう弾だん砲ほうや対歩兵用機銃も装備できるという特徴があり、ドウル以外の相手に対して高いパフォーマンスを発揮する機体だ。歩兵主体で高威力兵器はせいぜい自走式ミサイルランチャー止まりのゲリラ部隊相手には、ギュゲスや金こん剛ごうより向いていると言える。タイタニック・ドウル部隊を持たない「ポルトガル臨時政府」を制圧するには、十分な戦力だ。

　セビリアポリスのタロスⅣ部隊がリスボンに到着したのは現地時間午前七時。日の出の直前だ。

　セビリア軍の降伏勧告を「ポルトガル臨時政府」は当然無視した。

　これを受けて、セビリア軍は夜明けと共に攻撃を開始し──半時間と経たたぬ内に潰走した。




『総員に告げる』

　ニールセン艦長による全艦放送を、クロエは格納庫の隣に設けられたドウルマスターの控え室で聞いた。

『リスボンにゲノムスのマクリールが出現。セビリアポリスのタロスⅣ部隊十二機の内八機を撃破し、セビリア軍を潰走させた』

「へぇ、大したものだ」

「旧式のタロスⅣとはいえ、一対十二で八機を撃破したのか」

　クロエの同僚が囁ささやきを交わす。

　彼らの意見に、クロエも同感だった。

　マクリールは単に八機を撃破しただけではなく、残り四機も敗走させている。つまり戦闘力を残した状態で戦いを終結させたということだ。損傷は軽微、もしかしたら無傷かもしれない。

　旧式とはいえ十二機を相手に、しかも自分の土俵である海中ではなく陸上で完勝を収めた。

　マクリールの戦闘力はエクサー専用機に匹敵すると見るべきだろう。ヴァルナを下したのは、まぐれではなかったのだ。

『その後、マクリールは海中に逃走。同時に全長三百メートルを超えると推定される潜水艦の反応が探知された』

　控え室からざわめきが消えた。クロエを含めた全員が、艦長の声に意識を集中する。

『当該潜水艦の反応は約二分間で消失したが、イベリア半島沿いに北上していたことが確認されている。本艦に与えられた任務は、マクリール及び大型潜水艦の追跡である。総員、直ちに発進準備に掛かれ』

　艦内放送が終わった。控え室のドウルマスターが全員立ち上がる。空宙母艦の運航自体に彼らが関わることはないが、ドウルマスターには別の準備がある。

　クロエも自分の愛機、アテーナーの操縦席へと向かった。
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　マクリールはイベリア半島沖の海中を、この機体にしてはゆっくりと北上していた。

（そろそろ指定の座標か）

　龍りゆう一いちはマクリールが摑つかまっている魚雷型の自航式デコイに機体の目を向けた。

　今回、彼に命じられているミッションは単純なものだ。四十ノットから五十ノットの速度で五十海里北上し、そこでデコイを自動航行に切り替える。デコイはインプットされたコマンドに従い、大型潜水艦の航行によって生じる水流音と地磁気の攪かく乱らんパターンを、数時間の間隔を置いて放射しながら北上する。

　狙いは空宙母艦ティシュタルに対する陽動。モビィ・ディックがジブラルタル海峡を通過するに当たって最大の障害になっているのが、ジブラルタル基地に駐留しているティシュタルの存在だ。

　ティシュタルのアテーナーは陸戦において最大のパフォーマンスを発揮する機体であり、海中機動性はドウルとして「並」でしかない。だがその固有兵装『重力リフト』は海面に近づいたドウルを空中に引き上げる性能を有している。使い方によっては陸上からモビィ・ディックを航行不能に追い込むこともできるのではないかと予想されている。ヴァルナとは別の意味で厄介な相手だった。

　アテーナーへの対処方法を決めたのはオブライエンだ。

　対決ではなく、回避。

　アテーナーとの戦闘を避けて地ち中ちゆう海かいに侵入する。

　その為ため、モビィ・ディックのジブラルタル海峡通過のタイミングに合わせて、ティシュタルをイベリア半島北西沖に誘導する。

　──それが龍りゆう一いちに命じられた陽動作戦の意図だった。

　北上を始めたデコイは、すぐに五十ノットまで加速し半島に沿ってドーバー海峡を目指す針路を取る。

　どうせすぐに見破られるだろうが、ティシュタルが基地を離れた直後に、モビィ・ディックは海峡に突入することになっている。ティシュタルがジブラルタルに戻ってくる前にマクリールが海峡を通過できるかどうかは微妙なタイミングだが、たとえアテーナーが待ち構えていても捕捉されない自信が龍りゆう一いちにはあった。

　まあ、先に通り抜けられればそれに越したことはない。

　龍りゆう一いちは深く、速く、マクリールを南に進ませた。
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　マクリールの出現と、大型潜水艦のものと見られる反応がキャッチされたことは、ケープ・カナベラル基地に寄航しているガルトマンにも伝えられた。

　朱あか理りはアイアンメイデンが格納されているガルトマンの格納庫に戻ってきている。

　ミスティムーンは基地の格納庫に移されていたが、玲れい音ねは朱あか理りに付き添う格好で彼女の隣にいる。

「……朱あか理り。私、艦長に出港予定を訊きいてきましょうか？」

　焦燥にじっと耐えている朱あか理りに、玲れい音ねが恐る恐る声を掛けた。

「……ううん、いい」

　朱あか理りは見るからに無理をしている笑顔で、首を横に振った。

「パテル先生が掛け合っても発進許可が下りないんだもの。徒労になるって分かっているのに、そんな手間は掛けさせられないわ」

「手間という程ではありませんが……」

　答える玲れい音ねの口調は歯切れが悪いものだった。手間でなくても徒労に終わると、彼女にも分かっているのだ。

　インドラの消息に手掛かりが得られたと聞いて、総司令部に対し行動を起こしたのはパテルだけではない。ユースフ＝アモン艦長は総司令ウラジミール＝シャーマン大将に対して直接、発進許可を申請した。

　だが総司令部から、望みの回答は得られなかった。

　捜索はティシュタルに任せれば良いい。それが総司令部の判断だった。

　この消極姿勢に、朱あか理りは当然ながら不満を懐いだいた。

　玲れい音ねは不満だけでなく、疑念を覚えていた。

　すぐ近くのジブラルタル基地にティシュタルがいるのだから、捜索はあの艦に任せれば良いい。この理屈は、一見合理的に思える。

　ティシュタルがジブラルタル基地にいるのは、相応の理由があってのことだ。

　リスボンで武装勢力が蜂起して、その支援にマクリールが現れた。

　ティシュタルはイベリア半島でゲノムスが使し嗾そうするゲリラの軍事行動に備えてジブラルタル基地に駐留していた。ゲリラ軍討伐に派遣されたセビリアポリス軍を返り討ちにしたマクリールを追跡することは単純に考えれば、当初の目的に適かなっている。

　しかし、その結果としてジブラルタルの守りが薄くなる。

　マクリールを追うより新たな襲撃に備える方が、任務の性質を考えれば重要度が高いと玲れい音ねには思われた。

「総司令部は何を考えているのでしょうか……」

　玲れい音ねの口から、思わず愚痴が漏れる。その疑問はゲノムスのフェリシア＝リンが、今は亡なきマユリ＝カーティスが、世界の舞台裏を知らない多くの者が色々な場面で懐いだいてきた想おもいと同じ種類のものだった。
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　大型潜水艦の反応があった海域上空にティシュタルが到達したのは、ジブラルタル基地から離陸して三十分後のことだった。平均時速二千キロ、瞬間最高速度マッハ四でイベリア半島西部を横切るという荒っぽい真似まねをして現場に急行したのだが、それでも、ティシュタルが到着した時にはゲノムスのものと見られる大型潜水艦の反応をロストしていた。

『艦長、私が潜ってみましょうか？』

　アテーナーの操縦席からニールセン艦長にこのような提案が出されたのは、既に多数の哨しよう戒かい機きが飛んでいて海上からの捜索が飽和状態にあるからだ。

「……そうだな、許可する。ただしマクリールと遭遇した場合は交戦せず即、浮上せよ」

『了解です、艦長。その場合はマクリールを摑つかんで浮上します』

　クロエの答えに、ニールセンは艦長席で苦笑いを浮かべた。

　クロエのＳＩＭＡシーマ特性はＳＯＦＥＡソフイアでも希少な重力制御。その出力は距離の二乗に反比例するが、アテーナーに乗ったクロエは接触状態ならば、一Ｇ下の空宙母艦を持ち上げることができる。ＳＩＭＡシーマ指数こそ玲れい音ねに劣るが、単純なパワーならばＳＯＦＥＡソフイア随一の威力を誇っていると評価されていた。

　アテーナーの水中機動性は、タイタニック・ドウルとして並の水準だ。陸戦を得意とする機体であり、水中戦ではヴァルナに遠く及ばない。イコール、水中ではマクリールに敵かなわないということになる。

　しかしクロエのＳＩＭＡシーマ特性を活いかしたアテーナーの『重力リフト』ならば、海中から自機ごと大型ドウルを空中へ引っ張り出すことができる。マクリールであってもそれは同じであるはずだった。

「アテーナー、発進せよ」

『クロエ＝デュラン、発進します』

　クロエを乗せたアテーナーは、高出力アクティブソナーを片手に海へ飛び込んだ。




　勇ましく海中にダイブしたクロエだったが、一時間経たっても成果は挙がらなかった。

『艦長。捜索対象の潜水艦は、既にこの海域を離れていると思われますが』

　クロエ本人が諦めムードだ。

「そうだな」

　ティシュタル艦内の士気も下がってきている。

　ブリッジに二つの報しらせが飛び込んできたのは、ちょうどその時だった。

「艦長、ロンドン司令部から入電です」

　ロンドン司令部は太陽系開発機構軍西ヨーロッパ方面司令部の通称だ。ロンドンに方面司令部が置かれているのでそのように呼ばれている。

　ジブラルタル基地は西ヨーロッパ方面司令部の管轄下にある。ジブラルタル基地に駐留しているティシュタルにロンドン司令部がコンタクトするのは、おかしなことではなかった。

「読み上げろ」

　ニールセン艦長は事務的な口調で部下に命じた。

「ハッ。当艦より北ほつ方ぽう約八十海里の海域で、大型潜水艦のものと思われる磁気反応を偵察衛星がキャッチした、とのことです」

「当艦より八十海里北だと？」

　ティシュタルとアテーナーも一箇所に留とどまって捜索を行っていたのではない。出動の契機になった観測データに基づき、五十ノットのスピードで北上しながら探索を行っていた。その更に八十海里北ほつ方ぽうで、大型潜水艦の影を発見したというのだ。

「速すぎる」

　意外感を露あらわにしてニールセンが呟つぶやく。

　ロンドン経由で送られてきた探知結果が当初キャッチした磁気源と同じ海中航行物を指しているなら、その物体は百ノット前後のスピードで移動していることになる。技術的に不可能な数字ではないが、全長四百メートルに迫る大型艦がそれだけのスピードで海中を移動して、隠おん密みつ性せいを確保できるはずがない。

　ニールセンが漏らした言葉には、そのような意味が込められていた。

『艦長、私たちも移動しますか？』

　重力制御により海面上に立ったアテーナーから、指示を求める通信が入る。

　クロエだけでなく、ブリッジクルー全員の目が問いを湛たたえてニールセンに集中していた。

「艦長、ジブラルタル基地より入電です」

　しかしニールセン艦長がクロエたちの問いに答えるより早く、通信士が新たな報しらせの到着を告げる。

「今度は何だ」

「ハッ。カディスとヘレス・デ・ラ・フロンテーラの中間地域で武装勢力が蜂起。ジブラルタル基地に向かっているとのことです」

　ニールセンが眉を顰ひそめた。

　リスボンに続く武装蜂起。セビリア軍がゲノムスのマクリールに一蹴されたのを見て調子づいたとも考えられるが、ニールセンは両者が最初から共謀していたと判断した。

　しかし、何の為ために？

「援軍要請か？」

「いえ。ジブラルタル基地から掃討部隊が出撃したことを伝えるものです」

　ティシュタルがこうして基地を離れ、更に駐屯兵力が出撃した。

　つまり、基地は今、かなり手薄な状態になっている。

「プライズ・ノートン基地にはイミターケルブが駐留していたな？」

「ハッ。一週間前より駐留しております」

　ニールセンの質問に作戦情報アナリストが即、答えを返す。

　空宙母艦三番艦『イミターケルブ』。マーク＝マクローリン少佐の『ゲオルギウス』を擁するこの艦は、ロンドンポリスの西方に位置するプライズ・ノートン基地で整備と補給を受けていた。

「プライズ・ノートン基地に一級暗号電文。ゲノムスの潜水艦、あるいはそのデコイと見られる海中航行物がイベリア半島からブリテン諸島へ進行中。以降の対処をイミターケルブに委ねる」

「ハッ、あの、総司令部に報告しなくてもよろしいのですか？」

「復唱、どうした」

「ハ、ハッ！　ゲノムスの潜水艦、あるいはそのデコイと見られる海中航行物がイベリア半島からブリテン諸島へ進行中。以降の対処をイミターケルブに委ねる。以上の一級暗号電文をプライズ・ノートン基地に送信致します！」

「よろしい。出撃中の全ドウル、帰還せよ。収容完了次第、当艦はジブラルタル基地へ戻る」

『了解！』

　慌ただしくブリッジクルーと格納庫クルーが動き出す。

　そんな中、ニールセンは嫌な推測に意識を囚とらわれていた。

　自分たちが追っていたのはデコイであり、本物はジブラルタル海峡を通過しようとしているのではないかと。

　自分たちはゲノムスの陽動に、まんまと引っ掛かったのではないか、と……。
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　ティシュタルのニールセン艦長が真相に気付いた頃にはとうに、モビィ・ディックはジブラルタル海峡を通過していた。

　そして今。ティシュタルがまさにジブラルタルへ艦首を向けたのと同時刻。

　マクリールもまた、誰にも気付かれず海峡を通過していた。
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「龍りゆう一いち、お疲れ様」

　陽動任務を終えてモビィ・ディックに戻った龍りゆう一いちを、ロサが出迎える。

「蒼あお生いは？　大人しくしているのか？」

　龍りゆう一いちが真っ先に訊たずねたのは、キャビンに監禁されている蒼あお生いのことだった。

「最初に訊きくことがそれ？」

「作戦が上手うまくいったことは分かっている。最大の不安要素は蒼あお生いの奴やつだ」

　ロサの声と表情はどちらも呆あきれ気ぎ味みだったが、龍りゆう一いちは大真面目に答えを返した。

　この言い分は、ロサにも理解しやすいものだったようだ。呆あきれ顔がおが納得顔に変わった。

「今のところ、大人しくしているわ。ゲノムスの広報用資料をずっと見ているみたい」

「あのプロパガンダ映像か……」

　龍りゆう一いちが気遣わしげな声を漏らす。ゲノムスが定期的に放送しているビデオは広報用という性質上、ポリスのマイナス面を大おお袈げ裟さに描きゲノムスを過度に美化しているところがある。

「洗脳されてしまわないか、心配？　大丈夫よ。見せているのは編集前の資料だから」

　龍りゆう一いちが顔を顰しかめたのは、ロサにからかわれたと感じたからだ。

「それより龍りゆう一いち。早速で悪いんだけど、作戦会議よ」

　ロサは抗議の声を上げようとした龍りゆう一いちの機先を制するようにそう言って、彼に背中を向けた。




　ロサは「会議」と言ったが、彼女に連れて行かれた部屋にはオブライエンしかいなかった。

　それを龍りゆう一いちは、意外には感じなかった。やることは既に決まっているのだ。後は細かい段取りを決めるだけである。

「龍りゆう一いち、ご苦労だったね」

「いえ、マクリールの性能を以もつてすれば、然さ程ほど困難な任務ではありませんでした」

「そうか」

　オブライエンは、龍りゆう一いちの謙遜に称賛を重ねて時間を無駄にすることはしなかった。

「では早速だが、次の仕事だ。今後の予定に変更は無い。我々はスエズを経由してフジャイラ基地を目指す」

　オブライエンの視線に、龍りゆう一いちが頷うなずきを返す。そんな二人を、ロサは少し離れた所から見ていた。この「会議」は龍りゆう一いちとオブライエンが話し合う場で、自分はオブザーバーでしかないと弁わきまえているからだ。

　なおフジャイラ基地は龍りゆう一いちがゲノムスに本格参戦して最初に訪れた基地だ。オマーン湾海中に出入り口が設けられたこの基地は、ゲノムスの地球上における最も大規模な拠点である。

「ここで最大の障害になるのはマルタ基地だ」

「キプロス基地ではないのですか？」

　今度はオブライエンの言葉に頷うなずくのではなく、龍りゆう一いちは疑問を挿はさんだ。

　マルタ島は現在、古代遺跡がある一部の地区を除いて、ほぼ全島が連盟直属軍の基地になっている。空宙母艦こそ常駐していないものの六十～八十機のドウルとドウル強襲艦、大気圏用ドウルキャリアーを多数揃そろえた、ヨーロッパ南部とアフリカ北岸に睨にらみを利きかせる一大軍事拠点だ。

　だがスエズ人工海峡──スエズ運河が拡張された結果、深く掘削されたスエズ湾と合わせてこう呼ばれている──を通過する際に問題となるのはキプロス基地のはずだった。キプロス基地はスエズ人工海峡を地ち中ちゆう海かい側から監視する目的を担になっている基地だ。紅こう海かい側には小規模な基地しかないから、キプロス基地がスエズ人工海峡を通過しようとする反連盟勢力にとって最も邪魔になる存在だというのが軍事上の常識だった。

「マルタ基地に大きな打撃を与えればキプロス基地の機能は麻ま痺ひする。マルタ基地は地ち中ちゆう海かいにおける連盟軍の司令塔なのだ」

　龍りゆう一いちが提示した当然の疑問に、オブライエンの口から意外な回答が返ってきた。

「……マルタ基地にそのような役割があるとは存じませんでした」

「一応、連盟軍の最高機密というやつだ」

「何故なぜドクターがそのようなものをご存じなのですか？」

「それはゲノムスの最高機密だ」

　オブライエンは涼しい顔で二つの質問に答えた。

　龍りゆう一いちはこれ以上追及することの無駄を悟った。

「では、俺の任務はマクリールで先行してマルタ基地に奇襲を掛けることですか？」

「基地のドウルを全て相手にする必要は無い」

　オブライエンは頷うなずきながらそう言って、卓上にマルタ島の地図を呼び出した。

「基地の電力供給源はこの四箇所に分散されている」

　オブライエンがそう言うのと同時に、四つの光点が地図上に出現する。

　三箇所は海岸部、残る一箇所は島のほぼ中央だ。

「四つの発電所はいずれも単独で基地の全電力を賄う能力を有している」

「つまり、四箇所全てを破壊しなければならないということですか」

「マルタ基地の戦力を無効化するならそうだ。だがスエズを通過するだけで良いいならば、話は違う」

　オブライエンが古風なロッドアンテナ式の指し棒を取り出して、島の東側の港湾に龍りゆう一いちの視線を誘導した。

「ここにドウル強襲艦隊が」

　指し棒が港湾から内陸に移動する。

「そしてここにドウルキャリアーと長距離通信システムが集まっている。発電所とドウル格納庫を分散し、指揮指令室を地下に設けるというリスク対策を行っていても、長距離通信システムや飛行場を分散するのは不経済すぎたのだろう」

「ではその二箇所を攻撃すれば良いいのですか？」

「いや、東側の発電所を含めて三箇所だ」

「飛行場が厄介ですね」

　港湾は言うまでもなく、発電所も海うみ際ぎわに建っている。海からの攻撃が可能である限り、マクリールの負うリスクは小さい。だが飛行場は海岸から数キロメートル内陸だ。任務達成には、かなりの困難が予想された。

「龍りゆう一いち君、君はもっと柔軟に物事を考えるべきだな」

　龍りゆう一いちが漏らした感想に対するオブライエンのセリフは、呆あきれ混まじりのものだった。

「内陸の飛行場をマクリールで直接攻撃しろ、などと言うつもりは最初から無い」

　龍りゆう一いちは意表を突かれた驚きを隠し切れなかった。確かに自分が、マクリールで直接攻撃することに囚とらわれていたと、龍りゆう一いちはオブライエンの示唆ですぐに思い当たった。

　龍りゆう一いちは己を恥じたが、オブライエンはそれに気付かなかったのか、あるいは気付かないふりをしたのか、淡々とした口調で作戦の説明を続ける。

「まず、マクリールで運んだ海中発射ミサイルランチャーで空港と長距離通信システムを破壊する」

　自分の感情をひとまず横に置いて、龍りゆう一いちは作戦に思考を集中した。

「ドウルに運べるサイズでそんなに強力なランチャーがあるんですか？」

　格納庫や通信施設を慣性制御フィールドで覆うことはできないから、タイタニック・ドウルと違って通常兵器で破壊可能だ。とはいえドウル単体に持ち運べる兵器で軍事基地を破壊できるのであれば、連盟の支配体制はとうに揺らいでいるのではないか。彼はそう疑問に思ったのである。──なお龍りゆう一いちは、太陽系連盟が世界を支配していると信じている。

「その質問は不正確だな。特別なのは、ランチャーではない」

「……ミサイルが特別だと？　まさか核ですか？」

「いや、さすがに核は使わない」

　核兵器は一世紀以上前に全て廃棄され、現代の社会には存在しないことになっている。だが今の技術を以もつてすれば、再現することは簡単だ。核爆弾はドウルに対しても至近距離ならば効果がある。

　ただ核兵器は純粋水爆であっても生態系に破滅的な悪影響があると信じられており、それを使った瞬間、世界中から、ポリスだけでなくオートンの住民からもそっぽを向かれてしまうことが確実視されていた。

「軍事拠点破壊用の多弾頭ミサイルだ。製造に手間が掛かる代物でね。この作戦に使用する分をかき集めるのがやっとだった」

「そんな貴重なものを？」

「我々がフジャイラ基地に到達することには、それだけの価値があるのだよ」

「フジャイラ基地に何があるんですか？」

「マナナン・マクリルが完成している」

　もったいぶった前置きの割に、オブライエンの回答はあっさりしたものだった。

「マナナン・マクリル……？」

「マクリールはマナナン・マクリルを製造する為ための試作機。マナナン・マクリルこそが完成機、君の為ための真の機体だ」

　オブライエンの口調は淡白なままだったが、龍りゆう一いちは咄とつ嗟さに言葉が出なくなるほどの衝撃を受けた。

「……マクリールよりも、強力な機体があるのですか？」

「そうだ。そしてマナナン・マクリルこそ、君がルドラを打ち破る為ためのドウルだ」

「ルドラを……」

「最強のタイタニック・ドウル、ルドラ。それを駆る最強のエクサー、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジ。彼を倒した時、ＳＯＦＥＡソフイアの最強神話は、本当の意味で崩れる」

「…………」

「ここで虎の子の特殊弾頭を使うのは、そういう理由によるものだ」

「……理解しました」

「よろしい。マクリールは空港と通信施設にミサイルを撃ち込んだ後、すぐに上陸し港湾施設を破壊。その後、モビィ・ディックと合流する」

「空港と通信施設の破壊を確認しなくてもよろしいのですか？」

「確認の必要は無い。忘れてはならないのは、マルタ基地攻略が目的なのではなく、スエズを通過しフジャイラ基地に無事たどり着くことが目的だということだ。従って今回の作戦は撤退時期の見極めが重要になる。マルタ基地の戦力だけが相手ならばマクリールの敵ではないはずだが、それでも優先順位を念頭に置いて作戦に当たって欲しい」

「分かりました」




　　　◇　◇　◇




　ガルトマンがケープ・カナベラル基地を離れたのは、ティシュタルが出動して何の成果も得られなかった次の日のことだった。丸一日の時間を無駄にして、ようやく発進許可が下りたのだ。

「のんびりしていると言うべきなのか……随分とフットワークが悪いのですね、総司令部は」

　玲れい音ねにその話を聞いて嘆息を漏らしたのは、クロエ＝デュラン少尉だった。空宙母艦のエースを務めているという、同じ立場にあるエクサーの中で、彼女は玲れい音ねが特に親しくしている人物だ。

「それだけホルスの行動が信じられなかったのでしょう」

「ラシード中尉がやったことは、誤解しようもない叛はん逆ぎやく行こう為いです。レニーに疑いを掛ける余地など無いではありませんか」

　憤慨するクロエに、玲れい音ねは曖昧な微笑ほほえみを返すだけだった。玲れい音ねも総司令部の態度には疑問を懐いだいているし、不快感も覚えたが、ここで彼女がクロエと一緒になって愚痴をこぼすと歯止めが利きかなくなりそうな気がしたのである。

「……ところで、噂うわさの朱あか理りさんはどちらに？　私もお会いしたかったのですが」

　クロエもクールダウンの必要性を感じたようで、それ以上総司令部に対する不平は並べず話題を変えた。

「朱あか理りは今、パテル先生と機体の調整を行っています。ケープ・カナベラル基地で地上用のセッティングは済ませていたはずなのですが」

「ああ……。どうせまた、パテル少佐の凝り性が発症したのでしょう」

　クロエの決めつけに玲れい音ねは苦笑いを浮かべた。今度は言いたいことを言わない為ための笑みではなく、それ以上付け加える言葉が無いという同意の笑みだった。

　同じように苦笑した後、クロエは真顔で玲れい音ねを見詰めた。

「でも、レニーが来てくれて助かりました。私とアテーナーは、ゲリラ勢力の動向からしばらく目を離せなくなってしまったのです」

「そんなに状況が悪いのですか？」

　玲れい音ねの不安げな問い掛けに、クロエは顔を顰しかめた。

「ここだけの話ですが、旧ポルトガル地域にポリスを置かなかったことが今になって祟たたっている感じです。武装勢力は住民の幅広い支持を得ているようですし、彼らを制圧する為ための拠点がありません」

「そんな状況になっていたのですか……」

「ゲリラ勢力はタイタニック・ドウルこそ持っていませんが、弾薬はかなり豊富だと推測されます。稼か働どう中ちゆうのドウルを携行火器で破壊することはできませんが、搭乗しているドウルマスターは休憩を取らなければなりませんからね。ドウルマスターが乗っていなければ、ドウルはただの巨大な人形です」

　非ひ稼か働どう中ちゆうのドウルを安全に格納できる拠点が無ければ、長期間の作戦行動はできない。クロエに言われるまでもなく、玲れい音ねもそれを理解していた。

「マドリードポリスが中心になって、ゲリラ鎮圧の為ための拠点を建設中です。ティシュタルもそれに協力するよう命じられています」

「それは……空宙母艦の任務ではないような気がしますけど」

　臨時基地の建設に空宙母艦を張り付けておくのは、機動力の無駄遣いのような気がする。玲れい音ねはそう思った。

「実を言えば私も、です」

　クロエがため息交じりの口調で同意する。彼女も色々と不満がたまっているようだ。

「ですが命令では仕方がありません」

「そうですね……」

　今度は玲れい音ねがため息を吐ついているような声を出した。

「だからレニーとガルトマンが来てくれて本当に良かったと思っているのですよ。ニールセン艦長はマクリールとゲノムスの潜水艦が、既にジブラルタル海峡を抜けて地ち中ちゆう海かいに侵入したと考えています。いざという時には自由に動けない私たちに代わってマクリールを退治してくださいね」

「はい……任せてください」

　玲れい音ねの声は控えめなものだったが、口調は断固としていた。




　　　◇　◇　◇




「隊長、大気圏再突入準備、整いました」

　フェリシア＝リンの報告を受けて、ナグル艦長のホセ・アントニオ＝ロペス＝ミュラーは「降下開始」と短く命じた。

　パテル拉致、およびインドラ捕獲作戦をナグルが完遂できなかったことについて、ロペスは気にしていない。彼は最初からこの作戦に、余り意義を感じていなかった。

　ここ最近、本部が何を考えているのか、ロペスは理解できなくなっていた。確かにサラスヴァティ＝パテルはトップクラスの重要人物だし、インドラは強力で興味深い機体だ。

　だがパテルを拉致したところで連盟に対する嫌がらせ以上の意味があるとは思えない。連盟のドウル開発者はパテル一人ではないのだし、彼女がゲノムスに協力するとも思われない。薬物を使えば連盟の機密情報を訊きき出だすことくらいできるかもしれないが、ゲノムスでは拷問や洗脳が禁止されているはずだ。ロペスは、少なくとも自分の目が届くところで、そのような真似まねを許すつもりはない。

　インドラにしても、わざわざ空宙母艦を持ち出す程の意味は無い。確かに機体のスペックは高い。それは外側から観測しただけでも分かる。だがあの規格外のサイズが逆に災いして、機動的な運用は難しいはずだ。有効な使い道としてはせいぜい、拠点防衛用か。あの機体は邪魔になった時に排除すれば良いいのであって、捕獲どころか破壊に乗り出す必要さえ認められない。──結果的にモビィ・ディックがインドラを捕獲したが、この先どうするかについては案の定、ノープランであるようだ。

　このところ、本部は何かおかしい……。

「降下、開始します」

　操そう舵だ手しゆの声に、ロペスは思考の内側から外側へ自分を引き戻した。

　地球降下後に待っている任務は、パテルとインドラを標的とした「アブハラム強襲作戦」よりずっと困難なものだ。ロペスは、本部に対する疑念をいったん棚上げにして、艦長としての、そして隊長としての仕事に意識を集中した。
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　モビィ・ディックを発進したマクリールは、艦に先行する形でマルタ島に迫っていた。

　島に近づくに従って、海中にセンサーの設置が増えている。反応をキャッチされれば、島の基地から対潜ミサイルが飛んでくるという寸法だろう。短魚雷を投下するタイプではなく、海中に突入してキャビテーションを発生させながらそのままロケット推進するスーパーキャビテーション水中ミサイルだ。

　これらの対潜ミサイルの中にはマクリールの水中最大速度を上回る物もあり、龍りゆう一いちもその脅威を無視できない。龍りゆう一いちは視覚化されたセンサーのアクティブ波やパッシブ有効範囲を慎重に避よけながら、それでも二百ノットを超えるスピードで海中を進む。

　マクリールはマルタ島南東部先端、マルサシュロック湾やエリスロックを隠すように突き出た埠ふ頭とうの手前で止まった。

　マルタ基地軍港。元は地ち中ちゆう海かい屈指の船舶輸送ハブ港湾、マルタ自由港。更にその前身はイギリス空軍カラフラーナ基地。これが今回のターゲットの一つだ。

（だが港は後回しだ）

　龍りゆう一いちはミサイルランチャーを抱えたまま海面へ急速に上昇した。海中発射能力があるとはいえ、潮流や波の影響を受けない水面上から狙った方が的を外すリスクは小さくなる。ミサイルを発射すれば、海底にいてもどうせ見つかるのだ。だったら発射口を海面上に出して撃つべきだ。

　龍りゆう一いちはこう考えたのだった。

　既に真夜中と言って良いい時刻だが、目で見て照準を定めるわけではないのでミサイルを撃つ分には関係無い。むしろ奇襲には適している。

　海面に顔を出したマクリールは、ランチャーを横抱きに構えた。

　ミサイルが放たれる。

　その姿は、連盟の偵察衛星に捕捉されていた。
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　クロエと別れガルトマンに戻った玲れい音ねは、自分のキャビンで横になっていた。身体からだを休められる時に休めておこうと思ったのだ。

　空宙母艦は全長二百メートル、最大翼幅二百メートルという大型の機体で士官には個室が割り当てられているが、さすがに部屋のサイズは小さい。小柄な玲れい音ねでも狭いと感じる程で、大柄な男性であれば、不用意に動くと壁や天井に手足をぶつけてしまう。

　だが玲れい音ねはその狭さに、不満を覚えていなかった。

　彼女は狭い場所が苦にならない質たちだ。

　それに、この部屋でもドウルのコクピットよりは広い。ＮＩＴＵニツツ（ニューラル・インパルス・トレーサー・ユニット）は肉体感覚でドウルと一体化するから狭い操縦席に押し込められているという圧迫感は覚えないが、玲れい音ねが使う操縦インターフェイスはＭＩＴＵミツツ（マインド・インパルス・トレーサー・ユニット）。操縦中はドウルの感覚に同調しながら、コクピットにいる自分の感覚も残している。狭い所が苦手だったら、ＭＩＴＵミツツは使えない。

　彼女は逆に、広々とした空間が余り得意ではなかった。度を超えた広がりは、一人で漂った宇宙を思い出させる。

　自分が一人きりになったあの日の感覚が蘇よみがえってくる。




　──世界との絆きずなは、暮らしていた人工の大地が崩れ去って自分一人が生き延びたあの時、断ち切られてしまった。




　人工天体『ファーマン』が爆破テロにより崩壊した際に脱出できた住民はおよそ二百人。

　だが、脱出機能を持つシェルターに避難していなかったのは、玲れい音ね一人だ。

　生身の人間が生存することを許さないはずの宇宙を、顔も手もむき出しの格好で百時間以上にわたり漂流し、生還した。

　ただ一人。




　──あんなことができたのは、あの時が初めてだった。

　──あんな事件が起こらなかったら、私はこの力に気がつかなかった。

　──この力が目覚めた時から、私は外れてしまった。

　──私は、一人になった……。




　不意に、鋭いコール音が聞こえた。

　玲れい音ねの思考が、過去から現在に戻る。

　彼女は頭をぶつけないよう器用に起き上がり──ベッドの上が収納になっているのだ──ドアに付いた姿見の前で身だしなみをチェックした。

　操縦席のインターフェイスがＮＩＴＵニツツならば素肌の上にマスタースーツを着なければならないが、玲れい音ねが使うインターフェイスはＭＩＴＵミツツだ。クルー用の軍服から着替える必要は無い。

　玲れい音ねは服と髪を軽く整えて格納庫へ向かった。




「玲れい音ね！」

　ミスティムーンの操縦席に腰を下ろした玲れい音ねは、自分の名前を呼ぶ声にコクピットユニットのリフトアップ操作を中断した。

「朱あか理り、調整は終わったんですか？」

「マクリールが現れたんでしょ!?　当然、終わらせたわよ」

　よくパテル少佐が納得しましたね、と玲れい音ねは思ったが、これはパテルに対して少々失礼だろう。彼女も敵を前にして、当面必要の無い改良で戦力を遊ばせたりはしない。

「アイアンメイデンは出撃準備が整うまで、もう少し掛かるの。先に行ってて。後で必ず行くから」

「分かりました。朱あか理り、頼りにしていますよ」

　そう答えて玲れい音ねはコクピットユニットのリフトアップを再開した。

　頷うなずいた朱あか理りが背を向けて自分の機体へ走って行く。

　その姿は、ブロックがミスティムーンの胸に吸い込まれたことでいったん途切れた。

　コクピットユニットが固定され、ＭＩＴＵミツツが機体に接続される。

　玲れい音ねの目の前にミスティムーンの視界が再現された。

（そんなに急がなくても良いいですよ）

　さっきよりもずっと小さく見える朱あか理りの姿を横目で見ながら玲れい音ねは思う。

（ゲノムスのドウルは、それが何であれ私が壊してしまいますから）

　玲れい音ねは朱あか理りが来る前に、マクリールを片付けてしまうつもりだった。

『ウォード少尉』

「はい、艦長」

　通信機から──主観的には自分の耳から──聞こえてきたアモン艦長の声に、玲れい音ねは自分にとって当たり前の、改めて考えるまでもない思考を打ち切った。

『マクリールはマルタ基地軍港の南約十八キロの海面に浮上し、同島航空施設に多弾頭ミサイルを発射した。その後再び潜行したが、次の狙いは港湾施設だと予想される』

「はい」

　マクリールの浮上はミサイル発射前から偵察衛星にキャッチされていた。ミサイル発射後に位置を特定されるのではなく、ミサイル発射前に所在を摑つかまれていたのである。

　玲れい音ねがミスティムーンに乗り込む直前にミサイルが発射されたのは、このわずかな時間差によるものだ。

　アモンが話している間にも、ミスティムーンの出撃シークエンスは進行していた。

　ガルトマンは幅が狭い穴に跨またがる形で駐機している。その穴はドウル用の地下通路だ。空宙母艦の発着ハッチは機体下部に設けられている為ため、着陸した状態ではドウルが発進できない。そこで空宙母艦を駐機させる飛行場には、このような専用のゾーンが造られているのだ。──なお、この種の地下構造が無い場所に駐機する場合は、必要なドウルを機外に出してから着陸する。

『少尉は無人キャリアーを用いてマルタ島に向かえ』

「了解です、艦長」

　この時既にミスティムーンは地下通路を進んで、カタパルトのレールにセットされているドウルキャリアーへ手を伸ばしていた。

　玲れい音ねが通信機のチャンネルをジブラルタル基地の航空管制官へ切り替える。

「こちらミスティムーン、玲れい音ね＝ウォード少尉。発進許可願います」

　そう言いながら玲れい音ねは、機体を腹はら這ばいの体勢でドウルキャリアーの中に固定する。

『ミスティムーン、発進を許可する』

「ありがとうございます。ミスティムーン、発進します」

　ドウルキャリアーがカタパルトの上を疾走する。

　玲れい音ねはあっという間に、真夜中の空へ舞い上がった。

　玲れい音ねは慣性制御フィールドを拡張し、ドウルキャリアーを包み込む。

　気体分子運動制御の応用で、余分な衝撃波を消し去る。

　こうすることでキャリアーは設計限界以上のスピードを発揮する。

　人間の操縦が追いつかない速度。

　だから、ミスティムーンを運ぶキャリアーは、いつもロボット操縦だ。

　他の機体を運ぶキャリアーでは追いつけない速度。

　だから、ミスティムーンはいつも単機で出撃する。

　玲れい音ねは今日も、一人きりで空を行く。
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　マルタ島に接近した潜水艦モビィ・ディックではタイタニック・ドウル、グリフォン改かいの出撃準備が進んでいた。

　これは予定の行動だ。ゲノムスは最初からマクリールを単独出撃させるつもりは無かった。ただマクリールの性能が飛び抜けている為ため、他の機体と連携行動が取れないだけなのだ。

　シチリア島やマルタ島の辺りは、地ち中ちゆう海かいでも水深が浅い海域。モビィ・ディックもやむなく百メートル程度、場所によっては数十メートルの深度を航行している。四、五百年前であれば十分姿を隠せる深さだが、二十五世紀現在の技術水準であれば、別途ステルス装置が必要な水深だ。

　だが悪いことばかりではない。かつて超長波通信は水深十メートルから数十メートルまでしか届かなかったが、現代では水深百メートル前後でキャッチする微弱な電波も有効な信号として再生できるようになっている。

　送信機もコンパクト化されていて、装甲車に搭載可能だ。モビィ・ディックにこの通信を送ってきたのも、ゲノムスが戦闘車両を提供したゲリラの偵察部隊だった。

「ジブラルタル基地からドウルキャリアーが単機で出撃？」

　ブリッジで通信内容を聞いたオブライエンが考え込んだのは、一秒前後の短い時間だった。

「艦長。グリフォン改かいの発進準備を急がせたまえ。それと通信ブイを上げて、このことをナグルに伝えた方が良いい」

「……たかがドウルキャリアー一機に大おお袈げ裟さではないですか？」

　艦長の反問は、常識的なものだった。──相手もまた、常識的な存在であったならば。

「単独で出撃した。それはつまり、単独で勝利できる機体を出してきたということにならないかね？」

　オブライエンの口調がやや皮肉げなものになっていたのは、天才にありがちな「こんなことも分からないのか」という苛いら立だちを反映したもの。だが幸い、それに気付いた者は、艦長を含めていなかった。発言の内容がもたらした驚きがブリッジを支配していた。

「アテーナーが出撃したと？」

　艦長やブリッジクルーはジブラルタル基地にガルトマンが飛来したことを知らない。彼らが知る限り、ジブラルタル基地に駐留している最大戦力はアテーナーだ。

「アテーナーならば、まだ良いい」

　だがオブライエンは、それ以上を予想していた。

「ケープ・カナベラルにガルトマンが降りていた。あの艦がジブラルタルに派遣されている可能性がある」

　オブライエンが懐いだいている危機感が理解できていたのは、オブザーバーとしてこの場にいるロサだけだった。他のクルーにとっては、ティシュタルのアテーナーもガルトマンのミスティムーンも脅威の度合いは同じレベルだ。

「とにかく、グリフォン改かいの発進を急がせること。そしてナグルにこの情報を伝えること。私からアドバイスできるのはそれだけだ」

「分かりました」

　オブライエンの真意を艦長は理解できなかったが、彼の言葉を無視することもしなかった。

　何と言ってもゲノムス最高の頭脳だ。

　艦長はオブライエンに言われたとおりのことを部下に命じた。




　オブライエンは、ブリッジから退出し自分のキャビンへ向かう途中で、後ろを歩いてくるロサを呼び寄せた。

「何でしょうか、ドクター」

　潜水艦の狭い通路には、他に人影は無い。クルーは皆、マルタ基地攻略作戦の変更に、それぞれの部署で掛かり切りとなっている。

「先程は曖昧なままにしたが、ジブラルタル基地から飛び立ったキャリアーは、ガルトマンのミスティムーンを運ぶ物だろう」

　誰もいないからできる話を、オブライエンはロサ相手にしようとしていた。

「マナナン・マクリルならばともかく、マクリールではミスティムーンに勝てない。逃げることすら困難だ」

「ヴァルナを下した龍りゆう一いちが……負けると？」

「ミスティムーンの、いや、『ドゥルガー』の戦闘力は、私にも把握できていない。だが分かっている限りでも、ヴァルナより上だ」

「そんな……まさか、サラスヴァティ＝パテルがドクターにも分析できない機体を造ったということですか？」

　龍りゆう一いちが負けると聞かされた時よりも、ロサの驚きは大きかった。

　ゲノムスのメンバーはオブライエンの技術に絶対的な信頼を寄せている。そしてこれまで、その信頼が裏切られたことはなかった。

　勝ち負けで言えば、マクリールの出現までゲノムスのドウルはＳＯＦＥＡソフイアのエクサー専用機に負け続けていた。だがそれは──負け惜しみでなく──予定された敗北だった。

　エクサー専用機には勝てない。それはゲノムス構成員の心に打ち込まれた楔くさびであり。

　エクサー専用機に勝つ必要は無い。それがゲノムス構成員に与えられた救いだった。

　あらゆる事態はオブライエンの計算どおりに動いていた。マクリールがヴァルナを倒すと言われた時はさすがに半信半疑の部分もあったが、結果はオブライエンの言葉どおりとなっている。

　その、全てを見通しているはずのオブライエンが「読み切れない」と言う。ヴァルナの件で信仰が強化されていたが故に、ショックは余計に大きかった。

「サラの……サラスヴァティ＝パテルの能力によるものではないよ。ドウルマスターが特別なのだ。ミスティムーンは特別なドウルマスターがいて、初めて成立する機体だ」

「ミスティムーンのドウルマスター……確かまだ十七歳の少女ですよね？　ミスティムーン建造時には十三歳でしかなかったはずです。幾らＳＩＭＡシーマの強さに年齢は関係無いとはいえ、ドウルを乗りこなすには経験が必要なのではありませんか？」

「経験が無いから逆に、イレギュラーな機体に適合できたとも言える」

「それは……。しかし、逃げることさえできないというのは大おお袈げ裟さではありませんか？　マクリールは水中で最もポテンシャルを発揮できる機体です。海に潜ってしまえば、幾らミスティムーンでも……」

　ロサの反論は論理的なものだ。

　だがその程度の理屈は、オブライエンの方が良く理解しているはずだった。

「ロサ。今は議論している時間すら惜しい。増援のグリフォン改かいが間に合ったとしても、大して役には立たないだろう」

　議論することの無為をロサはすぐに理解できた。だから彼女は反論を吞のみ込こみ、オブライエンの指図を待った。

「ロサ、早さ乙おと女め君を小型艇に乗せて海面に浮上し、偵察衛星をハッキングしてマルタ基地の映像を彼に見せてやって欲しい。君の腕があれば可能だろう？」

「それは、映像をハッキングする程度のことはできますが……。蒼あお生い君に龍りゆう一いちの援護を期待されているのですか？　グリフォン改かいでは退却の援護にならなくても、インドラならば救援が可能だと？　ですが蒼あお生い君はミスティムーンのマスターと親しくしていました。連盟を裏切ることはあっても、ミスティムーンと敵対することは期待できないと思いますが……」

「私も百パーセントの勝算があるわけではない。だが十分に期待できると考えている」

「……分かりました」

「それと、もし私の予想が外れて、早さ乙おと女め君が逃亡しようとしたなら、行かせてあげなさい」

「……良いいのですか？」

「仲間にならないなら、いずれ解放しなければならないのだ。まさか、射殺すべきだとは考えていないだろう？」

「──分かりました」

　ロサは戸惑いを消した顔で一礼して、蒼あお生いを閉じ込めたキャビンへ向かった。
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　マルタ島では全島に警報が鳴り響いていた。

　飛行場と遠距離通信施設がミサイルによる奇襲を受け、全面的な機能不全に陥ったかと思うと、今度は港湾施設が海からの攻撃を受けたのだ。

　破壊を免まぬかれたライトが水みず際ぎわを照らし、夜空に照明弾が打ち上げられる。

　闇が退き、青の巨体が露あらわになった。

　ゲノムスのマクリールだ、という声が無線回線の中を飛び交い、重々しい足音が集まってくる。基地防衛用に配備されたタイタニック・ドウル、ギュゲスだ。

　予想より素早い対応に、マクリールの操縦席で龍りゆう一いちが舌打ちを漏らす。

　港湾機能の破壊は、まだ十分ではない。

　敵ドウルとの交戦は極力回避するのが今回の作戦の方針だった。それに従えば撤退も考慮すべき状況だが、ここで退ひいては戦術目標を果たせない。

（やむを得ん）

　ミサイルランチャーは空港への攻撃で撃ち尽くして、その場で投棄している。それとは別に持たされた榴りゆう弾だんを全てばらまいて、龍りゆう一いちは武器をドリル・ランスに持ち替えた。

　ギュゲスが一糸乱れぬ横列陣を組んだまま前進する。このタイタニック・ドウルは重装甲の機体で、宇宙ならともかく地球の重力下では機動性が低い。その欠点を突かれて各個撃破されない為ための運用だ。大型の盾を並べて迫ってくる様は、相手に強いプレッシャーを与える。

　その圧力に居い竦すくんでいては、包囲されて集中攻撃を受けるだけだ。そうなっては幾らマクリールでも持たないだろう。ただでさえ多勢に無勢、一対多数の戦い。龍りゆう一いちはそんな、やられるのを待っているだけの三流ドウルマスターではなかった。

　マクリールはギュゲスの戦列と向かい合ったまま、スラスターで後方にジャンプした。

　下りる先は海。

　逃げたのか、と守備隊のドウルマスターが考えたのは、早計ではあったが油断とは言えないだろう。ここは撤退がセオリーのケースだ。

　だが龍りゆう一いちに、ここで退ひく意思は無い。彼は全速で埠ふ頭とうを回り込んで、敵戦列の側方に再上陸した。

　ギュゲスのドウルマスターの間にざわめきと動揺が広がる。彼らには、マクリールがまるで瞬間移動したように見えたのだ。マクリールの、常識を超える水中機動力がもたらす錯覚。敵が逃げた、という士気の空白と相あい俟まって、守備隊の対応が遅れる。

　マクリールが持つ槍やりの穂に海水とは違う、粘度の高い液体が纏まとわり付つく。肩の大型シールドの裏がタンクになっていて、そこから龍りゆう一いちのＳＩＭＡシーマにより機体の腕を伝って固定されたコロイド溶液だ。ナノダイヤモンドを主要な分散質として持つこの溶液（分散系）は液体流動制御のＳＩＭＡシーマでコントロールしやすいよう成分設計されており、高い研磨性能を発揮する。サイクロニクス機関によって薄い円盤状に形を固定し高速回転させれば、タイタニック・ドウルの装甲を易やす々やすと切り裂く刃やいばとなる。

　龍りゆう一いちはコロイド溶液の円盤を円えん錐すい階かい段だん状じように五枚成形し、高速で回転させながら槍やりを振るった。

（まず、一機！）

　穂先の回転するドリルではなく、ＳＩＭＡシーマで生み出された円環刃によりギュゲスの装甲が削り取られる。一機目のギュゲスは、一合も斬り結ぶことができずスクラップとなった。

　ギュゲスは右脇から頭に掛けて大きく削り取られている。それでも龍りゆう一いちは相手のドウルマスターを殺していない。操縦席を狙わないという不文律を堅持していた。

　予想外の機動により一列横隊陣の側方に回り込まれた所為せいで味方がブラインドになっていたギュゲス隊は、マクリールを半包囲する陣形に隊列を組み直そうと動いた。

　オーソドックスな対応だが、敵の陣形変化を待っている義理は、龍りゆう一いちには無い。

　龍りゆう一いちは半包囲の円弧の、中央に向かって突進した。

　敵のど真ん中へ飛び込む行動に、ギュゲス隊が意表を突かれる。

　サイクロニクス機関の慣性制御で機動性を上げているとはいえ、元々が重装甲で重い機体だ。慣性制御が完全ならば重さはむしろ地面との摩擦の増大、陸上運動性の向上につながるが、守備隊の能力ではエクサー並みの慣性制御は望めない。

（遅い！）

　マクリールの動きに反応できないまま、二機目のギュゲスが撃破された。

　マクリールが半弧隊列を組もうとしていたギュゲスの背後に回る。

　守備隊の連携が崩壊した。マクリールは守備隊のギュゲスを次々と各個撃破していく。

　しかし守備隊が残り二機となったところで、状況に変化が起こる。

（なにっ!?）

　マクリールとギュゲスの間に、空から割って入る白い影。

　龍りゆう一いちの前に、新たな敵が舞い降りた。
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「ロサさん……俺をどうするつもりなんですか？」

　リスボンに上陸する際にも使った偽装潜水艇に連行されても、蒼あお生いは沈黙したままだった。しかし狭いキャビンにロサと二人きりにされて、蒼あお生いは遂ついに、この質問を我慢できなくなった。

　ロサも武器は持っているだろう。

　だが蒼あお生いはエクサーだ。

　今まで試す機会は無かったが、機械的な補助が無くても人間を無力化する電撃を発生させられる。それが自分で、何となく分かる。

　ゲノムスも、その可能性は理解しているはずだ。寝ている間に虜囚のことを調べていないはずはない。

　それなのに、この部屋にいるのはロサ一人。

　この小型艇にも、航行の為ために必要な最少限の人数しか乗っていない。

　──まるで、逃げても良いいと言われているようだ。

　蒼あお生いはそう感じ、戸惑っていた。

　蒼あお生いの問い掛けに、ロサはとぼけた声でこう答えた。

「そうねぇ、どうしましょうか？」

　からかうな、と叫ぼうとした蒼あお生いの機先を制して、ロサが言葉を続ける。

「君をどうするか、あたしたちには決められなかったから、君自身に決めてもらおうと思って」

「俺自身に……？」

　蒼あお生いは眉を顰ひそめ、困惑を呟つぶやきの形で漏らした。

「何かの比喩じゃないわ。言葉どおりの意味よ」

　小型艇が少し揺れて、身体からだに掛かっていた微かすかな加重が消える。海面に出たことが、海には不慣れな蒼あお生いにも分かった。

　ロサが何時いつの間まにか手にしていた小さなリモコンを操作する。

　壁に取り付けられた中型のディスプレイに、対たい峙じする二機のドウルが映し出された。

　夜にも拘かかわらず色まで鮮明に分かるのは、画像にそういう処理がしてあるからだろう。

　丸みを帯びた両肩の大型シールドが特徴的な明るいブルーの機体は、マクリール。

　マクリールに比べると随分小柄に感じられる乳白色の機体は、ミスティムーン。

　どちらも蒼あお生いが見間違えるはずのないタイタニック・ドウルだ。

「ちょうど良いいタイミングだったみたいね……。龍りゆう一いちにとっては、出会わなかった方が良いい機体なんだけど」

　ロサの、呟つぶやきというには大きな独り言に、蒼あお生いも知ったばかりの事実を思い出した。

　あの青い機体には、死んだと思っていた龍りゆう一いちが乗っている。

　龍りゆう一いちが、玲れい音ねと、戦おうとしている……。
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　もし、飛行場を襲ったミサイルが海中から発射されていたなら、ミスティムーンがいきなり派遣されるということにはならなかっただろう。ガルトマンによる出動となり、結果的に現地到着時刻はずっと後になったはずだ。

　マクリールが海面に姿を見せたから、玲れい音ねが単独で出撃することになった。

　だから、玲れい音ねは間に合った。

　──迎撃が。

　だから、龍りゆう一いちは間に合わなかった。

　──撤退が。

　マクリールとミスティムーンが睨にらみ合あう戦場から、生き残った──破壊されていないという意味で──ギュゲスが少しずつ後退する。通信回線を通じた、玲れい音ねの指示によるものだ。

　ミスティムーンが五ご芒ぼう星せい形けいの方ほう天てん戟げきをマクリールに向ける。

　龍りゆう一いちもドリル・ランスの穂先をミスティムーンに向けた。

　龍りゆう一いちが乳白色の機体の隙を窺うかがう。相手がただ者でないことは分かっている。遭遇したのは月の裏側で一度、直接刃やいばを交えたことはない。だがあの非常識な機動力と戦闘力は、その一度で脳裏に焼き付いている。

（ＳＯＦＥＡソフイアのエクサー専用機、ミスティムーン……！）

　その名はゲノムスのデータベースで知っていた。

『ゲノムスのタイタニック・ドウル、マクリールですね』

　だが龍りゆう一いちは、ミスティムーンのドウルマスターが誰なのか、知らなかった。

　そのまま戦闘に突入するのではなく、突如、共通周波数で呼び掛けてきた声。

　通信機から流れ出した声は、龍りゆう一いちにとって聞き覚えがあるものだった。

（まさか……玲れい音ね!?）

『十秒以内に操縦席から出てきてください。さもなくば、貴方あなたの乗る機体を破壊します』

　敵に対する投降勧告であるにも拘かかわらず、丁寧で柔らかなその口調も、龍りゆう一いちの記憶にある玲れい音ねのものと一致していた。

　龍りゆう一いちは思わず立たち竦すくんでいた。確かに玲れい音ねの操縦スキルはずば抜けていた。ＳＯＦＥＡソフイアの正規ドウルマスターと言われても、何の不思議もないレベルだった。

　だがあの優しい少女が、月の裏側で苛烈な殲せん滅めつ劇げきを見せつけたミスティムーンのマスターなのか。龍りゆう一いちの意識の中で、玲れい音ねとミスティムーンがどうしても結びつかない。

『……十秒経たちました。残念です』

　龍りゆう一いちの行動は、完全に反射的なものだった。

　シールドを翳かざして頭部を守りつつ、全力で後ろに飛とび退すさる。

　ミスティムーンが戟げきを振るった。

　激しい衝撃がマクリールを襲う。

　機体が負ったダメージが、モデル図で龍りゆう一いちの視界に表示された。

（一撃……だぞ!?）

　右の大型シールドが、完全に断ち割られている。

　五ご芒ぼう星せいを象かたどるようにつけられた枝えだ刃はの切っ先が当たった箇所は、貫通して穴が空いていた。

　その斬撃の威力もさることながら、バーニアスラスターを全開にしたにも拘かかわらず、極めて正確に攻撃を当てられたことが龍りゆう一いちに衝撃を与えていた。もしシールドが間に合わなかったら、今の一撃で首を落とされていただろう。

　しかも、シールドを貫く威力だったにも拘かかわらず、機体は横に飛ばされなかった。傾かしぎもしなかった。

（つまり斬撃の瞬間、マクリールは固定されていたということか！）

　機体が敵のＳＩＭＡシーマによる干渉を受ければ、ドウルマスターはそれに気付くのが普通だ。だが龍りゆう一いちは、ミスティムーンの慣性制御力場に捕まったのかどうかすら分からなかった。

　おそらく、一瞬で囚とらわれ、一瞬で解放されたのだ。

（何てパワーとテクニックだ！）

　驚きよう愕がくする龍りゆう一いちに、次の攻撃が襲い掛かる。

　振り下ろされる黒銀の戟げきを、龍りゆう一いちは両手で保持する槍やりの柄で受け止めた。

　マクリールの腕と足が軋きしみを上げる。
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　機体のサイズは、マクリールが全高二十五メートル、ミスティムーンが全高二十メートル。

　機械的な出力も、体格差に応じてマクリールが上回っているはずだ。

　だがミスティムーンの打ち下ろしは、瞬間的にマクリールの肘、膝関節に許容限度を超えた負荷を与えていた。

　ミスティムーンの戟げきがクルリと翻ひるがえる。

　斬り上げられる星形の穂先を、龍りゆう一いちは必死に仰のけ反ぞって躱かわそうとした。

　黒銀の戟げきが、装甲をギリギリで掠かすめていく。

　しかし最初から、玲れい音ねの狙いは機体ではなかった。

　龍りゆう一いちの手に、強烈な衝撃が伝わる。

　ＮＩＴＵニツツは痛みを返さない。だが機体に掛かる負荷は操縦に必要な情報として伝わってくる。龍りゆう一いちはランスを握る右手の指が、衝撃に耐え切れず開いてしまったのを感覚的に知った。

　もぎ取られ掛けたランスを辛かろうじて左手で引き戻しながら、マクリールが自ら背後に倒れる。地面に接触する前に、龍りゆう一いちは推進剤を使い切る勢いでスラスターを噴かした。

　なりふり構わぬ逃走は、目的を果たした。

　マクリールの巨体が海中に沈む。

　龍りゆう一いちはいったん、島から離れることにした。港湾施設の破壊は不十分だが、一応の戦果は収めている。飛行場と長距離通信施設は予定どおり潰せているはずだ。ミスティムーンに不覚を取ったのは、玲れい音ねがマスターだったことに驚いたという面もある。返礼は、場を改めて行えば良いい。龍りゆう一いちはそう強がることで自分を納得させた。

　しかし彼の撤退は、第一歩目を刻んだところで中断を余儀なくされた。

　退路を塞ぐように飛び込んできた乳白色の機体。ミスティムーンが海中に立ち塞がったのだ。

　──しめた。

　龍りゆう一いちはそう思った。

　マクリールは水の中でこそ最高のパフォーマンスを発揮する機体だ。

　ノルウェー海では、ミスティムーンと同じエクサー専用機で水中戦用のドウルであるヴァルナにも勝利している。

　海の中なら、マクリールが有利だ。

（マクリールを相手にして海に飛び込むとは、功を焦あせったか、玲れい音ね!?）

　龍りゆう一いちはマクリールをミスティムーンに向かって突撃させた。マクリールの水中機動性で振り切るという選択肢もあったはずだが、この時の彼には、ミスティムーンを倒すことしか頭に無かった。

　急迫してくるマクリールを前に、ミスティムーンは動かない。

　距離、二十メートル。

　サイクロニクス機関によって増幅された龍りゆう一いちのＳＩＭＡシーマ、液体流動制御の射程距離だ。

　龍りゆう一いちは海水を固めて刃やいばを作り出し、高速でミスティムーンに叩たたきつけた。

　全力の攻撃ではない。まずは様子見、小手調べだ。

　とはいえ、手を抜いた攻撃でもない。まともに当たればドウルの装甲を割断する威力がある。だが、龍りゆう一いちが放った水すい刃じんは乳白色の装甲に届くことなく、その十メートル以上手前で四散した。

　龍りゆう一いちのＳＩＭＡシーマで放たれた水すい刃じんだ。斬り裂く感触も砕け散る感触も彼に伝わる。ミスティムーンに向けて放った水すい刃じんは、ドウルの装甲よりもずっと硬い何かにぶつかって砕け散った。龍りゆう一いちは返ってきた手応えから、そう感じた。

（エネルギーシールド……？）

　対物防御効果を持つエネルギーシールドは、磁性体の進路を電磁波でねじ曲げるものが実験的に作られているだけだ。

（……これが玲れい音ねのＳＩＭＡシーマか！）

　龍りゆう一いちは正解にたどり着いた。しかしこれは、クイズ問題ではない。正解を出せばステージをクリアできるゲームではない。

　無論そんなことくらい、龍りゆう一いちは端はなから承知している。彼は考えている最中も、一瞬たりと止まっていなかった。水すい刃じんによる遠隔攻撃が通用しないと見せつけられた瞬間、彼はマクリールの水中機動力を全開にしてミスティムーンに迫っていた。

　片方だけ残った左肩のシールド内部からナノダイヤモンドが混ざったコロイド溶液を取り出し、ドリル・ランスの穂先に纏まとわせる。彼はそれを円えん盤ばん鋸のこぎりの形にではなく、錐きりのように、針のように細く、鋭く、ひたすら鋭く固め、ランスの穂に被かぶせた。

　ただ貫くことにのみ特化した切っ先を、ミスティムーンに向かって突き出す。

　しかし非情にも、結果は同じだった。

　乳白色の機体を守る透明な殻は、非常識な強度を以もつて龍りゆう一いちのＳＩＭＡシーマを寄せ付けない。

　龍りゆう一いちに動揺が無いと言えば噓うそになるだろう。だがそれは、マクリールの挙動を鈍らせる程のものではなかった。

　マクリールがミスティムーンの前から消える。

　消失したと錯覚させるスピードで沈み込み、海の底から十メートル以上に伸ばした針を突き上げる。

　それも、ミスティムーンが展開している球形シールドに阻はばまれる。

　玲れい音ねのＥｘＡエクサ──指数百を超えるＳＩＭＡシーマ、「遮断」。玲れい音ねのＥｘＡエクサが、龍りゆう一いちのＳＩＭＡシーマを明らかに上回っているのだ。

　早くもそれを、龍りゆう一いちは思い知らされていた。

　このまま百回、攻撃を続けてもこのシールドは貫けない。

　先に力尽きるのは龍りゆう一いちの方だ。

（……水中機動力はマクリールの方が上だ）

　ミスティムーンはさっきから動いていない。ただ海中に浮いて、マクリールの行く手に立ちはだかっているだけだ。

（……やむを得ん。撤退しよう）

　不本意だが、龍りゆう一いちはこの戦場を諦めることにした。元々ミスティムーンの登場は予定外だ。ルドラと違い、彼のターゲットではない。ただでさえ、玲音の乗る機体を倒すのは気が向かなかった。──龍りゆう一いちは自分をそう納得させた。

　マクリールは突き出した槍やりを引き戻し、潜行を開始した。海底すれすれまで潜り、連盟軍の探知を避けてモビィ・ディックへ戻る。

　龍りゆう一いちはそのつもりだった。

　だが。

（何だ!?　下りられない!?）

　マクリールは、深度を下げることができなかった。いや、潜行だけではない。

（何が起こっている？　う、動けん！）

　前進も後退もできなくなっていた。

　ミスティムーンが浮上を開始する。

　その動きに合わせて、マクリールがゆっくりと引き上げられていく。

　どんなに激しい水流を作り出しても、マクリールを捕らえている見えない手は外れない。

　玲れい音ねが持つ、もう一つのＥｘＡエクサに抗あらがえない。

　遂ついにマクリールは、海面にまで引きずり出された。

　頭上には、空に浮かぶミスティムーン。

　そこがゴールではなかった。

　ミスティムーンは更に上昇し、マクリールもまた完全に海面から離れた。
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「何てこと……。ミスティムーンのパワーがあれ程のものだったなんて」

　マクリールを空中に吊つるしたミスティムーンの映像に、呆ぼう然ぜんと呟つぶやきを漏らしたのはロサだった。

　蒼あお生いは食い入るように、ディスプレイを睨にらみ付つけている。

「……ロサさん、お願いがあります」

　蒼あお生いの声を聞いて、ロサが何とか自分を取り戻す。

「何かしら」

「インドラを、返してもらえませんか」

　ロサが目を見張る。意外だったからではない。蒼あお生いが口にしたのはロサが、いや、オブライエンが予想し、期待したものだった。

「……ミスティムーンの援軍に行くの？」

「いえ」

「じゃあ……龍一に加勢してくれるの？」

「……分かりません。ですが」

　蒼あお生いの視線が、ロサの双そう眸ぼうを射い貫ぬく。

　迷いに満ちた、噓うそをつけないが故に心から迷う、真摯な眼まな差ざし。

「龍りゆう一いちさんが玲れい音ねさんに殺されるところも、玲れい音ねさんが龍りゆう一いちさんを殺す姿も、俺は見たくありません」

　それを聞いた直後、ロサは自分の聞き間違いかと思った。

　蒼あお生いは同じ内容のセリフを繰り返している。

　龍りゆう一いちが玲れい音ねに殺される。

　玲れい音ねが龍りゆう一いちを殺す。

　それはどちらも、マクリールがミスティムーンに敗れ、龍りゆう一いちが殺されることを意味している。

「……そう」

　だが蒼あお生いの目を見ていると、彼が言い間違えているのではないと分かった。

　蒼あお生いが見ている未来は一つだ。

　龍りゆう一いちが、ミスティムーンのマスターに殺される。

　蒼あお生いはそれを、変えたいと願っている。

　悲劇を止めたいと望んでいる。

　その為ための力を欲ほつしている。

「良いいわ。ドクターから許可をもらってあげる。だから蒼あお生い君、龍りゆう一いちをお願い」

　ロサの願いを、蒼あお生いは拒まなかった。

　少なくともこの時、「ゲノムスの如月きさらぎ龍りゆう一いち」を、蒼あお生いは拒絶していなかった。
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　気球のような緩慢な動きで、二機のドウルは陸へ向かう。

　一Ｇの重力下でドウル二機を空中に持ち上げている状態での高速移動は、玲れい音ねにもさすがにできないようだ。

　龍りゆう一いちも無抵抗で運ばれているわけではなかった。

　右肩のシールドを断ち割られた時の衝撃で落としてしまったのか、ガンジャベリンは手て許もとに無い。だがドリル・ランスはしっかり持っている。

　しかし生あい憎にく、ミスティムーンはランスが届かない上空を飛んでいる。スラスターで距離を詰めようとしても、同じ間合いを保ったまま相手を押し上げる結果になるだけだ。逆に下向きの推力を掛けてみたところ、今度はびくともしない。十回程試して、龍りゆう一いちは推進剤を浪費するだけと諦めた。

　ただ龍りゆう一いちの抵抗は、全く無意味でもなかった。

　拘束から逃れようと上へ向かってスラスターを噴かしている間は移動速度が落ちる。ゲノムスが出した援軍のグリフォン改かいが追いついたのは、その御お蔭かげもあったに違いない。

　もっとも、間に合ったとは言えなかった。

　グリフォン改かい四機がマクリールとミスティムーンを包囲するよう海面に浮上する。

　基地を攻略するには不足だが、ドウル一機を牽けん制せいして味方の退却を支援するだけならば十分な戦力と言える。

　普通ならば。

　海戦用に推進機関を換装したグリフォン改かいが、足に取り付けた水中ジェットをフル稼か働どうさせて腰から上を海面に出し、射撃姿勢を取った。

　構える武器はガンジャベリン。慣性制御により質量弾やノイマン効果弾が余り意味をなさないタイタニック・ドウルに対して、モンロー効果による衝撃波の集中と熱衝撃による装甲破壊を目的とする電磁投射砲。

　しかしそれも、敵の装甲に接触しなければ効果を発揮できない。実体物のみならず輻ふく射しや熱ねつまで遮断するＳＩＭＡシーマの障壁は、ガンジャベリンという武器が想定していないものだ。

　グリフォン改かいによる十字砲火を全く意に介さず、ミスティムーンはマクリールを吊つり下さげて陸へとゆっくり接近する。事実、グリフォン改かいのガンジャベリンは、ミスティムーンが作り出した球形シールドを揺るがせることさえできずにいる。

　グリフォン改かいが推進機関を海戦用に換装していなければ、スラスターでジャンプして空中のミスティムーンに斬りかかるという手も使えただろう。だが水中ジェットでは、それだけの推力を得られない。

　グリフォン改かいのドウルマスターたちは無力感に苛さいなまれながら、ミスティムーンの進行方向に回り込み横一列に陣形を変えた。このままマルタ基地に接近すれば、自分たちが集中砲火を浴びるだけだ。だから撃墜できなくても、せめて陸に近づけまいと考えたのである。

　時折グレネードも混ぜたガンジャベリンの、ヒステリックなまでの連射は空中に浮かぶミスティムーンの足を鈍らせた。

　鈍らせただけだ。

　止めるには至らない。

　どれだけ撃ち込んでも、ダメージを与えるどころか立ち止まらせることさえできない。

　グリフォン改かいの操縦席で、ゲノムスのドウルマスターたちは呪いの言葉を撒まき散ちらしていた。

　神を呪っていた。

　余りの格差に。理不尽な力の差に。

　普段、神に祈らない彼らが、神を呪う。

　無論、そんな彼らに応える神などいない。

　彼らにはミスティムーンを止められない。その事実は変わらない。

　基地からの攻撃がグリフォン改かいに届き始めた。

　遂ついにグリフォン改かいが射撃を中止し、海面下に潜った。ただし、撤退したのではない。海中から港に接近して上陸するつもりだ。蛮勇とも言える士気の高さだが、ミスティムーンの行動には何の影響も与えられない。

　ミスティムーンとマクリールは、基地の港に戻ってきた。

　ギュゲスの残骸が散らばる埠ふ頭とうにマクリールが投げ落とされる。

　マクリールは無様に転倒することなく、二本の足で立つ。とはいえ体勢の立て直しには一瞬以上の時間を要した。

　構えを取った龍りゆう一いちの前に、ミスティムーンがふわりと降り立った。

　今度はミスティムーンが海を背にしている。

　たとえミスティムーンを躱かわして海に飛び込むことができても、同じことが繰り返されるだけだろう。

　龍りゆう一いちは覚悟を決めた。

　その時──、

　金色の巨神が、空から降ってきた。
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　モビィ・ディックが浮上する。隠おん密みつ性せいをかなぐり捨てて、その巨体を水上に曝さらす。

　艦内では既に、蒼あお生いがインドラの操縦席に収まっていた。

『蒼あお生い君。本当に良いいのね？』

　蒼あお生いと一緒にモビィ・ディックへ戻ったロサの声が、通信機から聞こえてくる。

『さっきも説明したとおり、そのブースターには減速機能が無いわ。元々は貨物用の無人宇宙船を衛星軌道まで打ち上げる為ためのものだから。飛行進路と距離を調節することはできるけど、逆噴射なんてできないわよ』

　蒼あお生いはそれを、あたかも目の前で話された言葉のように聞いていた。彼は既にインドラと視覚、聴覚をリンクさせていた。

「龍りゆう一いちさんの所へ送ってくれるんですよね？」

『それは保証する。マルタ基地港こう湾わん埠ふ頭とうに間違いなく落としてあげる』

「でしたら後は、自分で何とかします」

『そう。じゃあ行って。そして、龍りゆう一いちをお願い』

「了解しました。インドラ、発進します」

　インドラが静かに海中へ投下される。

　蒼あお生いはスラスターを軽く噴かしてインドラを水平姿勢のまま前進させた。

　モビィ・ディックの下に、三角翼──というより上に二基のロケットブースターを固定した鋭角二等辺三角形の板がぶら下がっている。

　蒼あお生いはインドラをブースターの間に滑り込ませた。

　翼の前側にあるホールドを両手で摑つかみ、後ろ側にあるステップに両足を載せる。

「インドラ、固定完了。何時いつでもどうぞ」

『ブースター点火。グッドラック』

　ロサとは別の声が、蒼あお生いに本当の発進を告げる。

　蒼あお生いはサイクロニクス機関に力を注ぎ、慣性をフルパワーで中和した。

　インドラを乗せた即席のドウルキャリアーは海面を突き破り、空に飛び立った。

　一応翼の形をしているとは言え、インドラのようなものを乗せて揚力や空中機動性は期待できない。ブースターのパワーで強引に突き進むだけだ。

　しかしその力任せなやり方の御お蔭かげで、目的地はすぐに見えてきた。

　空中に浮かぶミスティムーンと、その下に吊つり下さげられたマクリール。

　ブースターは既に燃焼を止め、慣性飛行に移っている。

　マルタ島が近づく。

　マクリールが埠ふ頭とうに投げ出された。

　島が近づく。

　ミスティムーンが軽やかに着地する。

　蒼あお生いは即席のキャリアーを蹴って飛び出し、スラスターを全開で噴かした。

　島を通り過ぎる直前で空中前転して足と頭を入れ替え、慣性中和と逆噴射をフルパワーで行う。

　インドラは、マクリールとミスティムーンの間に落下した。

　埠ふ頭とうに無数のひびが入る。ポリスの城壁に使われているものと同じ、樹脂コンクリートで固めた埠ふ頭とうも、インドラが最低限の対地減速しか掛けず落下した衝撃には耐えきれなかったのだ。

　インドラ自体に損傷は無い。金色のドウルはゆっくりと立ち上がり、乳白色の小柄なドウルを見下ろした。




　龍りゆう一いちが駆るマクリールも連盟のギュゲスも、想定外の飛び入りに固まってしまっている。

「蒼あお生い君ですね。良かった、無事でしたか」

　そんな中、玲れい音ねだけがミスティムーンの操縦席から固有チャンネルを使って蒼あお生いに話し掛けた。この場にいる他のドウルマスターには聞こえないように。ドウルマスターの正体は秘されるべきものだからだ。

「今は少々立て込んでいますので、蒼あお生い君が何処どこにいて、どうやって脱出してきたのかについては、後ほど詳しく聞かせてください」

　ミスティムーンが足を踏み出す。

　インドラは、動かない。

「蒼あお生い君？　道を空けてください」

「…………」

「蒼あお生い君、聞こえていないのですか？　もしかして、通信機の設定が変わっているのですか？」

「……聞こえています、玲れい音ねさん」

「ああ、良かった。インドラがゲノムスに乗っ取られたのかと思いましたよ」

　蒼あお生いがようやく返事を返し、玲れい音ねが安あん堵どした声を出す。

　しかし、安心するのは少々気が早かった。

「蒼あお生い君、お話はまた後で。今はマクリールを無力化しなければなりません」

「無力化するだけですか？　マクリールのマスターを殺したりは……しませんよね？」

　操縦席で玲れい音ねが眉を顰ひそめる。

　何故なぜそんなことを訊きかれるのか、理由が分からなかった所為せいだ。

「……マクリールがどのような力を秘めているのか、詳しいことは分かっていません。今のところ操縦席を攻撃するつもりはありませんが、抵抗次第では最終的な無力化もやむを得ないでしょう」

「最終的な無力化……つまり、ドウルマスターを殺すということですね？」

　この問い掛けに即答することには、玲れい音ねも抵抗を覚えた。

「……そうです」

　だが彼女は誤魔化さなかった。苦い声で肯定した。

「駄目です！」

　蒼あお生いが強く反発するのは玲れい音ねも予想していた。

「蒼あお生い君、どいてください」

　だからといって、決着をつけずに刃やいばを収めることはできない。

　何よりマクリールにそのつもりがないことは、今にも攻撃を仕掛けてきそうな構えを取っていることで分かる。むしろ何故なぜインドラごと攻撃してこないのか、玲れい音ねには不思議だった。

「駄目なんです！」

　蒼あお生いの頑かたくなな拒絶の理由。

「マクリールのドウルマスターは、龍りゆう一いちさんなんです！」

　その理由を、ここに至って玲れい音ねは初めて知る。

「……本当ですか？」

「本当ですっ！　龍りゆう一いちさんは、死んでいなかったんです！」

「そうでしたか……やはり」

　今度は蒼あお生いが驚きよう愕がくに目を見開く番だった。

「やはり、って……玲れい音ねさんは知っていたんですか!?」

　玲れい音ねはマクリールの挙動から、操縦しているのは龍りゆう一いちかもしれないと考えていた。だがそれは「もしかしたら」でしかなかった。彼女自身、自分の妄想だと否定的に見ていた。

　信じたくなかった、と言った方が良いいかもしれない。

　もし龍りゆう一いちが自分たちを裏切って、ゲノムスの一員になっていたならば。

　ゲノムスに寝返った龍りゆう一いちが、マユリを殺したのだとしたら。

　そう考えるだけで、心が闇に覆われていくのを玲れい音ねは実感していた。

「蒼あお生い君。どいてください」

　玲れい音ねは蒼あお生いの質問に答える代わりに、人間味が薄い声でそう言った。

　感情の暴発を必死で抑え込んでいる影響だ。

「蒼あお生い、どけ」

　そこに龍りゆう一いちが割り込んできた。玲れい音ねたちが使っている暗号通信の復号コードは磐いわ都と訓練校でチームを組んでいる時に使用していたものだ。

　何故なぜそんなものがマクリールにセットされていたのか。

　何故なぜそんなものを、訓練校の人間関係を捨ててきた龍りゆう一いちが愛機にセットしていたのか。

　おそらく、龍りゆう一いち本人にも説明できない。

　それが彼らの間に会話を成立させていることが、幸なのか、不幸なのか、それも分からない。

「玲れい音ね、なんだな？」

「龍りゆう一いちさんですね？」

　玲れい音ねは通信に割り込まれたことに、少なくとも表面的には、動揺を見せなかった。玲れい音ねは反問することで、間接的に質問を肯定した。

「そうだ」

　そして龍りゆう一いちは、明確に認める。自分が死んだはずの、如月きさらぎ龍りゆう一いちであることを。

「もう一度投降を勧告します」

　玲れい音ねは声も震わせず、ため息も吐つかず、機械のように無機質な声で龍りゆう一いちに話し掛けた。

「機体の動力を止め、操縦席から出てきてください。従っていただければ、身の安全は保証します」

「それはできない」

　龍りゆう一いちの答えは、蒼あお生いが口を挿はさむ間も無い即答だった。

「龍りゆう一いちさん！　玲れい音ねさん！」

　蒼あお生いは思おもい止とどまって欲しいという念おもいを込めて二人の名を呼ぶ。

「蒼あお生い君、どいてください」

　しかし玲れい音ねの応えは、非情なものだった。先程と同じセリフを、先程よりも冷たい声で繰り返す。

「蒼あお生い、どけ。これは俺がまいた種だ」

　龍りゆう一いちも蒼あお生いに退ひくよう告げる。

　蒼あお生いはその声に、勝利への執着を感じ取ることができなかった。ここで玲れい音ねにやられても仕方が無いという龍りゆう一いちの諦めすらも垣かい間ま見みえた。

「どきません」

　それで、蒼あお生いの覚悟は決まった。

「龍りゆう一いちさん、逃げてください。俺は、二人が争う姿を見たくない」

　インドラがミスティムーンを見下ろす。

　その手に長大な武器を構えて。

「蒼あお生い君、貴方あなたもゲノムスに寝返るというのですか？」

　玲れい音ねが低い声で訊たずねる。

「玲れい音ね、待て！　そうじゃない」

　否定の言葉を返したのは、龍りゆう一いちのみ。

　蒼あお生いは、「違う」と言わなかった。

「……残念です。インドラとマクリールを同時に相手取っては、私も加減はできません」

　玲れい音ねの心に、闇が広がる。

　絶望の闇ではなく、

　殺意の闇が。

「私は、ゲノムスを」

　殺意が満ちる。

　月げつ蝕しよくの日。満月が闇に食われ、やがて赤く染まるように。

「許さない」

　ミスティムーンの両肩に取り付けられたシールドが外向きに、水平に持ち上がった。

　蒼あお生いと龍りゆう一いちが懐いだいた強烈な危機感を反映して、インドラとマクリールが共に、得物を持つ手に力を込める。

　彼らが恐怖したのは、正解だった。

　彼らの取った行動は、誤りだった。

　彼らは、逃げるべきだった。

「システム解放アンロツク」

　玲れい音ねの優しい声が、つながったままの通信機から流れ出す。

「モード、『ドゥルガー』」

　歌うようなコマンド。

　それを聞いた瞬間、

　蒼あお生いも、

　龍りゆう一いちも、

　全身に、鳥肌が立った。

　本能的な恐怖。

　その正体を、彼らはすぐに、ドウルの目を通じて確かめることとなった。

　ミスティムーンの両肩につけられたフレキシブルバインダー。

　そこから盾が外れていく。

　二枚。

　四枚。

　六枚。

　八枚。

　四メートル×四メートルの盾が四枚。

　二メートル×八メートルの盾が四枚。

　地面に落ちるのではなく、空中に浮かんでいる。

　ミスティムーンが左腰に差した鍔つばの無い中型剣を、左手で逆手に抜いた。

　抜いている途中で柄つか頭がしらが開き、そこから刀身が伸びていく。

　逆手握りが順手に変わる。それ自体は珍しくないギミックだ。

　だが右手に戟げき、左手に剣を構え、浮遊する八枚のシールドに囲まれたその姿は、決して平凡なものではない。

　圧倒される。

　畏怖すら覚える。

　最後の変化は、ミスティムーンの頭部で起こった。

　顔の装甲が開いていく。

　目の下からあごまでの部分が左右にスライドし、人の鼻と口の造形が露あらわになる。

　美しい女性の顔を象かたどった、仮面。

　タイタニック・ドウルには必要が無いはずのディテールだが、それを無駄な装飾とは、蒼あお生いも龍りゆう一いちも何故なぜか思わなかった。

　仮面の唇は、小さく開いていた。

　笑うように。

　歌うように。




『ルドラ』

『ミスティムーン』

『ゲオルギウス』

『ムルガン』

『ホルス』

『アテーナー』

『ヴァルナ』

『スヴァローグ』

『アーラン』

『ツァドキエル』




　ＳＯＦＥＡソフイアの誇る、十機のエクサー専用機の中で、神話の神々、伝説の英雄の名を冠していないのはミスティムーンのみ。

　何故なぜミスティムーンだけが伝説の名前を持たないのか。

　それは『ミスティムーン』が、本当の名を隠す為ためのコードネームだからだ。

　浮遊する八枚のシールドを従え、

　両手に戟げきと剣を持ち、

　女神の仮面を被かぶる。

　これがミスティムーンの持つ、もう一つの姿。

　真の姿、『ドゥルガー』。
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　仮面の口から声が発せられた。

　蒼あお生いは、そう感じた。

　龍りゆう一いちも、そう感じた。

　母音が無い、Ｒ音とＬ音の連なり。

　だがそれは錯覚だ、その「声」は、空気を震わせる「音」ではない。

　ＳＩＭＡシーマの、ＥｘＡエクサの波動。

　力そのものによって奏かなでられる、戦いの歌。

　蒼あお生いは反射的に、グレイブを目の前に翳かざした。

　次の瞬間、ミスティムーンの、いや、ドゥルガーの横に浮いていた長方形のシールドが目にもとまらぬ速度で飛来し、グレイブの柄に叩たたきつけられた。

　グレイブがインドラの手を離れる。

　インドラ自体も、予測を超えた重い衝撃にバランスを崩し、転倒する。

　龍りゆう一いちは左肩に残るシールドを翳かざした。

　だがシールドは一ひと溜たまりもなくもぎ取られた。

　四辺を鋭く研いだ正方形の板──エッジシールドが高速で回転しながら衝突し、シールドを斬り裂きながらジョイント部からはね飛ばしたのだ。

　正方形の、別のエッジシールドが横たわるインドラを襲う。

　蒼あお生いは必死にスラスターを操ってエッジシールドを躱かわし立ち上がる。

　その直後、長方形のエッジシールドが右側から斬り込んでくる。

　インドラのガントレットとドゥルガーのエッジシールドが激突。

　エッジシールドはガントレットに深い亀裂を刻んだ。これではもう、ガントレットに内蔵された電撃剣『ヴァジュラ』は使えないだろう。

　蒼あお生いは転がるようにしてグレイブを拾い上げた。

　龍りゆう一いちは動きの鈍ったマクリールの左腕を無理矢理動かして、ランスを両手で構えた。

　エッジシールドがインドラを、マクリールを襲う。

　推進装置も無しに宙を舞う巨大な刃やいばを、インドラとマクリールは、グレイブで、ランスで、懸命に打ち落とそうとする。

（何だ、この重さは！）

　蒼あお生いと龍りゆう一いちは、心の中で同時に叫んでいた。

　二人はただ、腕力だけでエッジシールドを迎撃しているのではない。

　サイクロニクス機関に力を注ぎ、エッジシールドの慣性を中和しようとしている。

　だが正方形の、長方形の刃やいばは、勢いを失わない。

（何故なぜだ!?）

　蒼あお生いは、心の中で声を振り絞って問う。

（まさか!?）

　龍りゆう一いちは、一つの可能性に思い至り驚きよう愕がくに囚とらわれる。

「慣性制御装置を搭載している!?」

　龍りゆう一いちが受けた衝撃が、言葉になってあふれ出る。

「そんな、不可能だ！　サイクロニクス機関の遠えん隔かく稼か働どうなんて！」

　蒼あお生いは思わず、否定の言葉を吐き出していた。

　サイクロニクス機関を動かす際は、適合者が有線接続でＳＩＭＡシーマを供給しなければならない。

　これはサイクロニクス技術の、絶対的な制約条件だ。

　有線接続が必須だからこそ、ドウルは有人搭乗でなければならないのだ。

「だがこれは！　この重さは、明らかに慣性制御！」

　龍りゆう一いちは蒼あお生いに反論しているのではない。

　信じられないのは彼も同じだ。

　龍りゆう一いちは自分自身に、現実を直視しろと言い聞かせているのだ。
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　二人の迷い、惑いに構わず、ドゥルガーは戦いの調べを歌い上げる。

　エッジシールドがマクリールの左肩に突き刺さり、左腕が切断された。

　サイクロニクス機関は人の象徴形に組み込まれた時、最も効率よく作動する。

　タイタニック・ドウルが人型をしている理由だ。

　この経験則では、手足を一本失うごとに出力が一割低下。

　四肢全てを失うと五割低下。

　頭部を失うと、出力が七割低下し、四肢と頭部を失うと機能をほぼ失う。この場合何故なぜか、最初から人の形をしていない物にサイクロニクス機関を搭載した場合より、効率が低下してしまう。

　マクリールは左腕を失ったことにより、サイクロニクス機関の出力を十パーセント失った。

　ドゥルガーに圧倒されている状況で、これは致命傷に等しい。

「蒼あお生い！　お前だけでも逃げろ！」

　龍りゆう一いちはランス一本を携えて、八枚のエッジシールドが飛び交う中をドゥルガー目掛けて突進した。

　正方形のシールドが高速で回転しながらマクリールに襲い掛かった。龍りゆう一いちはこれをランスで打ち落とそうとしたが、逆にランスが右手からもぎ取られる。

　長方形のシールドが、マクリールの頭上から振り下ろされる。

　龍りゆう一いちは右腕を上げて頭をかばうと共に、左へと機体を逃がす。

　頭部への直撃は避けた。

　だが八メートルの長さを持つエッジシールドは右腕を切り落とし、右足を膝下から破壊した。

　両腕を失ったマクリールは、最も早はや攻撃の術すべも防御の手段も持たない。

　その頭上に、別の長方形シールドが長大な刃やいばとなって落下する。

　今度こそ、避よけられなかった。

　エッジシールドは、マクリールの首下まで食い込んだ。

「龍りゆう一いちさんっ！」

　蒼あお生いが叫んだ直後、コクピットユニットがマクリールの胸から排出される。

　辛かろうじてコクピットユニットと緊急脱出装置は損傷を免まぬかれたようだ。

　蒼あお生いは龍りゆう一いちの救出に向かおうとした。

　だが、インドラも宙を舞うエッジシールドに追い込まれていた。
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　ミスティムーン＝ドゥルガーの本体は先程から一歩も動いていない。

　静かに、超然とたたずむだけだ。

　戦いの歌を奏かなでるだけだ。

　辛かろうじて切断は免まぬかれているが、インドラの両足は深刻なダメージを負っている。

　右足はもう動かない。

　左足も膝関節の装甲を削り取られている。

　右腕は肘の少し先から切断された。腕の半分以上が残っていることで「人形の形を失っていない」と判定されたのかサイクロニクス機関の出力には影響していないが、右腕はもう戦闘の役には立たない。

　左腕につけた大型の盾は余程強固に作ってあるのか、エッジシールドの攻撃によく耐えているが、これも時間の問題だろう。

　女神の仮面が露あらわになって、まだ二分足らず。

　たったそれだけの時間で、マクリールだけでなく、インドラまで破壊されようとしている。

（駄目だ。このままではやられる……！）

（このままやられてしまうのか!?　為なす術すべも無く！）

　心の中で、「理不尽だ！」と蒼あお生いは叫ぶ。

　手も足も出ない、反撃することさえできない、次元が違う力の差に対して。

　自分が玲れい音ねに刃やいばを向け、無様にやられそうになっていることに対して。

　蒼あお生いには、玲れい音ねと敵対する気持ちなど微み塵じんも無かった。

　ただ蒼あお生いは、玲れい音ねに龍りゆう一いちを殺させたくなかっただけなのだ。

（このままやられたら、俺はただの道化じゃないか！）

　──ダメージの許容範囲超過を確認──

　無言で絶叫していた蒼あお生いの目の中に、メッセージが表示された。

　比喩ではない。ヘルメットのバイザーに表示されたものではなく、網膜に直接投影された文字列だ。

　──戦闘続行を不可能と判断──

　──『ヴァジュラ』、使用不能──

　──戦域離脱の手段として、『ヴリトラハン』を選択──

「ヴリトラハン……？」

　蒼あお生いは思わず、そのフレーズを口に出して繰り返す。

　彼に答える声は無い。通信を聞いているはずの玲れい音ねも、インドラも、応えを返さない。

　──『ヴリトラハン』、ロック解除──

　──砲身、展開──
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　インドラの左腕が、ドゥルガーに向けて掲げられた。

　何を察知したのか、ドゥルガーの眼前に正方形のシールドが集まる。

　インドラの左腕に取り付けられた盾の裏側から、長大な砲身が伸びる。

　ドゥルガーのシールドが四枚集まり、八メートル四方の壁となる。

　砲身の展開と壁の構築は、ほとんど同時だった。

　──『ヴリトラハン』、発射──

　蒼あお生いを急激な脱力感が襲った。

　これ程大量のＳＩＭＡシーマを、一度に、強制的に吸い出されたのは初めてだった。

　意識が薄れる。

　霞かすむ視界の中、自分の左腕から眩まばゆい閃せん光こうが放たれたのを蒼あお生いは見た。

　荷電粒子砲『ヴリトラハン』。

　インドラに搭載された実験兵器の一つ。

　束ねられた雷光がエッジシールドの壁にぶち当たる。

　雷光は、壁を破れなかった。

　だが、壁も無傷とはいかなかった。

　宙に浮いていた四枚のシールドが、いきなり支えを失ったように落下する。

　強烈な電位変動に曝さらされてサイクロニクス機関が停止したのだ。

　サイクロニクスはサイキックとエレクトロニクスの合成語。サイクロニクス機関はＳＩＭＡシーマを効率的に照射する為ための電子装備。あくまでも電子回路を内蔵する機械だ。

　無論、ＥＭＰ兵器対策は十分に施されているし、それに加えて玲れい音ねの「遮断」で守られてもいる。だがそれでも、電磁波に特化している蒼あお生いのＥｘＡエクサを、限界以上に引き出したヴリトラハンの一撃を、完全に無効化することはできなかったのである。

　蒼あお生いはドゥルガーに一いつ矢し報いた。

　だが朦もう朧ろうとした彼の意識から、絶望は去らなかった。

　彼が撃ち落としたシールドは四枚。

　残る長方形シールド四枚は何事も無かったように宙を舞っている。

　それに対して、蒼あお生いはもう目を開けていることも難しい状態だ。

　蒼あお生いは覚悟を決めた。

　せめて玲れい音ねに止とどめを刺されるその瞬間まで瞼まぶたを閉じずにおこうと、最後の気力を振り絞る。

　──だが、その瞬間は訪れなかった。

『少尉、それ以上ドゥルガーシステムを使い続けるのは危険だ！』

　その通信は、インドラの操縦席には届いていない。

　玲れい音ねがその命令に返事をしなかったことも、蒼あお生いには分からなかった。

『ドゥルガーシステムを強制停止する』

　しかし、次に起こったことは、蒼あお生いにも見えた。

　突如、エッジシールドが空中で動きを止める。

　ドゥルガーの両肩に取り付けられたフレキシブルバインダーはエッジシールドを放出した後、閉じていた。それが再び、左右に開いた。

　エッジシールドがバインダーに吸い込まれていく。

　樹脂コンクリートの地面に突き刺さっていた正方形のシールドも再び空中に浮き上がり、バインダーに戻る。

　ドゥルガーの顔面装甲が、両側からスライドして閉じる。

　女神の仮面が隠れ、ドゥルガーはミスティムーンに戻った。

（一体……何が……？）

　蒼あお生いが意識を保っていられたのは、ここまでだった。




　ドゥルガーシステムは本来、無重力、微小重力環境の宇宙で使用する武器だ。

　シールドを動かしているのは百パーセント、玲れい音ねの念動。サイクロニクス機関の補助があるとはいえ、機械的な浮揚や推進の補助は一切無い。浮力が働く水中ならともかく、一Ｇの地上ではシールドを浮かせているだけで玲れい音ねに大きな負担となる。

　母艦にシステムの強制停止スイッチが備わっていることも、今回アモン艦長がそれを使用したことも、玲れい音ねの心身がＥｘＡエクサの過剰使用で損なわれないようにする為ためだった。

　自分の為ためとはいえ武器を強制的に奪われた玲れい音ねが、不満を全く覚えていないと言えば噓うそになるだろう。だが、少なくとも表面上、玲れい音ねはそれを口にしなかった。抗議もしなかった。

　ミスティムーンが中型剣を腰に戻す。

　戟げきを両手で構え直し、一歩を踏み出した。

　両膝をついた、インドラへ向けて。

　空の彼方かなたにガルトマンの機影が見える。ようやく視認可能距離内に入ったところか。

　ミスティムーンが更に一歩、インドラへ近づく。

　ガルトマンから赤しやく銅どう色いろの何かが射出された。

　玲れい音ねがミスティムーンの足を止める。

　その「何か」の正体は、機体の目を向ければすぐに分かった。

　赤しやく銅どう色いろのドウル、アイアンメイデンが埠ふ頭とうに近づいてくる。

　派手な噴炎を放って減速したアイアンメイデンは、着陸すると同時に両腰の増設ブースターをパージし、ミスティムーンの許もとへ駆け寄った。

　ミスティムーンの前へ。

　インドラを背にして。

「玲れい音ね、もう止やめて！」

　朱あか理りの叫びが通信機から飛び出す。音量は自動調節されているので大声に顔を顰しかめることはなかったが、玲れい音ねはすぐに反応することもできなかった。

　操縦席で何度か瞬まばたきし、自分の聞き間違いではなかったと確信して、ようやく玲れい音ねは口を開いた。

「朱あか理り。止やめて、とは？　ゲノムスのドウルに対する攻撃を止やめろという意味ですか？」

　玲れい音ねの声は冷たくも鋭くもなく、荒あらぶってもいない。ただ純粋に疑問を表明する声音だ。

「玲れい音ね……何を言っているの？」

　アイアンメイデンの操縦席で、朱あか理りは寒気を覚えた。

　せめてそこに憎しみや狂気があったなら、朱あか理りはこれ程ショックを受けなかっただろう。

　玲れい音ねは当たり前に、インドラを敵と認識している。

「貴女あなたが攻撃しようとしているのはインドラなのよ？　蒼あお生いなのよ!?」

「蒼あお生い君はゲノムスのマクリールをかばい、ＳＯＦＥＡソフイアの機体であるミスティムーンに武器を向けました。蒼あお生い君はゲノムスに寝返ったのです」

　とても残念ですが、と玲れい音ねは小声で付け加えた。

「寝返ったなんて、そんな！　蒼あお生いはゲノムスのドウルをかばったんじゃない。龍りゆう一いちをかばったのよ！　そうでしょう!?」

　玲れい音ねと龍りゆう一いち、蒼あお生いの会話は、朱あか理りにも聞こえていた。磐いわ都と訓練校時代の同じチームの一員として、朱あか理りもアイアンメイデンに四人の間で使っていた暗号通信の復号コードをセットしていた。

「ええ、ゲノムスのドウルマスターになった龍りゆう一いちさんを、ですね」

「玲れい音ね……」

　玲れい音ねは龍りゆう一いちを、もう仲間と思っていない。それが朱あか理りにもよく分かった。

「貴女あなた、マユリさんが龍りゆう一いちに殺されたことを恨んでいるの……？」

「恨む？　戦友を殺されたのです。当然恨みますよ。当たり前の心情でしょう。ですが軍人であればやむを得ないことです。敵は無力化する。無傷で無力化することが難しければ、命を奪う結果になっても仕方が無い。朱あか理り、私たちが乗っているのは兵器なのですよ？　兵器に乗るとは、そういうことです」

　朱あか理りは何も言い返せない。今更玲れい音ねに説明されなくても、タイタニック・ドウルに乗る意味なら朱あか理りにも分かっていた。

　その兵器を味方に向けることが、どんな意味を持っているのかも。

「朱あか理り……。貴女あなたも、私の敵となるのですか？」

「ち、違っ……」

　ミスティムーンが止めていた足を一歩、踏み出した。

　アイアンメイデンはミスティムーンの進路から動かない。だからといって、武器も構えていない。

　ガルトマンから玲れい音ねを制止する言葉も無い。

　ミスティムーンが更に一歩進む。

　しかし玲れい音ねはそこで足を止め、夜空を仰いだ。




　　　◇　◇　◇




「マクリールの信号途絶！」

「操縦席は生きているか!?」

「コクピットユニットの救難信号、確認できます！」

　ナグルの艦橋で切迫した声が飛び交う。この艦は今、ガルトマンと向かい合うコースで、ガルトマンより高高度をマルタ島に急速接近していた。

「グリフィン隊、出撃準備」

『既に出撃準備は整っています』

　ロペス艦長の命令に、グリフィン隊の隊長を務めるウェイが答えを返す。

「格納庫、アサルトグライダーの取り付け状況は？」

『こちら格納庫。取り付け、完了しています！』

　タイタニック・ドウルは、基本的に空を飛べない。陸上、海中、宇宙と幅広い局面で活躍できるドウルだが、有ゆう重じゆう力りよく下かの大気圏内を飛行する能力は、機械的に備わっていない。

　強襲用アサルトグライダーは端的に言えば、ドウルに背負わせる無動力の翼だ。ドウルは背中にスラスターを取り付けている機種が多いので密着するようにはできておらず、背負わせるというより吊つり下さげると表現した方が適切かもしれない。

　グライダーと名が付いているとおり、アサルトグライダーは飛行エンジン付きのドウルキャリアーではない。ドウルをフルに搭載した場合、空宙母艦には大気圏内飛行が可能なキャリアーや戦闘機フアイターを積む余裕が無くなる。

　アサルトグライダーは空宙母艦や輸送機から滑空して敵の拠点を強襲するツール。その作戦行動は一方通行だ。だがウェイの率いるグリフィン隊に、恐れの色は無い。

「グリフィン隊、出撃。目標、ガルトマン」

『グリフィン隊、出撃します』

　黒い翼に吊つり下さげられた黒と灰色の機体が、星明かりの夜空に躍り出す。

　その向かう先はマルタ基地ではなく、空宙母艦ガルトマン。




　　　◇　◇　◇




　闇に紛れる黒い翼で夜空を音も無く滑空するゲノムスのタイタニック・ドウル、グリフィン・ブラックは、その機体色も相あい俟まって地上から肉眼で視認するのは困難だった。

　だが、ドウルの目ならば話は別だ。

　玲れい音ねにつられて夜空に目を向けた朱あか理りも、アイアンメイデンの目を借りてその姿をはっきり捉えた。

「ガルトマンを狙っている？」

　通信機から玲れい音ねの呟つぶやきが聞こえる。朱あか理りに話し掛けたものではなく、明らかに独り言だ。

　ミスティムーンが飛んだのは、その直後だった。

　深く膝を折り、ダイナミックにジャンプする。

　乳白色の小柄なドウルは、そのまま重力を無視して空に向かう。

　炎も無く、音も無い。それはまるで、妖精の飛ひ翔しよう。

　朱あか理りの両肩から、一気に力が抜けた。

　詰めていた息を、大きく吐き出す。

　自分で考えていた以上に、朱あか理りはミスティムーンからプレッシャーを受けていたと自覚した。

「……蒼あお生い、大丈夫？」

　インドラの操縦席に呼び掛ける。

　だが、答えは無い。

「蒼あお生い？　蒼あお生い!?」

　朱あか理りは慌ててインドラに駆け寄った。センサーをコクピットユニットに向け、外から見える損傷が無いことにひとまず胸を撫なで下おろす。

　アイアンメイデンの手で、インドラの操縦席ハッチを慎重に開放する。

　ドウルに人体の診断機能は無いが、センサーを遮る装甲が無ければ、赤外線センサーや指向性パッシブソナー、電磁気センサーなどで人体の状態は相当程度まで詳細に分かる。蒼あお生いの現状はかなり衰弱しているものの、命に別状は無いと分かってすっかり安あん堵どしてしまう。

　朱あか理りは蒼あお生いの無事を確認して、油断してしまった。

　守備隊のギュゲスも展開の早さについて行けていないのか、ようやくマクリールの残骸へ歩み寄りを始める。

　しかし、一足遅かった。

　ゲノムスの作戦にまんまと引っ掛かった、と言えるだろう。

　ミスティムーンが空に上がり、アイアンメイデンは完全に動きを止めている。

　ゆっくりと動き始めたギュゲスの前に、

　海から、

　グリフォン改かいの一隊が姿を見せた。

　朱あか理りは慌てて機体を上陸したグリフォン改かいへ向けた。

　だがグリフォン改かいからの攻撃は無かった。

　四機のグリフォン改かいの内の一機がマクリールから排出されたコクピットユニットを摑つかみ上あげ、海へと飛び込む。

　残る三機が弾幕を張ってこれを援護。

　朱あか理りはハッチが開いたインドラの前に立って蒼あお生いをかばうのに手一杯だ。

　ギュゲスから反撃のガンジャベリンが放たれるが、グリフォン改かいに対する決定打にはならない。

　弾を撃ち尽くしたグリフォン改かいが、一斉に海へ飛び込む。

　朱あか理りはアイアンメイデンを駆って水みず際ぎわまで進んだ。

　海をのぞき込んでも、既に機影は無い。

　彼女たちは龍りゆう一いちを確保する寸前で、まんまと取り返されてしまった。




　　　◇　◇　◇




「本当にここまで飛び上がっただと!?　化け物め！」

　ウェイの口から思わず呪じゆ詛そが漏れる。

　対海面高度、約二百メートル。

　ガルトマンはマルタ島沖への着水態勢に入っている。だからここまで高度を下げているのだが、それでもジャンプして届く高さではない。いくらドウルが、スラスターの補助を使ったとしても。ここは一Ｇの重力下なのだ。

　その、スラスターを全開にしても届かない空に噴炎の片影も見せず到達し、そればかりか一切の噴射炎、排気音無く空中に留とどまっている。

　ミスティムーンはガルトマンを背にかばって、ウェイたちの進路上に浮かんでいる。

　いや、立っている。

「全機、グライダーをパージ！」

　ウェイの命令により四機のグリフィン・ブラックがグライダーを切り離し、スラスターに点火せず落下を始めた。

　何の戦闘行動も取らず、自ら海へ落ちていく。

　これには玲れい音ねも意表を突かれた。

　追い掛けて仕留めるか、更なる奇襲に備えるか。

　迷っている間に、グリフィン・ブラックは海面に没する。

『ウォード少尉、艦上に着艦せよ』

　そこへアモン艦長から通信が入った。

　艦への帰還を命じるものではない。この段階で着艦オペレーションを行うと、降下を中断しなければならなくなる。

　艦上に着艦とは文字通り、空宙母艦の背中に乗れということだ。他のドウルは宇宙空間でもなければそんなことはしない。だがミスティムーンにとっては珍しい指図ではなかった。

『貴官は今回の戦闘でＥｘＡエクサを使いすぎている。負担を減らし、次の作戦行動に備えよ』

「了解しました」

　気を遣われていることが理解できない玲れい音ねではない。

　また、作戦上も合理的な命令だ。

　玲れい音ねは大人しく、高度を下げるガルトマンの胴体にミスティムーンの膝をつかせた。

　増加するはずの空気抵抗は、気体分子運動制御の膜でごくわずかに抑えられていた。

　ナグルが前方上空で旋回する。

　ガルトマンにはナグルを追跡する選択肢もあった。

　ミスティムーンで撃墜することも不可能ではなかった。

　だがアモンは、インドラとそのドウルマスターの確保を優先した。
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　瞼まぶたを開けた瞬間は、まだ意識が十分に覚醒していなかった。

　ここが何処どこで、自分が誰なのか分からない。

　寄る辺を失った恐怖が、忘却の淵ふちに沈んだ記憶を急速に浮上させる。

「龍りゆう一いち、気がついた……？」

「シアか……」

　自分の顔をのぞき込んでいる若い女性が誰なのか、それも自分の名前と共に思い出した。

　自分の名は如月きさらぎ龍りゆう一いち。

　彼女はフェリシア＝リン。愛称はシア。空宙母艦ナグルの総合オペレーター。

「ここは、ナグルの中か……？」

　龍りゆう一いちが身体からだを起こしながらシアに訊たずねる。

　シアは彼を押しとどめるような仕し種ぐさを見せたが、龍りゆう一いちを無理に寝かせることはしなかった。

「ええ、そうよ。ここはナグルの中。現在、エジプト沖海底付近をスエズ人工海峡へ向かっているところ」

「俺は……どれくらい、寝ていた？」

「まだ半日も経たっていないわ」

「そうか……」

　ベッドに座ったまま、龍りゆう一いちが項うな垂だれる。

「蒼あお生いは……どうなった？」

「マルタ基地に捕らえられていると思う。しっかり確認するだけの余裕は無かったけど」

　シアの口調は歯切れが悪かった。そこには自分たちの力不足を恥じるようなニュアンスも窺うかがわれた。

「仕方が無い。俺もあの体たらくだった」

　龍りゆう一いちが目を伏せたまま、自嘲気味に笑う。

「こんなことではルドラに勝つなど、夢のまた夢だな……」

「そんなことはない」

　いきなりキャビンに入ってくるなり、会話に割り込む声。

「ドクター……。貴方あなたもこちらにいらしていたんですか」

　その声は、オブライエンのものだった。

「モビィ・ディックは所在を連盟に捕捉されてしまったからね。今頃は派手に囮おとりを務めてくれているはずだ」

　モビィ・ディックが連盟に発見されたのはインドラを発進させる為ために隠おん密みつ性せいを犠牲にしたからだが、龍りゆう一いちはその詳しい経緯を知らない。だが自分に援軍を出す為ためだろうということは、言われなくても分かった。

「連盟軍もモビィ・ディックを撃沈してクルーを皆殺しにするような真似まねはしないだろう。気にすることは無い。ミスティムーンに敗れたことも」

「しかし俺に課せられた役目は、連盟軍最強のルドラを倒して、連盟の威信を低下させることでしょう？」

　龍りゆう一いちが顔を上げて、オブライエンに反論する。彼の表情は、オブライエンに食って掛かるというより自分を責めているようだった。

「でもこんなことでは、ルドラには勝てない」

　龍りゆう一いちは再び俯うつむいて、弱音を吐き捨てる。

「それは違う」

　オブライエンの声に、慰めの優しさは無かった。

　ただ誤りを指摘するような言い方だった。

「ミスティムーンに敗れたからといって、ルドラに勝てないということにはならない。何故なぜなら連盟軍最強のタイタニック・ドウルは、ルドラではなくミスティムーン、いや、ドゥルガーだからだ」

「ドゥルガー？」

　龍りゆう一いちは通信機越しに聞いた玲れい音ねの言葉を思い出した。

　玲れい音ねは確かに、「ドゥルガー」というコマンドを口にしていた。

「連盟軍はＳＩＭＡシーマ指数計測不能のエクサー、玲れい音ね＝ウォード＝高たか城じよう少尉の全力を受け止めることができる機体を造れなかった」

「計測不能……？」

　呆ぼう然ぜんと呟つぶやいたのは龍りゆう一いちだけではない。シアもまた、打ちのめされたように呻うめいていた。

「短い、限られた時間だけでも彼女の力をフルに活用できるようにと、サラが考え出した苦肉の策が、あのドゥルガー形態。敢あえて大量の力を無駄に使うことで、機械に対する負荷を軽減するシステムだ。マスターの力を可能な限り効率的に発揮するというドウルの基本思想とは、まさしく正反対の邪道だな」

　オブライエンは苦々しい表情でパテルを罵った。もしかしたら彼は、パテルのそういうところを、どうしても認められなかったのかもしれない。

「玲れい音ね＝ウォードはイレギュラー、いや、ジョーカーだ。邪道であろうと測定不能の力が戦闘に投入されれば、その威力は絶大。ドゥルガーが投入されれば、稼か働どう可能な短時間の内に戦場の趨すう勢せいは決する。ルドラであろうと、あれには勝てない」

「しかし……」

　龍りゆう一いちが何を言いたかったのかは分からない。

「あれに勝てないのは仕方が無い」

　彼の反論は、オブライエンの言葉に押し潰された。

「ドゥルガーの強さは、連盟の技術力によるものでもドウルマスターの操縦テクニックによるものでもない。玲れい音ね＝ウォード＝高たか城じようという個人の、極めて異常な能力によるものだ。連盟の首脳部も、彼女の力を恐れている。極めて個人的な力であるが故に、何時いつそれが自分たちを脅おびやかさないとも限らないからだ」

　玲れい音ねの優しげな容貌と控えめな性格が龍りゆう一いちの脳裏に蘇よみがえる。

　無いな、と彼は思った。

　玲れい音ねが反旗を翻ひるがえすなどあり得ない。それこそ、連盟が彼女を無実の罪で謀殺しようとでもしない限り。

「だから連盟は玲れい音ね＝ウォードを軍の象徴とはしない。彼らが認める連盟軍最強のドウルはルドラであり、最強のドウルマスターはボルジギン＝バートリーン＝ドルジなのだ」

「……つまりミスティムーンがルドラよりも強いという事実とは無関係に、ルドラを倒せば連盟軍の士気を挫くじくことができるというわけですか？」

「そうだ」

　気を取り直して質問したシアに、オブライエンが頷うなずく。

「龍りゆう一いち君。君の為なすべきことに変更は無い。君はフジャイラ基地で『マナナン・マクリル』を受け取り、ルドラを倒す。君もそれを望んでゲノムスの一員になったはずだ」

「──仰おつしやるとおりです」

　オブライエンの言葉を無言で聞いていた龍りゆう一いちが、正面の一点をじっと見詰めたまま、顔を動かさずに応えた。

「俺はルドラを倒す為ために、ゲノムスのメンバーになりました。ゲノムスも俺にそれを求めるのであれば、俺はその任を果たします」

　龍りゆう一いちの視線は動かない。

　彼が見詰めている先には、誰もいない。ただ飾り気の無い壁があるだけだった。




　オブライエンが去った後も、龍りゆう一いちは目を壁に向けたままだった。

　そんな彼を、部屋に残ったシアが眉を曇らせて見詰めている。

　不意に、龍りゆう一いちがシアへ顔を向けた。

　シアの胸の中で、心臓がいきなり暴れ出す。

「そう言えば、シアの用事は何だったんだ？」

　シアは動揺を、何とか顔の皮膚の下に押し込めた。

「私は、龍りゆう一いちの様子を見に来ただけだったんだけど……龍りゆう一いち、大丈夫？」

　自分の声が少しかすれているのをシアは自覚した。

　幸い龍りゆう一いちは気付かなかった。いや、気にしなかった。

「正直に言えば、結構怠だるい感じだ。多分、肉体的な疲れより精神的なダメージの割合が高いと思う」

「……やっぱり、ショックだった？」

　この質問を口にして良いいのかどうか、シアはかなり迷った。だが彼女は結局、訊きいてみることにした。

　興味本位ではない。龍りゆう一いちにとっても、避けて通れないことだと考えたからだ。

　オブライエンの理屈に、龍りゆう一いちは一応納得していた。

　だがシアには、それが本心からのものとは思えなかった。

　ミスティムーンに負けたことが、ルドラと相対した時、迷いや焦あせりとなって龍りゆう一いちの足を掬すくわないとも限らない。

　ルドラを倒しても、ミスティムーンに負けたままでは意味が無いのではないかという迷い。

　ルドラを倒して、次こそミスティムーンを倒すという気負い。

　そんな気持ちを懐いだいていては勝てる勝負も勝てなくなると、シアは感じていたのだ。

「それは、ショックだったさ。当然だろう？」

　頷うなずく龍りゆう一いちの口調と態度は率直なもので、変なトラウマになっているようには見えない。

　シアは少しホッとした。

「龍りゆう一いち、その、ルドラに雪辱戦を挑むのであれば、ミスティムーンと再戦する機会は無いと思うんだけど……」

「それは仕方が無い」

「……ちゃんと納得してる？」

　この問い掛けに、龍りゆう一いちは腑ふに落ちたという顔で小さく笑う。

「二に兎とを追う者は一いつ兎とをも得ず。二つのスツールに同時に座ろうとすれば尻餅をつく。ルドラとミスティムーンの両方を追い掛けることはできないということくらい理解している。どちらに雪辱したいかであれば、断然ルドラだ」

「そう……だったら良いいの」

　シアも眉を開いて笑みを浮かべた。

　シアの顔から憂いが消えて、龍りゆう一いちは少し気を抜いてしまったのだろう。

「それに、ミスティムーンとはもう戦いたくないという気持ちもある」

　聞く者によっては戦意喪失とも取れる不用意な発言を口にしてしまう。

「どういうこと？」

　シアも聞き流すことはできなかった。

「ミスティムーンのドウルマスター、玲れい音ねは、磐いわ都と訓練校で同じチームだったんだ」

　龍りゆう一いちは自分の発言が不適切なものだと気付いていない。彼はシアの質問に、気安く答えた。

「確かに操縦技術は抜群だったが、気性は軍にいるのが不思議なくらい優しかった。本音を言えば、彼女とはもう戦いたくないな」

「……その子のことが好きだったの？」

　シアの声は温度がグッと下がっている。だがシア本人はそれに気付いていないし、龍りゆう一いちは質問された内容に意識を奪われて気に掛けている余裕が無かった。

「いやいやいや、違う違う違う！　恋とか愛とかそんなんじゃない！　玲れい音ねはファーマンの生き残りなんだ！」

「えっ……？」

　シアも「ファーマンの悲劇」のことは知っている。あの事件はゲノムスにとっても、忘れられない汚点だ。

「俺が磐いわ都と訓練校を離れる直前、彼女はあの事件の後遺症で発作を起こしたんだ。玲れい音ねが今日みたいに戦えるとは知らなかったが、あの彼女らしくない冷酷な敵意は『ファーマンの悲劇』が植え付けた精神的な後遺症によるものじゃないかと思う。玲れい音ねは多分、俺たちゲノムスと戦う度に、あの事件を思い出している。それは、残酷なことだ」

「……だから、戦いたくないの？　それだけ？」

「もちろんだ！」

　龍りゆう一いちは必要以上に力強く頷うなずいた。

「そう……。変なことを言ってごめんなさい」

「いや、分かってもらえたのならそれで良いい」

　龍りゆう一いちの中には、玲れい音ねのプライバシーを勝手に喋しやべってしまったことへの罪悪感もあったが、それ以上に誤解が解けて彼は安心していた。

　惨ざん敗ぱいのショックは、本人の気付かぬ内に、龍りゆう一いちの中で過去のものとなっていた。




　　　◇　◇　◇




　蒼あお生いが覚醒したのは、ナグルで目を覚ました龍りゆう一いちよりも後だった。この違いは個人差によるものというより、受けたダメージの程度によるものだ。インドラのシステムは今回も蒼あお生いに重すぎる負担を与え、彼を昏こん睡すいの一歩手前にまで追い込んでいた。

　蒼あお生いが薄うつすらと瞼まぶたを開ひらく。

「蒼あお生い、目が覚めた？」

　まず目に入ったのは、自分を見て安あん堵どの笑みを浮かべている姉の顔。

「姉さん……。ここは？」

　そして、灰色の壁と天井。

　窓の外は明るい。

　その窓には、鉄てつ格ごう子しがはまっていた。

「マルタ島の開発機構軍基地。蒼あお生いは半日以上眠っていたのよ……」

　朱あか理りが泣き出しそうな顔で笑う。

　その表情を見て、蒼あお生いは自分が何をしたのかはっきりと思い出した。

「姉さん、その……ゴメン。ここは独房？」

「バカね。病室よ」

　小さな子供の頃は「バカね」の後に拳が飛んできた。

　その時の条件反射的行動で、蒼あお生いは思わず首を竦すくめる。

　だが朱あか理りは「仕様が無い子ね」という笑みを蒼あお生いに向けるだけだった。
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「窓の鉄てつ格ごう子しは逃亡阻止用じゃなくて脱走防止用。入院するようなダメージを負った兵士は精神が不安定になっているからね。……蒼あお生い」

　朱あか理りの顔から笑みが消え、痛ましげな眼まな差ざしが残った。

「何であんなことをしたの？　独房に入れられるような真似まねだったって、自分でも分かっているんでしょう？」

「……ゴメン」

「謝って欲しいわけじゃない。それより、理由を聞かせて」

　朱あか理りがじっと蒼あお生いを見詰める。

「分かったよ」

　蒼あお生いが早々に頷うなずいたのは、朱あか理りの眼まな差ざしに屈したからではなかった。

　彼には最初から、隠すつもりが無かった。

「でもその前に……」

「なに？」

　口ごもった蒼あお生いに、朱あか理りが続きを促す。

「……玲れい音ねさんに、謝らせて欲しい。それから、玲れい音ねさんとパテル先生にも聞いて欲しいんだ」

「分かった。連れてくる」

　朱あか理りは蒼あお生いの頼みを二つ返事で引き受けた。




　朱あか理り、パテルに続き、最後に入室した玲れい音ねは、硬い表情をしていた。

　いや、「冷たい」と表現した方が適切かもしれない。

　玲れい音ねの表情を見て、蒼あお生いは一瞬、怯ひるんでしまう。だが彼はすぐ自分に活を入れて、まずベッドから立ち上がった。

「あの、玲れい音ねさん」

「何でしょうか」

　無視はされなかったが、玲れい音ねの声は今までに聞いたことの無い無機的なものだ。

「さっきは、その」

　挫くじけてしまいそうになる心を懸命に奮い立たせて、

「すみませんでした！」

　蒼あお生いは勢いよく頭を下げた。

「…………」

　玲れい音ねは硬い表情と冷たい眼まな差ざしで、何も言わず蒼あお生いを見詰めている。

　玲れい音ねが謝罪を拒めば言い訳もできるが、無言を通されると蒼あお生いは顔を上げることもできない。この状態は、蛇の生殺しだ。

「レニー。何とか言ってあげたらどうだ？」

　見ていられなかったのだろう。パテルがそう、口を挿はさんだ。

　パテルに執とり成なされては、玲れい音ねも意地を張ってはいられない。

「……蒼あお生い君、顔を上げてください」

　蒼あお生いは、その一言だけでは、顔を上げなかった。

　玲れい音ねは小さなため息を漏らした。

「……謝罪を受うけ容いれます。だから顔を上げてください」

　蒼あお生いが恐る恐る身体からだを起こす。

　玲れい音ねは、苦笑い気味ではあったが、笑っていた。

　蒼あお生いの顔から一気に緊張が抜ける。

　だがそれは少々気が早すぎた。

「でも、今回だけです。二度目はありません」

「はい！　二度としません！」

　蒼あお生いは背筋をピンと伸ばして、鯱しやちほこ張ばった口調で誓った。

　その必死な態度は、大真面目であることは分かるのだが何処どこかコミカルで、笑ってはいけないと思いつつ朱あか理りはつい失笑してしまう。

　玲れい音ねとパテルが朱あか理りにつられて唇をほころばせ、室内の空気がようやく緩んだ。




　蒼あお生いがベッドに腰を下ろす。他の三人は室内のあちこちから椅子を持ち寄って座り、蒼あお生いに目を向けた。

「じゃあ、話して」

　口火を切ったのは、朱あか理りだった。

「龍りゆう一いちさんがマクリールのマスターだから……というだけの理由ではないのでしょう？」

「オブライエンの奴やつから、何か開発機構に敵対したくなるような話を吹き込まれたのではないか？」

　玲れい音ねに続いて、パテルが問う。

「ドクターがモビィ・ディックに乗っていたことをご存じなんですか？」

　パテルの指摘に、蒼あお生いは驚きを隠せなかった。

「ドクターというのはオブライエンで、モビィ・ディックというのは、ゲノムスの潜水艦の名前だね？　そこにはショーン＝オブライエンが乗っていて、蒼あお生い君はあの男から何かを聞かされた。そうだね？」

　パテルは蒼あお生いの反応を肯定の返事と見み做なして、更に質問を重ねる。

　彼女の推測はここまで事実のとおりだった。

「……はい。太陽系開発機構とゲノムスの本当の役割について、ドクター・オブライエンから話を聞きました」

　蒼あお生いが一瞬口ごもったのは、迷いがあったからだ。蒼あお生いはオブライエンから口止めを受けなかった。オブライエンが語ったゲノムスの「真実」について、秘密にするよう求められなかった。むしろオブライエンは、連盟とゲノムスの真の関係が蒼あお生いの口から広まるのを期待しているような素振りさえあった。少なくとも蒼あお生いはそう感じている。

　オブライエンが真実を語っているとは限らない。もしかしたらＳＯＦＥＡソフイア内部に、連盟に対する不信感をばらまく為ための情報工作かもしれない。その可能性も蒼あお生いは疑っていた。

「本当の役割？」

「はい。ドクターが言うには、ゲノムスはテュラノスと呼ばれるポリス連合の支配者が、太陽系開発機構の腐敗を予防する為ために作った装置なのだそうです」

　しかし結局、蒼あお生いは全て正直に話すことにした。世界政治に関して、自分が持っている知識は余りにも乏しい、という自覚が蒼あお生いにはある。真実なのか虚偽なのか、自分の不十分な知識では判断できない。それより聞いたことを全部伝えて、パテルやアモンやその他事情を知っていそうな大人に判断を委ねる方が良いいと蒼あお生いは考えたのだ。

「テュラノス？　なんなの、それ」

　朱あか理りの質問に、蒼あお生いは記憶を掘り起こした。

「特に有力な七つのポリスの血族的支配者で形成された、世界中のポリスを裏から操る組織……らしいよ」

「黒幕ってこと？」

「ドクターはそう言ってた」

　朱あか理りの端的な理解に蒼あお生いが首を縦に振る。彼にとっても、そちらの方が理り解かいし易やすかった。

「七つのポリスで、世界中のポリスの政治を支配する……そんなことが可能なのでしょうか？」

「そうだね、ありえないことじゃない」

　玲れい音ねに意見を求められたパテルは、余り驚いた様子も無く頷うなずいた。

「知ってのとおり、太陽系開発機構理事会は二十四都市の代表で構成されている。ポリスの総数百二十一に対して二十四都市だ。しかもその顔ぶれは固定されている。残る九十七都市は開発機構の運営に関与できない」

　理解度を確かめるようにパテルが三人の顔を順番に見回す。

　朱あか理りが少し自信無さそうな顔をしていたが、パテルはそのまま説明を続けた。

「理事会は各ポリスに割り当てられる地下資源の量を決定している。核融合炉と環境循環システムにより水、食料、エネルギーを自給できるポリスにとって、鉱物資源の供給量は経済活動の水準を決定づけるファクターだからね。理事会は各ポリスの運営に大きな影響力を持っている」

「理事会が世界中のポリスを支配しているということですか？」

「絶対的な支配権を持っているわけではないよ。余り無茶なことをすると理事会に参加できない九十七都市の反発を招いて開発機構そのものが空中分解してしまうし、二十四都市という理事会のメンバー数は、内部の意思を統一し続けるには多すぎる。相手の顔色を窺うかがいながら自分の取り分をなるべく多くする、という面は民主主義と変わらない」

　朱あか理りの言葉を、パテルは条件付きで否定した。

「……二十四都市では多すぎる。でも七都市ならば、意思の統一も可能……ということでしょうか？」

「そのとおり」

　玲れい音ねの意見に、パテルは我が意を得たりと破顔した。

「二十四都市の意思を一つに保ち続けるのは難しい。他の九十七都市は、その不一致につけ込むことができる。だが七都市程度の少数、しかもその代表が血族的実権者に限られているのであれば、意思を統一し続けるのはそれ程難しくない。残る十七都市は足並みの不一致故に、一つに纏まとまっている七都市の手玉に取られている、という状況は容易に想像できるな」

「他のポリスは、そのテュ、テュラノス？　とかいう連中に対抗する為ため、手を組もうとは思わないんですか？　ほら、共通の敵は味方を作る、って言うじゃないですか」

「そのテュラノスとやらいう七都市同盟の存在を知っていれば、対抗して結束しようという動きも出てくるだろうね。だが知らなければ、小さな対立を捨てて手を結ぼうという気も起こらない。同盟の存在を秘密にしておくことが、黒幕の地位を保つ秘ひ訣けつなのだろう」

　パテルの答えを聞いて、朱あか理りは取とり敢あえず納得したようだ。

　それ以上朱あか理りからも玲れい音ねからも疑問の声が上がらないのを見て、今度はパテルが蒼あお生いに問い掛けた。

「ゲノムスが開発機構の腐敗を予防する為ための組織というのはどういう意味だろう？　オブライエンからもう少し詳しい説明を聞いていないかな？」

「ドクターはゲノムスが軍事的な敵対勢力として活動することで、開発機構内部に緊張感が保たれ腐敗の蔓まん延えんを防止できると言っていました」

「外部から適度なストレスを与えることで、内部の権力抗争に歯止めを掛けるというわけか。それで、ゲノムスを作ったのもテュラノスだと言ったんだね？」

「はい。そしてそのことを知っているのはドクターと、ゲノムスの首領だけだとも」

「ゲノムスの首領というと、プルトンか。察するところ、プルトンはテュラノスの下僕なのだな」

「そこまでは……聞いていません」

「そうか。他に何か聞いていないかね」

　蒼あお生いの目に、先程より強い迷いが浮かぶ。

「……新規ポリスの建設を止めているのは、テュラノスだそうです」

　しかし彼は結局、話を続けることを選んだ。

「世界の経済力は、新しいポリスを建設できる段階まで復興している。だが地下資源を巡る破滅的な内戦の再発を防ぐ為ため、現在ポリスに住んでいる九億人以外は貧しいままにしておくのがテュラノスの政策だとドクターは言っていました」

「──何ですって？」

　それを聞いて、朱あか理りが怒りに燃える瞳を蒼あお生いに向ける。

「もっと豊かになる余地があるのに、貧困を強制しているというの？」

「俺だってまだ信じられないさ！」

　低い声で蒼あお生いを問い詰めた朱あか理りだったが、突如蒼あお生いの、感情が振り切れたような叫びを浴びて、その迫力に言葉の続きを口にできなくなった。

「飢えるのも寒いのも薬が足りないのも、こんな時代だから仕方が無いって思ってた！　ポリスにも養える人数に限界があって、だからといってポリスから薬や食料や服を奪おうにも力ちから尽ずくじゃ敵かないっこないから諦めていた！　せめて、手に入る物を分け合って生きていこうって自分を納得させてた！　なのに本当は、限界じゃなかったなんて！」

　蒼あお生いのセリフが途切れたのは、歯を食いしばってこみ上げてきた嗚お咽えつを吞のみ込こんだからだった。

　俯うつむき、固く握った両手を震わせながら、蒼あお生いが声を絞り出す。

「新しいポリスじゃなくても構わなかったんだ！　立派な市壁なんかなくても、発電所や工場を建ててくれるだけで大勢の人が助かったんだ！　タクさんもハジメさんもスミさんもゴローもユーコも……みんな、死なずに済んだかもしれないのに！」

　蒼あお生いが口にした名前に、朱あか理りも顔を曇らせた。それらは皆、彼女たち姉弟きようだいが西から小お田だ原わらに流れ着く途中で、永久とわの別れを告げなければならなかった友人の名だ。

「それが全部、一握りの権力者が企たくらんだことだったなんて……！」

「…………」

　朱あか理りは弟に、何も声を掛けられなかった。

「蒼あお生い君……」

「玲れい音ねさん、俺、本当はゲノムスに入るつもりだったんです」

　自分の名を呼んだ玲れい音ねの顔を見ずに、蒼あお生いはポツリとそう漏らした。

「ＳＯＦＥＡソフイアにスカウトされる前までは。姉さんに迷惑が掛かるから思おもい止とどまっていましたけど、もし姉さんに万が一のことがあれば、俺は……」

　ゲノムスに入りたかった、と聞いても、玲れい音ねは怒らなかった。

「……ポリスが憎かったんですか？」

「理不尽だ、と思っていました。同じ人間なのに、壁の内側と外側で、その暮らしは全く違う。そして壁の外側の俺たちには、どうすれば内側に行けるのかすらも分からなかった。何をすれば這はい上あがれるのかも、良く分からなかったんです」

「蒼あお生い、それは」

「姉さん、結局ポリスからのスカウトは来なかったじゃないか」

　口を挿はさもうとする朱あか理りに、蒼あお生いは続きを言わせなかった。

「スカウトしてくれたのはＳＯＦＥＡソフイアで、それも偶然、俺のＳＩＭＡシーマ指数を観測していたからだ。ドウルマスターとしてどんなに実績を積んでも、姉さんが期待したようなポリスからの誘いは来なかった」

「だから、ポリスが富を独占する世界を壊したかったのですか？」

　玲れい音ねの問い掛けに対する蒼あお生いの答えは、「はい」でも「いいえ」でもなく、

「……分かりません」

　だった。

「俺はゲノムスの一員になりたいと思っていましたが、そんな日が来ることは望んでいませんでした。だって、俺がゲノムスに入るのは、姉さんにもしものことがあった時だと決めていましたから」

「蒼あお生い、あんた……」

「姉さんが死んでしまうなんて、考えたくもなかったし、それは今でも同じだよ。でも俺たちには、確実な明日なんて無かっただろう？」

　蒼あお生いが浮かべた自嘲の笑みに、朱あか理りは何も言えなくなってしまう。

　蒼あお生いは顔の向きを変え、玲れい音ねと視線を合わせた。

「ゲノムスのメンバーになって何をしたかったのか。壊したかったのか、奪いたかったのか。磐いわ都と訓練校に入学する前の俺が何を考えていたのか、もう自分でも分かりません」

　蒼あお生いの目が、憎ぞう悪おと殺意に濁る。

「今の俺は、テュラノスが憎くてたまらない！　テュラノスが作ったゲノムスも連盟もまっぴらゴメンだ！　テュラノスの奴やつらを、皆殺しにしてやりたい！　……そう思ってます」

「取とり敢あえず、君にゲノムス加入の意思が無いことを確かめられて良かったよ」

　蒼あお生いの暗い情念で重くなった空気が、パテルの一言でさらりと押し流された。

「テュラノスの件は、当面ここだけの話にしておいた方が良いいだろう。ただアモン大佐には伝えておきたい。蒼あお生い君、構わないかい？」

「あ、はい」

　自分が吐いた呪いの言葉をあっさりいなされて、蒼あお生いは憑つき物ものが落ちた表情で頷うなずいた。
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　太陽系開発機構本部ビルの地下にあるテュラノス専用会議室のドアが一週間と経たたない内に再び開かれるのは、かなり異例のことだった。

　今日この場に集まっているのは七人。ニューヨーク、ロサンゼルス、ロンドン、モスクワ、上シヤン海ハイ、デリー、イスタンブール各ポリスの実質的な支配者たち。

　今日はゲノムスの首領、プルトンはいない。机の配置も円環だ。

「お互いに忙しい身だ。手短に進めよう」

　口火を切ったのはシニョーレ・ニューヨークだった。

「ナグルがスエズを通過したようだな」

　シニョーレ・モスクワがそれに応えた。

「予定が少し変わりましたね」

「この程度の変更は問題あるまい」

　シニョーラ・ロンドンに続き、シニョーレ・上シヤン海ハイが意見を述べる。

「そうだな。如月きさらぎ龍りゆう一いちは明日にもフジャイラ基地に到着する。そこでマナナン・マクリルを受け取るだろう」

「ゲノムスにマナナン・マクリルを持たせて良いいのですか？　あの機体はおそらく、エクサー専用機に匹敵すると思いますが」

　シニョーレ・イスタンブールのセリフを受けて、シニョーラ・デリーが問題を提起した。

「良くはない。ゲノムスの目的に反する。だが、取り上げるわけにもいくまい。構成員はゲノムスが太陽系開発機構を打倒する為ための組織だと信じているのだから」

「では、ＳＯＦＥＡソフイアの手で破壊させてはどうだ」

　シニョーレ・ロサンゼルスの消極論に、ニューヨークが解決策を提案した。

「ＳＯＦＥＡソフイアの空宙母艦に、ナグルを襲撃させるのですか？」

「ナグルを失うのは惜しいが、これ以上ＳＯＦＥＡソフイアが敗れるようなことがあれば本物の反ポリス軍事勢力を勢いづかせることになる」

「ナグルの代わりは、また造れば良いいだろう。それで、具体的にはどの艦を差し向ける？」

「グリンブルとガルトマンで良いいのではないか？」

　上シヤン海ハイの問い掛けに答えたのは、発案者のニューヨークではなくモスクワだった。

「二艦で同時に攻撃させるのですか？」

　デリーが少し驚いた表情で問い返す。

「マナナン・マクリルの出力は少なく見積もってマクリールの一・二倍だ。ヴァルナの轍てつを踏まない為ために、確実を期すべきだ」

「そうだな。過剰戦力の方が、番狂わせよりまだ良いい」

　モスクワの言葉に、ニューヨークが頷うなずく。

「ナグルを墜おとすのであれば、衛星データのフィルタリングを解除する必要があると思いますが……何時いつの時点にしましょうか？」

　ナグルのステルス性は、地球と衛星軌道を監視している全ての衛星のデータからナグルに関する情報を取り除く、フィルタリングプログラムによって成り立っている。そのプログラムを管理しているのはテュラノス直属の技術者グループだった。

「フィルタリングの解除は必要あるまい。フジャイラ基地を攻撃させれば良いい」

「少々もったいない気もするが……」

「いや、あの拠点は充実しすぎている。マナナン・マクリルのような高性能ドウルを開発する能力は、ゲノムスに持たせておくべきものではない」

「──そうだな」

「賛成だ」

「ＳＯＦＥＡソフイアに対する指示はどうする？」

「グリンブルとガルトマンにフジャイラ基地攻撃を命じるよう手配しておくだけで良いいだろう。この件で他に意見はないか？」

　ニューヨークの問い掛けに応じる声は上がらなかった。

「では、本日の本題に入ろうか」

　ニューヨークのセリフに、他の六人が頷うなずく。ナグルとマナナン・マクリルの撃墜は、彼らにとって副次的な問題でしかなかった。

「昨晩、いや、暦の上では今日になるか。マルタ島で行われた戦闘の詳細はあらかじめ見てもらっていると思う」

「ドゥルガーの件だな」

「そうだ」

　モスクワの発言に、ニューヨークが頷うなずきを返す。

「あの力は脅威だ」

「賛成です。ＳＯＦＥＡソフイアのエクサーは世界秩序を維持する為ための抑止力ですが、限度というものがあります」

「しかし、玲れい音ね＝ウォード少尉にはわずか三年の間に、多くの叛はん乱らんを鎮圧した実績があります。思想的にも、ゲノムスに対する過度の敵意が見られる以外は問題ありません。排除するのは早計では？」

　上シヤン海ハイとロンドンの脅威論に対して、デリーが慎重論を唱えた。

「通常の叛はん乱らんならば、ウォード少尉でなくても対処可能だ。我々が黙認しない限り、マクリールのように強力な機体が叛はん乱らん勢せい力りよくに提供されることも無い」

「他方、ウォード少尉とドゥルガーが叛はん乱らん勢せい力りよくに身を投じたならば、鎮圧には大きな犠牲が必要となる」

「ウォード少尉単身でも、決して甘く見ることはできないぞ。タイタニック・ドウルは結局のところ、サイクロニクス機関の容いれ物ものだからな。ＳＩＭＡシーマ指数計測不能などという馬鹿げた力を持つ化け物ならば、まともなサイクロニクス技術者さえいれば、古い機体でも最新鋭機を上回るパフォーマンスを発揮するかもしれない」

「反主流派のポリスに保護されるようなことになれば、極めて厄介だ」

　だが、デリーの慎重論に賛成する者はいなかった。

「では、ウォード少尉は処分するということで構わないだろうか」

「賛成です」

「仕方あるまい」

　ニューヨークの提案に、次々と賛同の声が上がる。

「シニョーラ・デリー、それで構わないな？」

「……やむを得ません」

　そして議題は、具体的な処分方法に移った。
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　アモン艦長がパテルからテュラノスについての話を聞いたのは、夕食後のことだった。

　場所はガルトマンの艦長室だ。パテルから「秘密が守れる場所」という条件をつけられたので、アモンは全艦の通信機能を封鎖した上で、スタンドアロンの防ぼう諜ちよう装そう置ちを勝手に追加した自分の部屋に招いたのである。

　太陽系開発機構とゲノムスが同じ黒幕の支配下にあると聞いても、アモンは驚きを表しはしなかった。

「その話に信しん憑ぴよう性せいはあるのか？」

　パテルの話を聞き終えて彼が最初に発したセリフは、この質問だった。

「私はあると思っている。残念ながら証拠は無いが」

「そうか。それでパテル技術少佐、貴官は私に何をさせたい？」

「私はね、大佐。世界が少数のポリスに支配されていても、別に構わないんだ。開発機構軍とゲノムスの茶番で無駄な血が流れているのは気に食わないが、それさえなければ好きにしてもらって良いいと思っている。ポリスを新規に建設させないことで天然資源の消費を抑えるのも、一概に間違いとは言えない」

「では現状維持が貴官の望みか？」

「私が思うに、現状を維持することは誰にも為なし得えないのではないかな。状況という奴やつはおそらく、緩やかに悪化していくか、急激に悪化していくか、知恵と力を振り絞ってわずかずつ進歩していくか、この三通りしかない」

「悲観的だな」

「いや、随分楽観的だろう？　進歩の可能性を信じているのだから」

「貴官と歴史哲学を論じるつもりはない。要するに、何が言いたい」

　アモンの視線の温度が氷点下まで下がる。

　だから、というわけでもないだろうが、パテルの顔からふざけた笑みが消えた。

「私が言いたいことは三つ。一つ目は、ドゥルガーシステムの威力を見たテュラノスがレニーを放っておくはずがない。独裁者は、自分がコントロールできない力を恐れる。そして、自分に恐怖を与える存在を許さない」

「レニーの謀殺を企てると言うのか」

「その可能性が高いと考えている」

　アモンの瞳に、絶対零度の殺気が宿る。

　それは一瞬のことだったが、気が弱い者なら近くにいるだけで気を失っていたかもしれない。

「落ち着いたかい」

　しかしパテルは、少しも動揺しなかった。アモンの表情の変化を冷静に観察する余裕さえあった。

「……二つ目は？」

「ショーン＝オブライエンが何故なぜゲノムスに加わったのか、私はずっと不思議だった。開発機構のドウルを倒すことで、自分の技術力を誇示する？　なる程、オブライエンの奴やつが好きそうなことだ。しかし、そんな単純な理由だけで、あの傲慢な男が人目を避けて隠れ家を転々とする不自由に甘んじるはずはない」

　アモンは口を挿はさまず、黙って耳を傾けている。

「だが蒼あお生い君の話を聞いて納得した。あいつは自分が一番賢いと思っている男だ。誰かの掌てのひらの上で踊らされるなんて、絶対に耐えられない。オブライエンにとって、世界を裏側から操る黒幕など、許ゆるし難がたい存在のはずだ」

「オブライエンは、テュラノスを倒す為ためにゲノムスの一員になったと？」

「それだけじゃない。あいつはゲノムスを利用して、テュラノスの支配を許している現在の世界秩序をひっくり返したいと考えているのだと思う。太陽系開発機構の軍事的優位を覆くつがえし、反主流派のポリスと反ポリス武装勢力を焚たき付つけ、もう一度戦乱の時代を招こうと企たくらんでいる。そんな気がする」

「飛躍しすぎではないか？　貴官がオブライエンの為人ひととなりを深く知り得る立場にあったことは理解しているが」

「そう、私は知っている。オブライエンなら、世界を破滅に突き進ませるくらいのことはやりかねない」

「ふむ。つまり貴官は、ショーン＝オブライエンを捕らえて欲しいと言いたいのだな」

「そう……だね。捕まえて、牢ろう屋やにつないでおくのが望ましい」

　パテルは、アモンに指摘されてようやく自分が何を求めているのか気付いた、というような表情を見せた。

「元々ショーン＝オブライエンはプルトンと並んで最重要捕縛対象だ。貴官の要望に応えられるよう全力を尽くそう」

「そうか。頼む」

　そう言うパテルは、少し照れ臭そうだった。

「三つ目は何だ？」

　パテルは一度咳せき払ばらいをして、表情を引き締めた。

「ゲノムスの幹部とコンタクトを取りたい。具体的には、ナグルの艦長と」

「……理由を聞いても？」

「ナグルは常に最前線で戦い続けた艦だ。ＳＯＦＥＡソフイアと違って、ゲノムスには空宙母艦が一隻しかないからね」

「そうだな」

「ゲノムスが開発機構の引き立て役なら、最前線で戦う部隊を率いてきた男は作戦に非合理性を感じ続けてきたはずだ」

「男とは限らないが」

「……どうでも良いいだろう、そんな細かいことは。とにかく、ナグルの艦長はゲノムスの上層部に不信感を懐いだいていると考えられる」

「オブライエンの引き渡しを求めるのか？」

「いや、テュラノスを倒す為ために共闘する」

　アモンがパテルに訝いぶかしげな目を向ける。

「貴官はテュラノスの支配を気にしないと言っていたはずだが」

「私が知らないところで暗躍している分にはね」

「なる程。さすがはオブライエンの共同研究者だ。良く似ている」

「冗談でも止よしてくれ。あいつと似ているなんて、考えるだけで自殺したくなる」

「貴官に死なれるのは困るな」

　そう言いながら、アモンは前言を撤回しなかった。
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　監視衛星から送信されるデータでは見つけられないという特性を活いかして、ナグルはクレタ島、キプロス島、ナイル川河口域で形成される三角形の中央付近まで連盟軍に発見されることなく飛び、そこで海中に潜ってそのままスエズ人工海峡を通過した。

　その後ほぼ一日を掛けてアラビア半島沖を回り、ナグルはフジャイラ基地に到着した。

「これがマナナン・マクリルですか？」

　龍りゆう一いちの声は、感動ではなく当惑に塗り潰されていた。

「ドクター、見たところマクリールと何も変わっていないように見えますが……」

　格納庫に同行したシアも戸惑っている。彼女が言うように、『マナナン・マクリル』と紹介された機体の外見はマクリールと見分けがつかなかった。

「外見が同一であるのは当然だ。マクリールはマナナン・マクリルの試作機だと言っただろう？　試作機に動作上の問題が無ければ、わざわざ外見を変えてバランスを崩すのは無駄な冒険だ。マクリールとマナナン・マクリルの違いは機体の外側ではなく内部にある」

「外見はそのままでパワーアップしているということでしょうか？」

「そのとおり」

　シアの質問に頷うなずくオブライエンは、心こころ做なしか得意げに見えた。

「特にサイクロニクス機関の効率は五十パーセント以上アップしている。龍りゆう一いち君のＳＩＭＡシーマ指数は九十八。ギリギリでエクサーに届いていないが、この新型サイクロニクス機関を使えば、エクサーと同等のパワーを得られるはずだ」

「一気に一・五倍ですか……」

　龍りゆう一いちの感嘆に、オブライエンは嘲笑とも自嘲ともつかない表情を浮かべた。

「そもそもサイクロニクスという未成熟な技術が十年以上も足踏みしている状況がおかしかったのだ。科学技術の進歩を政治家が邪魔するなど、あってはならないことだというのに……」

「政治家が邪魔を？」

　オブライエンのセリフに強い引っ掛かりを覚えたシアが反射的に訊たずねる。

「……いや、忘れてくれ」

　だがオブライエンは口を濁して答えなかった。それはシアが知る「ドクター」らしくない態度だったが、重ねて問うことは何となく憚はばかられた。

「──サイクロニクス機関以外の出力も、マクリールに比べて五パーセントから十パーセント向上している。スラスターや推進剤の搭載量は変わっていないから宇宙空間の機動性に変化は無いが、総合的に見てマクリールより三十パーセントは強化されていると考えて良いい」

　タイタニック・ドウルはサイクロニクス機関を効率的に運用する為ための機械だ。サイクロニクス機関の出力が五十パーセント上昇すれば、全体のパフォーマンス三十パーセント上昇というのはむしろ控えめな数字に思われる。

「ありがとうございます、ドクター」

　龍りゆう一いちはオブライエンに、心から感謝を告げた。
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　龍りゆう一いちがマナナン・マクリルを受け取った、その三日後の未明。

　ゲノムス、フジャイラ基地は、突如激しい衝撃に見舞われた。

「敵襲!?」

　このところ基地近海の海底でマナナン・マクリルの慣熟訓練を行っていた龍りゆう一いちはその疲れでぐっすり眠っていたが、基地中に鳴り響く警報に、すぐ意識を覚醒させて飛び起きた。

　彼はブランケットを蹴り飛ばしてベッドから転がり出ると、着ている物を全て脱いでマスターウェア──タイタニック・ドウルのＮＩＴＵニツツ用パイロットスーツ──に着替えた。

　衝撃の第二波が龍りゆう一いちの部屋を震わせる。ここは基地でもかなり奥のエリアだ。ここまで衝撃が伝わる程の攻撃。おそらく水中ミサイルの爆発だろう、と龍りゆう一いちは推測した。

　──もしかしたら、海中ゲートは既に破壊されているかもしれない。

　彼はそう考えて、格納庫へ急いだ。部屋の前に置いていたスクーターボードに足を乗せ、目一杯前に体重を掛けて急加速する。

　ボードに衝突回避装置が組み込まれていなければ、十人以上と交通事故を起こしたに違いない。そんな無茶をしてマナナン・マクリルの格納庫にたどり着き、龍りゆう一いちは「何があった!?」と怒鳴った。

「長距離水中ミサイルの攻撃だ！　対岸から撃ち込んできている！」

「対岸!?」

「対岸っていったら対岸だ！　オマーン湾の向こう岸に決まってんだろ！　おそらくジャースクの西、十キロから二十キロの海岸付近！」

「距離はともかく、間には何も遮る物が無い真正面じゃないか！　ミサイルを並べられるまで分からなかったのか!?」

「俺が知るかよ！」

　格納庫スタッフに切れられて、龍りゆう一いちは自分が理不尽な八つ当たりをしていたことに気がついた。

「……すまん」

　龍りゆう一いちが頭を下げる。

「……いや、俺の言い方も悪かった」

　それを見て、相手も多少、冷静さを取り戻したようだ。

「マナナン・マクリルは出られるか？」

「何時いつでも出られるぞ」

　龍りゆう一いちの質問に、その男は荒っぽい口調ながらも確かな答えを返した。

「頼む」

　龍りゆう一いちは男にそう言って、俯うつぶせに横たわるマナナン・マクリルへ駆け寄った。

　駐機台ベツドの正面に回り込むと、ちょうど操縦シートが下りてきているところだった。先程の男が駐機台ベツドを通じて接続された外部コントローラーを操作してくれたのだ。

　龍りゆう一いちは操縦席に座り、シートをリフトアップさせる。

　マナナン・マクリルに乗り込んだ龍りゆう一いちは、基地の指令室に通信をつないだ。

「こちらマナナン・マクリル。敵ミサイル陣地破壊の為ため、発進許可を請こう」

『マナナン・マクリル、発進を許可します』

「シア？」

　返ってきた声は、何故なぜかシアのものだ。

　龍りゆう一いちは慌てて発信元を確認した。指令室につないだはずの回線は、ナグルからの割り込みを受けていた。

『龍りゆう一いち、この基地は既に放棄が決まったわ』

「何っ!?」

『私たちゲノムスの基地は、連盟軍にその存在を知られていないことに最大の価値がある。物量に違いがありすぎるから、拠点の防衛なんて意味が無いの』

「それは……」

　龍りゆう一いちは感情的な反発の中で、理屈の上では「それも仕方が無い」と納得を覚えていた。

『龍りゆう一いちが出た後、他のドウルも全機発進して基地要員の退去を支援します。ナグルはアラビア海を南下してセーシェル諸島沖の海底補給基地に向かうから、そこで合流しましょう』

「分かった」

『それから、基地の放棄が決まったことは貴方あなたの口からは言わないで』

「……了解だ。では、発進する」

　シアの言葉に、基地の人間を一部、捨て石にするという意味があることは龍りゆう一いちにも理解できていた。そしてそれを「仕方が無い」と思えるまでに、彼は軍というものに染まっていた。

『幸運を』

　シアの言葉を背に、龍りゆう一いちは出撃シークエンスに入った。
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　フジャイラ基地からオマーン湾対岸のミサイル陣地までおよそ百五十キロメートル。マナナン・マクリルの水中機動力を以もつてしても約三十分掛かる。

　水中を行くマナナン・マクリルの上をスーパーキャビテーション水中ミサイルが何発も通り過ぎていく。連盟軍はここまで、遠距離攻撃に徹していた。

　龍りゆう一いちはミサイルを撃ち落としたい衝動を必死に堪こらえた。基地のゲート前には、自動魚雷陣地に加えて水中戦装備に換装したドウルが迎撃に出ている。彼らの負担を減らす為ためにも、龍りゆう一いちは一刻も早く敵のミサイル陣地を潰さなければならない。

（それにしても……）

　海中を突き進みながら、龍りゆう一いちは不審を覚えていた。

（何故なぜ、一斉に撃たないんだ？）

　先程からミサイルは次々とマナナン・マクリルの上を通過している。攻撃が継続しているからこそミサイルの発射元を潰そうと龍りゆう一いちは急いでいるのだが、これだけの弾たま数かずを用意しているのなら何故なぜ飽和攻撃を行わないのだろうか。

（……もしかして、誘われているのか？）

　龍りゆう一いちの脳裏を、いきなりそんな考えが過よぎる。

　仮にこのマナナン・マクリルのことを知っていて罠わなを張っているのだとしたら、この一見不合理な逐次攻撃も納得できる。

（……いや、考えすぎだ）

　マナナン・マクリルはまだ一度も実戦に出たことがない。連盟がこの機体のことを知っているなど思い過ごしだ。──龍りゆう一いちはそう考えて、嫌な予感を意識から振り払った。
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　旧イラン、ホルモズガーン州ジャースクの西二十キロの海岸沿いに、多数の陸上移動式ミサイルランチャーが集結していた。西アジア一帯から大型輸送機を使ってかき集めた物だ。

　そしてミサイルランチャーの陣列の背後二キロにはルドラが、更にその背後二十キロにはグリンブルが待機していた。

「艦長、マクリールの新型機なんて本当に来るんですか？　ほんの数日前にレニーがマクリールをやっちまったばかりなんでしょう？」

　そのルドラの操縦席から、ボルジギン＝バートリーン＝ドルジ大尉、通称『暴風のドルジ』は痺しびれを切らしたような声でグリンブルの艦長席に通信を送った。

『ドルジ大尉。子供ではないのだから、少しは辛抱というものを覚えろ』

　呆あきれ声ごえで返信してきたのは、グリンブルの艦長、ジェラール＝アカイ大佐だ。

「失礼な。俺は当然の疑問を呈しているつもりですがね」

『その話はもう何度目だ。新型マクリールがいるかいないかは本質的な問題ではないと、何度言えば分かる』

「ゲノムスの基地を破壊するのが今回の主な目的で、俺はマクリールに匹敵する強力な敵機が出て来た場合の迎撃要員ってことでしょう？　それを理解しているから、ここでずっと待っているんじゃないですか」

『分かっているなら黙って待機していろ。もし新型がいるなら、そろそろ現れる時間だ』

「海中最高速度三百ノットですか……。与太話だと思うんですがね」

　アカイの答えは無かった。どうやら愛あい想そを尽かされたらしい。

　ドルジは仕方無く、ミサイル陣地に設置した監視カメラの映像に目を向けた。

「何ぃ！」

　そこに映し出される、海面から飛び出した青い機影。

「本当に現れやがった！」

　ドルジはルドラが背負うＸ字型の固有兵装に風を集め、空中に舞い上がった。

「まっ、来てもらわなければ困るがなぁ！」

　敵基地を潰すと同時に、将来大きな脅威となるであろう新型マクリールをおびき出してここで確実に撃破しておく為ために、わざわざ飽和攻撃をせずにいたのだ。

「新型機、お手並み拝見だ！」

　ドルジの心は、久々に現れた強敵の予感にこの上なく高揚していた。
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　グリンブルと同じくフジャイラのゲノムス基地攻略を命じられたはずのガルトマンは、アラビア半島西海中、オマーン湾出口に待機していた。

「これでペルシャ湾の方に逃げられたらお笑わらい種ぐさだが……」

「その懸け念ねんはあるまい」

　ブリッジに陣取ったパテルのやや失礼なセリフに、アモンは眉一筋動かさなかった。

「ペルシャ湾は袋ふくろ小路こうじだ。可能性で言えば、インド方面に逃げられるリスクの方が高い」

「だが大佐は、ナグルが南下すると読んでいるのだろう？」

「セーシェルとマダガスカルにゲノムスの基地があるという情報を、以前耳にしたことがある」

「その情報を、総司令部は放置したわけだ」

「正確に言えば、理事会から作戦許可が下りなかったのだ。当時は不思議だったが、今は理由が分かる。納得できるわけではないが」

「そりゃそうだ。納得できるはずがない」

　ブリッジのクルーにはまだ、テュラノスのことを明かしていない。二人は要点をぼかして会話していた。

「それで、上手うまくナグルを捕捉できたとして……ガルトマン単独で止められるのか？」

　この作戦に当たってパテルは、グリンブルのアカイ艦長にもテュラノスのことを話して協力を得た方が良いいと主張した。だがアモンは、話をするのは作戦が終わってからだと、パテルをガルトマンに事実上軟禁し通信手段を取り上げていた。

「問題無い。たとえ新型マクリールの話が事実でも、レニーが後れを取ることは無いからな」

　アモンは既に、ミスティムーンを出撃させている。ヴァジュラヤクシャ三機も、水中戦用装備に換装して一機は艦の護衛に、他の二機はミスティムーンの支援に当たらせている。

「それもそうだ」

　宇宙空間程ではないが、水中では浮力がある分、ドゥルガーシステムの負担が小さい。アモンもパテルも、玲れい音ねのミスティムーンが敗れる心配など全くしていなかった。

「私としては、蒼あお生い君をあれのテストに使いたかったんだが」

「この場にいない人間のことをとやかく言っても始まるまい」

「分かっているよ」

　蒼あお生いはマルタ島でゲノムスに味方したことを罪状として、ケープ・カナベラルに護送された。

　アモンもパテルもクルーの誰も蒼あお生いの敵対行為を報告していない。おそらくインドラの挙動が監視衛星に撮られていたのだろう。

　アモンの権限で召喚期限を引き延ばすこともできた。パテルにも裏側から回す手の十や二十、無いわけではなかった。だが「インドラを失った自分がここにいても仕方無い」と言って蒼あお生いが大人しく従う姿勢を示したので、せめてもの便宜と、朱あか理りをアイアンメイデン込みで護衛につけて送り出したのである。

「……どんな処分が下ると思う？」

「早さ乙おと女め蒼あお生い候補生に、か？」

　アモンの訊たずねるまでもない質問に、パテルが無言で頷うなずく。

「叛はん逆ぎやくは重罪だが、彼は貴重なエクサーだ。自爆装置付きの機体で十年間の強制従軍というところではないか」

　パテルが片手の指で両側のこめかみを押さえる。

　顔を覆うような仕し種ぐさは嘆きを隠しているのか、怒りを抑えているのか。

「……何だ。事実上、お咎とがめ無なしじゃないか」

　いや、脱力する程呆あきれているのだった。

「実質的にはそうだな」

「形式でもそう変わらないだろうよ。ドウルマスターになったエクサーは、自分の意思で軍を辞められないんだからな」

「そうだな」

　アモンは同じ言葉を、微妙に声音を変えて口にした。彼は玲れい音ねをＳＯＦＥＡソフイアに縛り付けているこの不文律を、快く思っていない。

　パテルはその違いに気付いたが、今更だと気にしなかった。

「でもまあ、安心したよ。そういうことなら、私からプレゼントを贈っても受け取ってもらえそうだ」

「……パテル技術少佐、人体実験は程々にしておけ」

「大佐、人聞きが悪いことを言うんじゃない。私は人体実験をしたことなどないぞ」

「インドラに軍法で禁じられたシステムが組み込まれていたそうだが」

　無感情に繰り出されたアモンの指摘に、パテルは目に見えて焦あせった。

「そ、それは誤解だ。そう、誤解だよ。あれはあくまで、ドウルマスターの生存率を上げる為ための緊急システムだ」

「──ということで、調査は一応決着している。だが『ラウンドナイト』には組み込むなよ。二度は庇かばいきれんからな」

「あ、ああ、もちろんだとも。言われるまでもなく、ラウンドナイトにあのシステムは採用していない」

　パテルが白々しい笑い声を漏らす。

　アモンはそれを、鬱陶しそうに見ていたが、

「そういえば、少佐」

　ふと思いついた、という顔でパテルに話し掛けた。

「ラウンドナイトの一号機はもうロールアウトして、動作テストも終わっているのだろう？　早速プレゼントしたらどうだ」

「……それは良いい考えだな、大佐。ラウンドナイトに蒼あお生い君用のオプションをつけておくよう、すぐに手配しよう」

　パテルは目前に迫ったナグルとの戦いのことを意識の外に放り投げて、ニヤリと笑った。




　　　◇　◇　◇




　龍りゆう一いちは海面から飛び出すなり、左右のシールドに内蔵された『流水砲』でギュゲス二機の頭部を撃ち抜いた。

　マナナン・マクリルの外見は、マクリールから変わっていない。だが内部はサイクロニクス機関やパワーユニットだけでなく、固有兵装も変わっていた。

　マクリールの両肩に付けられていた大型シールドは、液体流動制御を効率的に運用する為ためのコロイド溶液タンクになっていた。だがマナナン・マクリルのシールドは、形状こそ同じだが内部にため込んだ液体をシールドの先端から高圧で撃ち出す流水砲に換わっている。

　あたかもレーザーの如ごとく撃ち出される水流の初速は音速の五倍。最大射程は百五十メートル。水流の届く距離が百五十メートルなのではなく、水流にＳＩＭＡを乗せて届かせられる距離が百五十メートルだ。

[image: ]

　体高二十五メートルのドウルにとっての百五十メートルは、身長百八十センチの人間にとっての十・八メートルに当たる。その意味では射程がとびきり長いというわけではない。

　だが百メートルの距離を超えてＳＩＭＡで攻撃してくる機体は数少ない。エクサー専用機でも、先日龍りゆう一いちが墜おとしたヴァルナ、八番艦スヴェントのスヴァローグ、そしてミスティムーン＝ドゥルガーの三機が該当するだけだ。ドウルの戦いは、意外に近距離で行われるものなのである。

（凄すごい……）

　この時、一番驚いていたのは龍りゆう一いちだったかもしれない。この二日間、使える時間の全てを注つぎ込こんでマナナン・マクリルの慣熟訓練を行ってきた。だが実際に敵と戦った結果は、今までにない手応えを彼にもたらしていた。

（これなら、ルドラでも……）

　その思考に応えたわけでもないだろうが、そう錯覚してしまうタイミングだった。

　轟ごう音おんが空を覆った。

　龍りゆう一いちがミサイルランチャーに対する攻撃を中止して空を見上げる。

　最初は濃い緑色の小さな塊にしか見えなかった。

　だがそれは、マナナン・マクリルの視界の中で見る見る大きくなり、人の形を露あらわにした。

　人型の巨大機動兵器。

「ルドラ！」

　龍りゆう一いちはガンジャベリンの代わりに持ってきている機関砲でミサイルランチャーを掃射した。

　誘爆はしなかった。推進剤が発火した物もあったが、比率としてはわずかだ。

　機関砲を投げ捨てる。

　発射済みのランチャーを含めて全体の三割程度を破壊できたに止とどまったが、既にルドラが降下態勢に入っていた。

　空から降り注ぐガンジャベリンの弾体を、シールドを翳かざして受け止める。マナナン・マクリルにダメージは無い。ルドラを駆るドルジにも、牽けん制せい以上の意図は無かったに違いない。

　ルドラが砂すな埃ぼこりを巻き上げて着地する。地を割る衝撃は無かった。落下の勢いは慣性制御を使うまでもなく気流操作で完全に殺されていた。

　マナナン・マクリルが流水砲を発射する。

　ルドラが砂さ塵じん混まじりの旋風で超音速の水流を逸そらした。

　風を割ってルドラが飛び出す。

　ルドラの大おお太刀たちを、マナナン・マクリルは槍やりで受け止めた。

　ここで初めて、マナナン・マクリルとルドラが睨にらみ合あう。

　龍りゆう一いちには、ドルジに言いたいことがあった。再びルドラと戦場で相あい見まみえたならば、自分の想おもいを叩たたきつけてやろうと思っていた。

　だがこうして実際に刃やいばを交える機会を得た今、言葉は必要無かった。

　睨にらみ合あっていた時間は、一秒に満たない。

　得物を引いたのはルドラだった。

　当然、逃げたのではない。仕掛ける為ためだ。

　一歩引き、一歩踏み込む。そこに停滞は無い。

　生身では為なし得えないその動きは、慣性制御と気流制御によるもの。慣性中和により後退から前進へ瞬時に切り替え、気流制御で足と地面の摩擦が出し得る突進力の限界を超えた速度を生み出す。

　片手をいっぱいに振り回す、力強さよりも速さを重視した袈け裟さ斬ぎり。

　ルドラの刃やいばを、マナナン・マクリルはスラスターから霧状の海水を噴射して後退することで躱かわした。

　マナナン・マクリルも、宇宙空間では通常の推進剤を使う。だが地球上では、水中で補給した水を流水砲だけでなく推進機でも用いる。乾燥した内陸で使用することが全く想定されていない、その割り切りが表れた機体構造だ。

　ルドラは振り下ろした大刀を両手で切り返し、逆水平に振った。

　刃やいばが届く距離ではない。

　だが龍りゆう一いちは、ルドラの切り返しモーションと同時に、自分が乗る機体を捻ひねって左肩のシールドを翳かざした。

　シールドから機体の上半身へ、激しい衝撃が加わる。

　届かぬはずの刃やいばで加えられた斬撃。

　龍りゆう一いちは後方に傾いた機体を、スラスターで後ろに飛ぶことにより立て直す。

　視界の隅にダメージリポートが表示される。

　七層になったシールドの積層装甲、その第一複合層が斬り裂かれていた。

（単なる高速気流ではない。断熱圧縮した空気の刃やいばを飛ばしたのか！）

　戦術コンピューターの分析結果を素早く読み取った時には、右のシールドに組み込まれた流水砲を使って龍りゆう一いちは反撃を放っていた。

　細い水流がレーザーのように伸び、ルドラが掲げた盾にぶつかる。

　ルドラの体勢が崩れた。

（行ける！）

　龍りゆう一いちはすかさず、左の流水砲で追撃を放つ。

　ルドラは飛び上がってそれを避よけた。

　ジャンプではない。離陸だ。

　ルドラは風を纏まとって、マナナン・マクリルの頭上に迫る。

　龍りゆう一いちはスラスターを全開にして大きく後方へジャンプした。

　龍りゆう一いちと一体化したマナナン・マクリルが、ルドラの襲来よりも早く海に飛び込む。

　マナナン・マクリルはすぐに浮上した。龍りゆう一いちは逃げたのではない。海水を補給すると共に、自分に有利なフィールドへルドラを誘ったのだ。

　ルドラは──ドルジは、龍りゆう一いちの誘いに乗った。

　空から急降下し、大刀を振るう。

　襲い来る熱風の刃やいばを、マナナン・マクリルは海水の壁を作り出すことで受け止めた。

（射程距離、約八十メートル。流水砲の半分強か）

　ルドラが飛ばす斬撃の間合いを龍りゆう一いちはそう測った。

　ルドラはマナナン・マクリルに、射程距離で劣っている。

（──それはドルジにも、もう分かっているはずだ）

　ならばルドラは、接近戦を挑んでくる──龍りゆう一いちはそう考えた。

　水の壁を避よけて急上昇したルドラに、マナナン・マクリルが流水砲を放つ。

　ルドラは水流を躱かわすと同時に反転した。

　大刀を振りかぶり、深緑の機体が落ちてくる。

　マナナン・マクリルは海中に足場を作り、細く絞り込んだ海水をドリル・ランスの穂先に付け足した。

　ドリルの回転に合わせて海水が回転する。十メートル以上長さが増した槍やりを、マナナン・マクリルは突き上げた。

　ルドラは海水の穂先を大刀で打ち払った。

　大刀の刃が欠けて、破片が海に落ちる。

　刃は毀こぼれを起こしながら、ルドラの大刀はマナナン・マクリルの突きをいなした。

　ルドラの軌道が直角に曲がる。

　龍りゆう一いちの目は、ルドラを見失わなかった。

　背後に回り込もうとする深緑の機体を、マナナン・マクリルの流水砲が捉える。

　ルドラの腕から、盾が吹き飛んだ。

　しかし、ルドラもやられてばかりではない。

　ルドラが片手で大刀を振り下ろす。

　風の塊がマナナン・マクリルの頭上に落ちる。

　海水がクレーター状に大きく凹へこみ、マナナン・マクリルが海面に押し付けられる。

　ここで龍りゆう一いちが、一つミスを犯す。

　彼は海水で作った足場を解除して、マナナン・マクリルをいったん潜行させるべきだった。

　海面に留とどまったが為ために、ここで初めて戦いの主導権がルドラに移る。

　海面で風が渦巻く。

　上空から叩たたきつけた風は、あくまでも準備に過ぎなかった。

　渦巻く空気が、マナナン・マクリルに集まっていく。

　龍りゆう一いちは勘違いをしていた。

　ルドラとマナナン・マクリルは、固有兵装の性質が違う。マナナン・マクリルの流水砲はＳＩＭＡシーマの射程距離を重視している。だがルドラの固有兵装は、有効範囲を重視している。

　サイクロニクス機関がパワーアップしたことにより、龍りゆう一いちが操れる水は機体を中心とした半径二十メートル前後の範囲から半径三十メートル前後に増えた。百五十メートルという射程距離はあくまでも、ＳＩＭＡシーマを直線上に絞り込んで放射した場合の間合いだ。有効範囲は半径三十メートル。

　一方ルドラが操る風は、機体を中心として半径八十メートル。ルドラは今、マナナン・マクリルから三十数メートルの距離を取って飛び回っている。

　流水砲を躱かわしながら。

　マナナン・マクリルに風を集めながら。

　上空から引きずり下ろした風で、マナナン・マクリルの周りは瞬間的に空気の密度が上がっていた。その空気は、拡散する前に、逆に一点目掛けて集中し、高まった圧力は逃げ場を求めて上へ抜けた。

　猛烈な上昇気流が生じる。

　旋せん風ぷうが海水ごとマナナン・マクリルを空へと巻き上げた。

　空中に投げ出されたマナナン・マクリルにルドラが迫る。

　不意を突かれて空中に打ち上げられたマナナン・マクリルだったが、すぐに取り込んだ海水を噴射して体勢を立て直した。

　一緒に巻き上げられた海水を掌握し、旋せん風ぷうに乗せて機体の周囲に巡らせる。

　ルドラが立ち塞がる流水の輪に大刀を振り下ろした。

　ドルジの意志を乗せた風と、龍りゆう一いちの意志を乗せた水がぶつかり合う。

　水は砕け散って飛沫しぶきとなり、風は打ち砕かれて乱流となる。

　不規則に吹き荒れる気流の中、ルドラが空を駆けてマナナン・マクリルに迫る。

　龍りゆう一いちは手て許もとに力を集中して、ランスの柄に水の刃やいばを形成した。

　ルドラが刃やいばを寝かせてマナナン・マクリルの首に突きを放つ。

　マナナン・マクリルがドリル・ランスを片手で突き出す。狙いはルドラの首だ。

　ルドラの大刀は、マナナン・マクリルのシールドの内側をすり抜けてその首に迫った。龍りゆう一いちは機体をわずかに傾けてその突きを躱かわす。ルドラの大刀が、マナナン・マクリルの首の、左すれすれで止まった。

　マナナン・マクリルのランスを、ルドラは機体をわずかに傾けて躱かわした。マナナン・マクリルのランスの穂先がＸ字型の背面兵装の一部を抉えぐり、その柄がルドラの首の、左すれすれで止まった。

　ルドラの大刀の刃やいばは、圧縮され高熱を帯びた空気の層でコーティングされている。その温度は摂氏数千度。

　マナナン・マクリルのランスの柄には、極薄の水の刃やいばが形成されていた。その刃先は根元から先端に向かい、先端で刀身に沈み込む幅数ナノメートルの水流で維持されている。

　ルドラが大刀を左に振った。マナナン・マクリルの首が、熱衝撃で焼き切られる。

　マナナン・マクリルがランスを右に振った。ルドラの首が、極細の水流で断ち切られる。

　ルドラとマナナン・マクリルは、もつれ合うようにして落下を始めた。




　龍りゆう一いちの視界は、ルドラの首が落ちるのを目撃した直後、ブラックアウトした。

　サイクロニクス機関の出力が急激にダウンする。

　海に落ちていくのが、ドウルのフィードバックではなく生身の感覚で分かる。

　視界に表示されたシステムメッセージで、ドウルの安全システムが三割に落ちた慣性制御の全出力を落下の衝撃緩和に回したのが分かった。

　海面に叩たたきつけられた衝撃が龍りゆう一いちを襲う。

　非常用システムが起動し、機体の外の様子が限定的に見え始めた。

　頭部を失ったマナナン・マクリルは、同じように頭を無くしたルドラと共に海底へ沈んでいっている。

　龍りゆう一いちの胸には、新型機を初うい陣じんで墜おとされた無念と、ルドラを墜おとした満足感が交互に去来していた。




　　　◇　◇　◇




（この感じ!?）

　この戦いの直前に、グリンブルに復帰していたレア＝プティ曹長は、情報オペレーター席でキャッチしたＳＩＭＡシーマの波動に思わず身体からだの芯を震わせた。

　彼女は高レベルＥＳＰの持ち主で、その能力を活いかして機械的な探知を補完する役割を艦長のアカイから与えられている。その彼女のＥＳＰに、忘れたくても忘れられない波動が引っ掛かった。

（これって、まさか!?）

「プティ曹長、どうした」

「はいっ。すみませんっ」

　背中に艦長の声を浴びて、レアは自分がボウッとしていたことに気がついた。

　慌ててモニターに目を戻す。

　そして、大きく目を見開いた。

「ルドラのサイクロニクス機関、出力七十パーセントダウン！」

　グリンブルの艦橋にざわめきが走る。

　タイタニック・ドウルのサイクロニクス機関出力が七十パーセントダウンする。

　空宙母艦の乗組員で、その意味を知らぬ者はいない。

「敵新型機のサイクロニクス出力も大幅に低下しています！」

「相討ちか？」

　レアの報告を受けたアカイ大佐の声は、その内容にそぐわぬ程、冷静なものだった。

「ルドラおよび敵新型機、反応ロスト。海中に落下したものと思われます！」

　レアとは別の、物理的な探知機を担当するクルーが声を上げた。

「ドルジ大尉、応答願います！　ドルジ大尉！」

　その間にも、レアがルドラに呼び掛けている。

『……こちらルドラ』

　幸い、それ程待つこと無く応答はあった。

「ドルジ大尉、アカイだ。現状を報告せよ」

　アカイが艦長席から通信に割り込む。

『艦長、面目ない。ものの見事にやられました』

　自らの敗北を告げるドルジの声は、妙にさばさばしていた。

『ルドラは頭部喪失。他、シールド脱落。背部固有兵装一部損傷。四肢とスラスターの動作、コクピットには異常ありません。自力で陸上に復帰可能ですが、戦闘続行は困難です』

「そうやって悠長に話していられるということは、敵機も戦闘続行は不可能なのだな？」

『敵新型機の首は落としました。機体の損傷は敵の方が少ないはずなんですが、どうやら自力航行能力を失っているらしく、海底に沈んだまま浮かび上がってきません』

「敵機の戦闘力喪失は確実か？」

『確実です。敵新型機の攻撃は全面的に、サイクロニクス機関に依存したものでした。スラスターもサイクロニクスを使った物だと思われます』

「分かった。直ちに救助に向かう。現在位置を維持しろ」

『了解です、艦長』

　通信を切ったアカイは、「グリンブル、発進準備」と部下に命じた。

　操そう舵だ手しゆと機関士が命令を復唱する。

「艦長！」

　その中で、レアの甲高い声が艦橋に響いた。

「曹長、何かね」

　いきなり立ち上がったレアに、アカイが訝いぶかしげな声で問う。

「ルドラ救助と共に、敵新型機の引き上げを進言致します！」

「……急にどうした？」

　アカイの戸惑いは、ますます強いものとなった。

「て、敵のし、新型機は、おそらく、何らかの、その、不具合を起こしていると思われます」

　眉を顰ひそめるアカイに、レアは緊張を露あらわにしながら、つっかえつっかえで答える。

「こ、このままでは、新型機のドウルマスターの生存が危ぶまれます！」

　それきり、レアは固まってしまう。

「なる程。──海底から敵ドウルを引き上げることは可能か？」

「あの、艦長……？」

　アカイの反応は、レアが拍子抜けする程あっさりしたものだった。

　航法士を兼ねている操そう舵だ手しゆの「ルドラが浮いている位置ならば深度的に可能です」という答えに頷うなずいて、アカイ大佐はレアに目を戻した。

「曹長、そんなに意外そうな顔をされるのは心外だ。俺はそこまで人でなしに見えるのか？」

「い、いえ、そんにゃ、!?」

　慌てて舌をもつれさせたレアは、自分の口を押さえて真っ赤になってしまった。

「タイタニック・ドウル同士の戦いは、ドウルマスターを死なせないのが原則だ。アモンの奴やつには甘いと言われるが、俺はそれで良いいと思っている」

「艦長……」

　男臭い笑みを浮かべたアカイに、レアも赤い顔のまま笑みを浮かべる。

「艦長、何時いつでも行けます」

　操そう舵だ手しゆが口を挿はさみ、レアが慌ててシートに戻った。

「よろしい。グリンブル、発進」

　アカイは笑みを引っ込めて救助に向かうよう命じた。




　　　◇　◇　◇




「マナナン・マクリル、リンクオフ」

　龍りゆう一いちは音声コマンドでＮＩＴＵニツツを遮断した。マナナン・マクリルが音声コマンド入力による半自動制御セミオートに移行する。

「スラスター作動。海面へ上昇」

　しかし、龍りゆう一いちのコマンドは実行されなかった。マナナン・マクリルの電子頭脳は、代わりにエラーメッセージを返した。

「スラスターシステム復旧中につき、コマンドを実行できません、か……」

　龍りゆう一いちは自や棄け気ぎ味みに笑った。

「まさかロールアウトしたばかりの新型機が故障とは……。戦闘中でなかったのが不幸中の幸いか」

　厳密に言えば、まだ戦闘は終わっていない。だが機体が戦闘続行不能になった時点で、彼の戦いは終わっていると言える。

「……いや、出来立ての新型機だからこそか。テスト不足が祟たたったのだな」

　龍りゆう一いちは一人きりの操縦席で、自分自身に反論する。そうでもしなければ、精神のバランスを崩しそうだった。

　ただ、彼の推論はそれ程的外れでもない。マナナン・マクリルには様々な新機構が採用されていて、宇宙と水中で兼用可能なスラスターもその一つだった。

　通常、ドウルが水中で活動する際には、スラスターを水中ジェットに換装する。しかしマクリールは液体流動制御で機体を動かすことが可能だった為ため、スラスターの換装は行わない構造になっていた。

　マナナン・マクリルも水中を移動する際はマクリール同様、基本的に龍りゆう一いちのＳＩＭＡシーマ、液体流動制御で推進力を得る仕様なのだが、一時的に地上や空中でスラスターを用いる際も、推進剤ではなく海水や河川、湖こ沼しようの水を利用する仕組みになっていた。

　取り込んだ水にＳＩＭＡシーマで高い圧力を掛けて噴出する。龍りゆう一いちが横よこ浜はまポリス軍時代に使っていた娑しや羯か羅らの固有兵装と原理的には同じだ。そうすることで推進剤残量に制限されず、常に十分なパフォーマンスを発揮できる──はずだった。

　この新方式のスラスターは、サイクロニクス機関が百パーセントの性能を発揮していることを前提に設計されている。パイロットを守る慣性制御や流体装甲の余力で推進機を動かす。出力が従来比五十パーセント上昇した改良型サイクロニクス機関であれば、それで問題無いはずだった。

　ところがこうして「象徴的な人の形」を損なったことによるサイクロニクス機関の出力低下に直面して、スラスターへのＳＩＭＡシーマ供給が滞ってしまったのだ。「首を落とされたケース」を想定したテストを行っていなかった為ために見落としていた欠陥である。

　そのことでオブライエンを責めるのは、いささか酷であろう。ドウルにとって「首を落とされたケース」とは、敗北とほとんど同義だ。負けた場合は搭乗者の安全確保が第一で、それ以外のテストが不十分だったとしても通常は問題にならないに違いない。

　今回は相討ちという思い掛けない結果に終わった為ために、必要な逃走手段が機能しないという事態に陥っているのだ。もっとも、想定外の事態に陥っている当事者にとっては何の慰めにもならない理屈だ。

「タイタニック・ドウル、リンケージ」

　龍りゆう一いちはＮＩＴＵニツツを再接続した。幸い、マナナン・マクリルの手足は動く。また電子頭脳は、スラスターシステムを復旧中と告げた。システムを自動的に組み直して出力が低下したサイクロニクス機関でもスラスターを動かせるように、制御プログラムを組み替えているということだろう。その可能性に望みを託して、取とり敢あえず龍りゆう一いちはこの場から歩いて離れることにしたのだ。

　マナナン・マクリルのサイクロニクス機関は現在、首の断面から海水が浸入しないよう機体の周りに海水の鎧を作ることを最優先している。この負荷を無くす為ためには陸上に上がるべきだろう。

　だが上陸した途端、発見されるのは確実だ。いくらエクサー専用機と同等のスペックを持つマナナン・マクリルでも、今の状態ではギュゲスにも劣るかもしれない。エクサー専用機のサポート機としてＳＯＦＥＡソフイアの空宙母艦に配備されているヴァジュラヤクシャが出てくれば確実に破壊されるだろう。

　龍りゆう一いちは陸に背を向けて歩き出した。スラスターが早期に回復しなければ操縦席の酸素が切れてしまうが、そうなったらコクピットユニットが自動的に排出されて海上に浮かび上がることになる。思わぬ不具合は生じているが、この新型機でもドウルマスターの安全は確保されている。

　頭部を失ったマナナン・マクリルが、オマーン湾の沖に向かって海底を進んでいく。サイクロニクス機関は完全にダウンしたわけではないから、海水の抵抗を受けるのではなく、逆に背中から後押しさせるくらいのことはできる。首無し死霊騎士デユラハンの如ごとき姿となったドウルの歩みは中々軽快なものだった。

　それでも、連盟軍から逃にげ果おおせはしなかった。残念ながら、世界は龍りゆう一いちにとってそんなに都合良くできてはいなかった。

　ヘルメットの耳元でアラームが鳴る。三方向から取り囲むフォーメーションでドウルが下りてきた。

（機種は……ヴァジュラヤクシャか）

　それを確認した時点で、龍りゆう一いちは抵抗を断念した。こちらを破壊するつもりなら、既に水中ミサイルを撃ち込んできているだろう。投降しても殺されることはない。

　彼はそう判断して、自らコクピットユニットを機体から排出した。

　ブロックを包むようにバルーンが膨らみ、海面へ浮上していく。

　もう龍りゆう一いちには外の様子が分からなくなっていたが、三機のヴァジュラヤクシャの内、一機が龍りゆう一いちのブロックに付き添い、二機がマナナン・マクリルの両腕を抱えて海上を目指した。
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　龍りゆう一いちがグリンブルのドウルに捕獲された頃、ナグルもガルトマンのドウルに捕捉されていた。

「隊長！　前方にドウルの機影を探知しました！」

　シアが緊迫した声を上げる。それがナグル対ガルトマンの、開戦の合図となった。

「機種は!?」

　ロペスの問い掛けに応じて、まだ合成映像では細部が見えない機体の特徴をデータベースと照合する。

「機種照合……、ミスティムーンです！」

「急速潜行！　限界深度まで潜って振り切る！」

「了解！」

　ナグルは空宙母艦の中でも海中での活動を重要視している艦だ。ＳＯＦＥＡソフイアの空宙母艦の公称潜航限界深度が千メートルであるのに対して、ナグルの潜航限界深度は二千メートル。

　馬鹿正直に正確な限界値を公表しているとは考えられないので、ＳＯＦＥＡソフイアの空宙母艦ももう少し深くまで潜れるはずだが、それでも一千五百メートル前後と推測されている。

　マクリールの潜航限界深度は四千メートルを超えていたが、あの数字は液体流動制御で水圧を押し返していたから実現できたものだ。水中戦に特化した機体ではないミスティムーンにナグルと同等の潜航能力があるとは考かんがえ難にくいし、仮にサイクロニクスで増幅されたＥｘＡエクサにより水圧には耐えられたとしても、戦闘は難しいだろう。そういう希望的予測に基づく命令だった。だがロペスが急きゆう遽きよ立てた作戦は、一歩目から躓つまずいた。

「ミスティムーンが降下を開始しました。本艦の潜行速度を上回っています！」

「潜行中止！　深度を維持して前進」

「了解。現在の深度で前進」

　ロペスの命令により、操そう舵だ手しゆが艦の進路を水平方向に切り替えた。

「隊長、どうしますか？」

　作戦情報アナリストがロペスに問う。本来、彼は作戦を訊たずねる方ではなく提案する立場だ。彼の問い掛けは、ナグルの現状が手詰まりであることを示している。

「このままでは投降もやむを得ないと思われますが」

　ただ彼もアナリストとしての職務をすっかり放棄してしまったわけではなかった。八方塞がりであることを踏まえた上で、無意識に目を背けてしまう打開策を提示して見せた。

「そうだな……」

　ロペスは投降案を口にした部下に、心の中で感謝していた。艦長である彼が最初に投降を言い出すのは今後も指揮を執る上で都合が悪い。だが部下の進言を受うけ容いれたという形式であれば、投降の決断も難しくなくなる。

　正直にいえば、ロペスの心は作戦情報アナリストの進言を受ける前から投降に傾いていた。月の裏側やマルタ島で見たミスティムーンの戦闘力は彼の心に鮮烈な印象を残していたし、現在の状況に直感的な胡う散さん臭くささを感じてもいたからだ。

「艦長、失礼します」

　しかしロペスが決定的な一言を告げる前に、そのセリフはブリッジに押し入ってきたドウル隊の指揮官、ウェイによって遮られた。

「ウェイ隊長、何だ？」

「艦長、出撃許可を願います」

　表面的に見れば、ウェイの申し出はおかしなものではない。艦の前に立ち塞がるドウルを、ドウルで排除する。ウェイたちドウル隊本来のミッションと言って良いい。

「ウェイ、相手はミスティムーンだぞ」

　だが立ち塞がっている機体はＳＯＦＥＡソフイアのエクサー専用機、ミスティムーンだ。あの機体の底知れぬ実力は、ウェイ自身もよく知っているはずだった。

「分かっています」

　しかしウェイは、ロペスの警告に躊ちゆう躇ちよ無なくそう応えた。

「死にに行くようなものだ。ミスティムーンは、敵ドウルマスターの生死を気に掛けない」

「死ぬつもりはありません」

　ロペスはウェイに目を向けたままため息を吐ついた。戦力の差は圧倒的だ。一対四程度ではどうにもならない。ウェイは間違いなく撃墜されるだろう。

「そうか。ならば出撃を許可する。ナグルがこの場から離脱するまで、ミスティムーンの足止めを命じる」

　しかしロペスには、こう命じる以外の選択肢は無かった。

　空宙母艦それ自体に戦闘力は無い。敵のドウルに接近された場合、艦載機がその排除に当たるのはセオリーと言うまでもなく当然の対応であり、空宙母艦に搭載されたドウルの任務でもある。ドウルマスターがその任務を志願しているのに、艦長が「勝てないから」という理由で出撃を拒むわけにはいかない。

「全機で当たれ。当艦の直ちよく掩えんを残していく必要は無い」

「了解しました」

　ウェイがロペスに頭を下げた。そして顔を上げ、ロペスと目を合わせずにブリッジを後にした。

「グリフィン・ブラック隊がミスティムーンに接触すると同時に潜行を再開する」

「了解」

　操そう舵だ手しゆが応える声は歯切れが悪かった。彼にも、グリフィン隊に勝機が無いと分かっているのだ。

　ブリッジの誰もがウェイの死を予感していながら、ウェイの出撃を止める者はいなかった。




　ナグルの格納庫に戻ったウェイは、一言「出撃だ」と告げて自分のドウルへ向かった。

　操縦席に座り、グリフィン・ブラックの中に吸い込まれていく彼の頭の中には、何の感慨も無い。ただミスティムーンを墜おとすという一念だけがあった。

　彼がロペスに答えた言葉は、少なくとも彼の中では、偽りではなかった。

　彼のプライドに懸けて、「一機の特別な機体に汎用機の集団は敵かなわない」と認めることはできなかった。

　ゲノムスに加入する前、ウェイは香ホン港コンポリス軍に所属していた。本名は王ワン偉ウエイ中ジヨン。またの名をチャールズ＝ワン。

　彼にはヘンリー＝ワンという名の年の離れた兄がいて、その兄は今、連盟軍のＳＯＦＥＡソフイアに所属している。ＳＯＦＥＡソフイア空宙母艦九番艦『ダーポン』のエース、エクサー専用機『アーラン』のドウルマスターだ。

　ヘンリーはウェイが十三歳の時に香ホン港コンを離れ、それ以来一度も戻っていない。ヘンリー＝ワンは香ホン港コンポリス軍で上官を殺害し、香ホン港コンから事実上追放されているのだった。

　法的にではなく「事実上」なのは、上官殺害が戦闘時の緊急避難に該当すると判断されたからだ。だが殺された上官には大勢の有力な親族がいて、ヘンリーに対する恨みを晴らそうと今も手ぐすね引いて帰還を待ち構えている。

　ヘンリーがＳＯＦＥＡソフイアに入隊したのは、殺害した上官の親族から逃げる意味もあった。彼は一人で香ホン港コンを去った。ウェイは当時まだ健在だった両親と共に香ホン港コンに残った。ウェイの両親と被害者の両親の間には深い親交があって、恨みはヘンリーのみに向けるという約定が交わされたからだ。

　その約定どおり、ウェイは香ホン港コンポリス内で危害を加えられることなく成長し、ポリス軍に入った。彼は兄への反発からか、専用機の性能に頼った作戦を嫌けん悪おした。ウェイは敢あえて汎用機を選び、同じ機体で構成された隊を指揮して多くの功績を挙げた。

　彼の平穏は、両親の死と共に崩れた。父親が死に、その一年後に母親が永眠した途端、ウェイにヘンリーが殺した元上官の親族の手が伸びる。ＳＯＦＥＡソフイアのエクサーとなったヘンリーには手が届かない為ため、ウェイの命で復ふく讐しゆうを果たそうとしたのである。

　ウェイは香ホン港コンポリスを逃れ、ゲノムスに加わった。当時既に、若いながらも練達のドウル指揮官として知られていたウェイは、すぐにゲノムスのドウル隊を率いる立場になる。ここでもウェイは専用機を拒み、ゲノムスで多くのドウルマスターが使っていたグリフォン改かいを愛機に選んだ。

　ウェイの中に、兄ヘンリーに対する恨みが無いとは言い切れない。彼が汎用機に拘こだわるのは多少なりともヘンリーの影響だろうし、もしかしたら兄が駆るエクサー専用機アーランを戦場で撃墜してやりたいと望んでいたのかもしれない。

　しかし今、ウェイの中にそのような拘こだわりは存在していなかった。

　彼の心を占めているのは、月の裏側で誓ったミスティムーンに対する復ふつ仇きゆうの念ねん。ゲノムス加入以来の右腕とも言える部下、ハサンを無残に殺された恨みを晴らすこと。

　その機会を遂ついに得て、ウェイは歓喜していた。このようにミスティムーンと戦わざるを得ない状況にならない限り、交戦は認められないだろうとウェイは考えていた。ゲノムスに入隊してまだ五年、ナグルに所属した期間も二年と少しだが、ロペスの性格は十分弁わきまえている。

（待っていろ、ミスティムーン）

　負けることは考えていない。ウェイはミスティムーンの撃墜だけを考えて、発進ゲートに進んだ。
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　四機のドウルが、ナグルを発進した。それを玲れい音ねはリアルタイムで捉えていた。

　機種はグリフィン・ブラック。グリフォンの改造型、ゲノムスの新しい主力ドウル。

（相手がゲノムスである限り、何が相手でも関係ありませんけど）

　今日の玲れい音ねは比較的落ち着いていた。作戦目標がナグルの撃沈ではなく拿だ捕ほにあると、何度も念押しされたからだろう。少なくとも月の裏側で取とり憑つかれていたような、盲目的な憎ぞう悪おと敵意は今のところ懐いだいていない。

　ただ、凶暴な衝動の支配を受けていないことと、ゲノムスに対する敵意を貫くことは、玲れい音ねの中では完全に切り離されていた。

（向かってくるというのなら）

　玲れい音ねは心の中で、そっと呟つぶやく。

（私にはむしろ、好都合です）

　玲れい音ねの心の呟つぶやきが挑発として聞こえたわけでもないだろうが、四機のグリフィン・ブラックは三さん角かく錐すい編へん隊たいで迫ってくる。推進機を水中ジェットに換装し、火器もガンジャベリンではなく六連装マイクロミサイルランチャーを手にした、完全な水中戦仕様だ。

　玲れい音ねはナグルを友軍機に任せて、グリフィン・ブラックを待ち構えた。




　ウェイは三さん角かく錐すい編へん隊たいの底、ミスティムーンと正面から相対する位置で前進していた。

　ルイとリナの兄妹きようだいに、マクリールの穴を埋める形で急きゆう遽きよ呼び寄せたマーキス。ウェイがずっとチームを組んでいたハサンとピーターはもういない。

　ウェイはそれを、都合が良いいと考えていた。新しく組んだよく知らない部下ばかりなら、情に囚とらわれて判断を誤る心配は無いからだ。

　グリフィン・ブラックは編隊を維持したまま一定の速度で進んでいる。標的のミスティムーンが動かない為ために、こちらも陣形を変えられない。

　それ自体は望ましいことのはずだ。爆発によるバブルパルスで損傷を与える魚雷や水中ミサイルは、爆発の飛散物によって破壊・殺傷する爆弾や通常のミサイルと違って慣性の中和で無効化されにくい。特に四方向から取り囲むように爆発を起こして衝撃波を集中させれば、エクサー専用機といえども理論上ノーダメージとはいかない。

　その為ための三さん角かく錐すい編へん隊たいであり、陣形を維持したまま包囲できれば最も効率的に水中ミサイルを使える。ミスティムーンが動かないのは、ウェイにとり都合が良いいことのはずなのだが……どうにも悪い予感がしてならない。

　三さん角かく錐すい編へん隊たいは前衛三機、後衛一機。その前衛三機がミスティムーンの横を通り過ぎた瞬間、戦況が動いた。水中にも拘かかわらず、ミスティムーンがドウルの目を振り切る程の速度で急激に移動したのである。

　彼らがいるのは可視光が届かない深度海中だ。ウェイが見ている視界は、主にソナーから得られる情報を基もとにドウルの電子頭脳が合成したもの。とはいえこの距離ならば、可視光線の反射によって得られる情報を映し出すのと識別可能な差異が無い反応速度の映像が得られるはずだ。

　つまり、ミスティムーンは目で追えない速度を水中で出したということになる。いや、ずっと動かずにいるミスティムーンを凝視していた為ために、目がついて行かなかったのだ。

「マーキス、後ろだ！」

　心のどこかで「無駄だ」と思いつつ、ウェイは部下に警告を発した。まだ砲撃に最適なポジションに達していないグリフィン・ブラックは敵に背を向けたままだ。

　マーキスが操縦するグリフィン・ブラックが慌てて停止し、振り向いた。

「馬鹿者、止まるな！」

　ウェイの[image: 叱]責は無意味だった。「止まるな」という彼の声が届いた時には、ミスティムーンは既にマーキス機の眼前にいた。

『うわあぁぁぁ！』

　マーキスの叫びがウェイに聞こえたのは、通信をつないでいたからだ。ウェイはすぐに回線を遮断した。

　御お蔭かげでウェイは、不愉快な断末魔を聞かずに済んだ。

　唯ただの一撃。マーキス機は、一合も持ちこたえられなかった。

　ミスティムーンが持つ特徴的な星形の方ほう天てん戟げき。その一振りは海水の抵抗をものともせず、マーキスの乗るグリフィン・ブラックの胴体を両断した。

（化け物め！）

　ウェイはマルタ島上空で吐いた呪じゆ詛そと同じ罵言を心の中で叫んだ。

　ウェイはまだギリギリ二十代だが、ドウル戦闘で十分なキャリアを積み重ねてきたという自負がある。だがその経験と常識を嘲あざ笑わらわれているような錯覚を彼は覚えていた。

　たとえ武器を振るのに抵抗が無い宇宙空間でも、たった一振りでタイタニック・ドウルを両断してしまうようなスピードと重さを持つ斬撃を繰り出せるものではない。それこそアーランに乗るヘンリー＝ワンのＥｘＡエクサ『切断』でも使わないことには、同じ真似まねはできないだろう。

　アーランが水中で今と同じことをできるのかと問われれば、ウェイは「難しい」と答えるに違いない。ＥｘＡエクサにも限界がある。ウェイが知るヘンリー＝ワンの能力は、射程距離に難があった。ほぼ接触した状態でなければ『切断』を作用させられなかった。

　ヘンリーは長い柄えを持つ刀の刃先に能力を発現することで、どんな物でも斬って見せた。だが刀を振るのに抵抗が大きい海中では、ゆっくりと切断していく不自然な様相を呈したはずだ。あんなに自然には、斬れないに違いない。

　ミスティムーンは明らかに、刃やいばを振るうスピードと力でタイタニック・ドウルの胴体を切り離して見せた。『切断』でも『液体流動制御』でもない。海水の抵抗を押おし退のけるのに一体どんなトリックを使ったのか見当もつかないが、胴体両断自体は異形の方ほう天てん戟げきでやってのけたことだ。

「ルイ、リナ。敵機には接近するな。確実に距離を保て」

『はい、隊長』

『了解です』

　通信機から、緊張に硬くなっている声が返ってくる。二人とも今の惨劇を目撃していた。

「それから、ガルトマンには接近するな。背中を見せた途端、バッサリやられるぞ」

『了解しました』

　ヘルメットのスピーカーから同時に返事が聞こえた。

　ウェイはそれを聞きながら、ミスティムーンに向かって突進した。

　部下には近づくなと言いながら、自分は間合いを詰める。部下を死なせないよう矢面に立っている──わけではない。ミスティムーンの機動力を目にして、水中ミサイルでは墜おとせないと理解したからだ。

　ウェイはあくまでも、ミスティムーンを倒すつもりだった。

　ルイとリナがミスティムーンにマイクロ水中ミサイルを発射する。ミサイルはドウルを人間に置き換えれば小型グレネード程度の大きさにしかならないが、スーパーキャビテーション航走で最高速度は二百ノットに達する。

　だが、マイクロミサイルは爆発することなく海中に消えた。近接信管が作動しない距離へミスティムーンが移動していたからだ。二人が次弾の発射態勢に入った時には既に、ミスティムーンは自ら前進することによりウェイのグリフィン・ブラックを迎え撃っていた。

　グリフィン・ブラックの得物はスピアガンだ。水中では槍やりや薙刀なぎなたを振り回しても水の抵抗で満足な攻撃力を得られない。元々勢いを付けて攻撃する類たぐいの武器はドウルの慣性制御により打撃力を失い、実際の与ダメージはドリルや機き械かい鋸のこぎりの原理でもたらされるのだが、水中では繰り出す勢い自体が減衰して簡単に防がれてしまう。

　マクリール、マナナン・マクリルのように水中で長柄の武器を使う機体は例外であり、柄の短い片かた手て斧おのや片手用ウォーピック、銛もりを撃ち出すのではなく突き出すスピアガンが水中戦の近接武器としては主流だ。

　グリフィン・ブラックがミスティムーンに向かってスピアガンを作動させる。通常の銃の持ち方とは逆に、小指の側に銃身を置く握りはトンファーの構えに近い。

　この構造のメリットは、銛もりを銃の後ろ側に長く伸ばせること。普通の銃では肘や肩が邪魔になってセットできる銛もりの長さに限界があるが、ウェイのグリフィン・ブラックが携えているスピアガンの銛もりは機体の全高を上回る長さがあった。

　グリフィン・ブラックのスピアガンは、既に間合いの中。

　ミスティムーンの方ほう天てん戟げきはまだ、グリフィン・ブラックの胴体には届かない。

　だが。

　突き出されたグリフィン・ブラックのスピアガンを、ミスティムーンが戟げきで弾はじく。

　ここでもミスティムーンはドウル戦のセオリーを踏みにじった。

　リニアモーターで繰り出された銛もりが、虚むなしく海水を穿うがつ。

　異形の方ほう天てん戟げきが翻ひるがえり、水の抵抗を無視した速度でグリフィン・ブラックの頭上に落ちる。

　ウェイは後退する代わりに、体勢を低くし、盾をはめた左腕を頭上に翳かざして前進した。

　ミスティムーンは構わず、そのまま戟げきを振り下ろした。

　高い確率で戟げきは盾ごと左腕を切り落とし、頭部を斬り裂く。

　盾が戟げきの斬撃に耐えても、押し潰されて水中で体勢を崩したウェイの機体は次の斬撃を躱かわせない。

　そんな計算の下に振り下ろされている戟げきの前で、グリフィン・ブラックの左腕にセットされた盾が裏返った。

　いや、左腕の肘から先が百八十度回転したのだ。

　人の形を模していても、タイタニック・ドウルは機械だ。腕が百八十度どころか、三百六十度回っても、何の不思議も無い。

　だが人体ではあり得ない動きに、ミスティムーンは斬撃を回避に切り替えられなかった。

　グリフィン・ブラックの手の中に、マイクロミサイル六発を装塡した弾倉が握られているのが見えていても。

　ウェイはミサイル六発を一斉に自爆させた。

　グリフィン・ブラックの左手が吹き飛ぶ。右手がシールドを表から支えているのは、あらかじめそのような細工がしてあったからか。衝撃波をシールドが受け止め、頭部と胸部はガードされた。

　バブルパルスがミスティムーンへ向かう。方ほう天てん戟げきを振り下ろしていた姿勢では、両肩のシールドで遮ることはできない。衝撃波を機体正面でまともに浴びることになる。

　そのはずだ。

　ウェイはそう考えて、ルイとリナに決定打となるミサイルの斉射を命じようとした。

　その瞬間、シールドを激しい衝撃が襲う。

　ミサイルの爆発を上回る衝撃に、急ごしらえの取っ手ホールドで支えられていたシールドはウェイの機体の右手からもぎ取られた。

　ミサイル六発分の爆発で生じたバブルは、まだ散っていない。

　その視界を濁らせる泡の群れを斬り裂いて、星形の方ほう天てん戟げきがウェイの左に現れた。

　それきり、ウェイの視界はブラックアウトした。

　サブシステムのセンサーに切り替える前に、操縦席に軽い振動が伝わる。

　ウェイは、自分の身体からだが揺さぶられたのを感じた。

　操縦席の慣性を中和する慣性制御装置が働いていない。いや、サイクロニクス機関の出力が大幅に低下している。

（首を切られたのか？）

　それにしては、伝わってきた衝撃が小さすぎる。

　それがウェイの、最後の思考だった。

　上から降ってきた巨大で鋭利な刃やいばが、ウェイの身体からだを跡形もなく切り潰した。




　バブルパルスを『遮断』のＥｘＡエクサで防ぎ、玲れい音ねはグリフィン・ブラックのドウルマスターに止とどめを刺した。

　自爆攻撃を実行するような相手だ。サイクロニクス機関の出力を奪ったくらいで安心はできない。彼女が住んでいたファーマンアイランドは、核ですらないただの爆弾でバラバラに壊されたのだ。油断すれば、自分の身が危ない。

　玲れい音ねはそんな風に自己正当化を完了して──彼女には、言い訳をしているという意識も無い──残る敵機に意識を向けた。

　二機のグリフィン・ブラックは、揃そろって武器とシールドを捨て両手を挙げていた。

　投降を告げる信号をミスティムーンが受信する。

　玲れい音ねはコクピットユニットのパージを指示した。

　数秒経たって、胸から排出されたブロックが海底に沈んでいく。躊躇ためらいが見られたのは、コクピットユニットに浮かび上がる為ための機能が組み込まれていなかったからだろう。

　玲れい音ねは二つのブロックを念動力で引き寄せて、ナグルへと向かった。




　ナグルは二機のヴァジュラヤクシャに包囲されて、既に海面へ浮上していた。

　玲れい音ねはルイ＝ベルナー＝ファムとリナ＝ベルナー＝ファムを乗せた操縦ユニットのブロックをナグルの上に置いて、ガルトマンに戻っていった。




　　　◇　◇　◇




　グリンブルのヴァジュラヤクシャが、マナナン・マクリルのコクピットユニットを地面に置く。

　それを龍りゆう一いちは、操縦シートに伝わる振動で知った。

　外の様子は分からない。操縦席で生きているのは生命維持装置と通信機だけだ。他の機器は、エネルギー切れでダウンしている。

　その通信機で操縦ユニットから出てくるよう指示されて、龍りゆう一いちは大人しくハッチを開けた。

　銃口を向けられるのは予想していた。そんなことで怖おじ気けづきはしない。

　だが少女の泣き顔が待ち構えていたのは全くの予想外で、それが誰かを認めてしまえば怯ひるまずにはいられなかった。

「レア、何故なぜここに……いや、そうか」

　龍りゆう一いちは反射的に問い掛けて、彼女が元々グリンブルのクルーだったことを思い出した。

　最後に別れてから二ヶ月と少ししか経たっていない。

　それなのに、目の前の少女は記憶の中のレアよりも随分と大人びて見えた。

「龍りゆう一いちさん……」

　レアが泣きながら彼の名を呼ぶ。

　何を言われるだろうか。そう考えて、龍りゆう一いちは自分のことを馬鹿だと思った。

　罵られるに決まっているではないか。

　どんな言葉でも、甘んじて受けよう。

　龍りゆう一いちはそう覚悟を決めて、身構えた。

「良かった……」

　だがレアのこの一言は、あらゆる予測を超えたダメージを龍りゆう一いちに与えた。

「生きていてくださって、良かったです……」

「……すまん」

　龍りゆう一いちは自分の裏切りを、初めて心の底から詫わびた。




　　　◇　◇　◇




　ナグルがいったん拿だ捕ほされた後アラビア海に沈んだことを、ニューヨークポリスの前市長はその翌日に自分のオフィスで知った。

　自沈した、と報告書には書かれている。その報告書には、ナグルの主推進機で爆発が起こり沈んでいく様子の映像と、それ以降ナグルからの信号が途絶えていることを示すデータが添えられていた。

　沈んだか、とニューヨーク前市長──テュラノスのシニョーレ・ニューヨークは声に出さず呟つぶやく。惜しいという気持ちはあったが、惜しむ感情は無かった。役に立つ道具を失ったが、それも世界秩序維持に必要なコストだ。

　シニョーレ・ニューヨークは腹心の部下を呼び、早さ乙おと女め蒼あお生いの処分を予定どおり進めるよう命じた。

　蒼あお生いが世界の秘密をオブライエンから聞かされたかどうか、シニョーレ・ニューヨークは知らない。彼だけでなく、テュラノスの誰も分かっていない。

　だが蒼あお生いがオブライエンと接触したらしいことは、ナグルに潜り込ませていた諜ちよう報ほう員いんから報告を受けている。テュラノスのことを聞かされた可能性が少しでもあるなら、確実に口を封じておくべきだ。

　オブライエンはナグルが拿だ捕ほされた時点で姿を消していた。その行方は分かっていない。オブライエンの口を塞ぐことができない今、情報の秘匿にはいっそうの注意が必要だ。

　ガルトマンのクルーも、いずれ何とかしなければならない。どうせ玲れい音ね＝ウォードを処分すれば、ガルトマンは反抗的な態度を取るだろう。その際に纏まとめて片付ければ良いいのだが、ガルトマンを失った穴を何で埋めるか……。

　頭が痛いことだ、とシニョーレ・ニューヨークは心の中で愚痴を零こぼした。




　　　◇　◇　◇




　ゲノムス・フジャイラ基地陥落から数日後。

　ケープ・カナベラル基地では、大型航宙機がマスドライバーに乗せられてまさに打ち上げられようとしていた。

　月の裏側、Ｌ２宙域に向かうその航宙機にはクルー以外に、蒼あお生いと朱あか理り、そして朱あか理りの愛機であるアイアンメイデンと蒼あお生いが搭乗することになっている新型ドウルが乗っていた。

「姉さん、ゴメン……。俺のとばっちりを食わせてしまって……」

「何言ってんの。あたしはアウターゲートに足りないドウルを運ぶよう命令されたの。これは開発機構直属軍の正式な任務よ。あんたとは偶たま々たま、乗る船が同じになっただけなんだから」

　朱あか理りは呆あきれ声ごえでそう言ったが、ドウルの輸送こそがついでであり自分の護送が本来の任務であることを蒼あお生いは知っていた。

　ケープ・カナベラル基地で開かれた略式軍事法廷で蒼あお生いに下された判決は、アモン大佐が予想したものとほぼ同じだった。

　十年間の強制軍役。

　と言っても俸給は普通に支払われるし、功績に応じて昇進もする。

　普通と違うのは、十年間、月の裏側から動けないこと。蒼あお生いはＬ２宙域に任地を固定されることになり、地球に戻るどころか他の宙域に移動することも禁じられた。

　蒼あお生いは今のところ、大した罰ではないと思っている。地球から遠く離れたＬ２宙域と言っても、衣食住は保証されているのだ。いじめのようなものは覚悟しているが、命を脅おびやかされることは多分無い。流る浪ろうの暮らしに比べれば随分マシだ。

　それに、どうせ連盟軍はエクサーの自分を手放さないのだ。自分の意思に反して連盟軍にこき使われる方が、表面上だけでも自分の意思で連盟に仕えるより納得しやすい。オブライエンの話を聞いて連盟、いや、テュラノスに対する強い嫌けん悪お感かんを懐いだくようになった蒼あお生いはそう感じていた。

　ただ蒼あお生いは、自分の好き嫌いを朱あか理りに押し付ける気は無かった。姉を巻き込んでしまったことだけは後悔していた。自分をＬ２のアウターゲートアイランドまで護送して、そのまますぐに地球へ戻れるというわけではないだろう。朱あか理りもそのまましばらくの間、海賊や武装ゲリラ相手の治安活動に従事しなければならない。蒼あお生いは軍事法廷の後、嫌みなＭＰからそう聞かされていた。蒼あお生いはそれを、如何いかにもありそうなことだと思っている。

　ただそのことを朱あか理りには伝えていない。事実なら、この機に乗り込む前に聞いているはずだからだ。姉自身が言うように、正式な任務として受うけ容いれているのであれば、罪人の自分が口を出すことではないと蒼あお生いは考えていた。

「どうしたの？」

「あっ、いや、遅れている乗客って誰のことかな、と」

　実を言えばこの航宙機は、出発の予定時刻を既に三十分も経過していた。西暦二〇〇〇年代前半のように、低軌道へ上がるだけで何週間も前から綿密なスケジュールを消化していかなければならないような時代ではないとはいえ、たった一人の為ために三十分も待たされるのは異例と言えた。

「ああ、それは……っと、ようやく来たみたいよ」

　朱あか理りはどうやら最後の一人が誰なのか知っていたみたいで、蒼あお生いの疑問に笑いながら答えようとして、本人の姿を発見したようだ。

「パテル先生、遅いですよ」

「そう責めるな。さっきから入れ替わり立ち替わり文句を言われているんだ。まったく、小言でジャムができそうだ」

「そりゃそうですよ。マスドライバーをアイドリング状態にしているだけで、どれだけの電力が無駄になると思っているんですか」

「分かった分かった。たっぷり反省しているよ」

　口ではそう言いながら、それ程反省した様子も無くパテルは朱あか理りの隣に腰を下ろした。

「パテル先生、何故なぜ……？」

「何故なぜって、仕事に決まっている」

　自分の目で見たものが上手うまく頭に入って行かないという顔をしている蒼あお生いに、パテルは呆あきれ声ごえで答えた。

「アウターゲートにゲノムスの秘密工場があると分かってね。そこにオブライエンの置き土産があるらしい。とんでもない代物だからということで、私が調査することになったんだ」

「ドクターの……とんでもない置き土産、ですか？　それは一体……」

「一応、秘密だ。現地に行けば、蒼あお生い君たちにも見せられるかもしれない」

　そう言いながらパテルは、慣れた様子でシートの安全装置を設定していく。最後にセーフティグリッドをしっかり閉じて、パテルは準備完了の確認ボタンを押した。

　機長も各シートの状況はモニターしていた。パテルが確認ボタンを押した直後に、離陸の警告ランプが点ともりブザーが鳴る。

　セーフティグリッドを閉じたまま身を乗り出して話をしていた蒼あお生いは、慌てて体勢を戻し、正面を見て頭をヘッドレストに押し付けた。




　離陸から一気に大気圏を抜けた所為せいでそれなりのＧを乗客に与えて、航宙機は最短経路でＬ２宙域に向かっていた。

　この航宙機『Ｗサターン』に乗っているのは連盟軍の関係者ばかりだ。Ｗサターンは現代の空宙母艦の原型となった古い機体であり慣性制御システムは申し訳程度の性能しかないのだが、Ｇの負担に文句を言う乗員は一人の例外を除いていなかった。

「やれやれ、酷ひどい目に遭った。この航宙機は訓練用に回すべきだ」

　その例外であるパテルは慣性飛行に移ってセーフティグリッドを外し、ようやく人心地ついたという感じで、Ｗサターンの乗り心地に関して盛んに文句を垂れている。

「サイクロニクス関係以外の信頼性は最新鋭の機体に引けを取らないんでしょう？　現役で使わないともったいないですよ」

　パテルの愚痴に、朱あか理りが答えを返す。そんなに律りち儀ぎに対応しなくても、と隣で聞いていた蒼あお生いは思ったが、「もったいない」という感想は同感だった。

「慣性制御システムの効用は、何も乗り心地だけではないんだよ？　航宙機の安全な航行の為ためにもなるべく高性能の慣性制御システムを搭載している方が良いい」

「そんなことを言っても、航宙機の形じゃサイクロニクス機関を効率的に動かせないんじゃないですか？」

「今はそうだね。航宙機の技術者は、そこを何とかしようと奮闘しているわけなんだけど」

「じゃあ、その技術的ブレイクスルーが実現するまでは、この機も現役ですね」

　時折そんな会話を挟みながら、蒼あお生いたちを乗せた航宙機は半日で月軌道を横切った。

　既に減速は始まっている。今回は経済性を二の次にしたスピード優先の航海なので、あと六時間もすればアウターゲートアイランドにランデブーできるはずだった。

　事件は、Ｗサターンが月を完全に通り過ぎた二時間後に起こった。
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「……何だこれ？　ドウル？」

　その接近に、最初に気付いたのは蒼あお生いだった。

「何って、何？」

　朱あか理りが訝いぶかしげに問い返す。

「ＳＩＭＡシーマの波動、だと思う。姉さん、分からない？」

　蒼あお生いは自分でもよく分からないことを言っている自覚があったので、朱あか理りの質問に苛いら立だったりはしなかった。癇かん癪しやくを起こす代わりに自分の錯覚かもしれないと疑って、逆に朱あか理りに問い掛ける。

「ＳＩＭＡシーマ？　うーん……」

「ＳＩＭＡシーマ指数はエクサーである蒼あお生い君の方が高いからね。ＳＩＭＡシーマ波動に対する感受性も蒼あお生い君の方が鋭いようだ」

　パテルの推測に、朱あか理りがムッとした表情を浮かべた。

「……生意気」

「ええっ？」

　蒼あお生いにしてみればとんでもない八つ当たりだ。

「そんなことより蒼あお生い君」

　だがパテルの何時いつになく緊張した表情に、蒼あお生いと朱あか理りはじゃれ合うのを止やめた。

「ＳＩＭＡシーマ波動はどちらの方向から感じる？」

「上側、月の方向です」

「月の裏側か……。機長」

　パテルはシートの機内通信機を口元に引き寄せてコクピットに話し掛けた。

『パテル技術少佐、何か御用ですか』

　機長の階級は大尉、言葉遣いは自然と階級の上下に則のつとったものになる。

「キャビンのエクサーが月の裏側上空にＳＩＭＡシーマ波動を感知した。ステルスモードのドウルが接近していると思われる」

『っ！　了解しました。センサー感度を最大に上げて確認します』

「アイアンメイデンとラウンドナイトを迎撃に出したい。許可願う」

『──アイアンメイデンは問題ありませんが、ラウンドナイトのドウルマスターは……』

「刑期は既に始まっている。ラウンドナイトには規定どおり、自爆装置も組み込んである」

　歯切れが悪い機長の声に、パテルは不機嫌丸出しの口調になった。

『しかし』

「責任は私が負う。それでも駄目か？」

『それでしたら……いえ、それには及びません。小官の責任において、出撃を許可します』

　パテルの言葉に心動かされた機長だが、最後は「機長」としての矜きよう持じを貫いて見せた。

「感謝する、機長」

　パテルにもそれは伝わったようだ。少し見直したという口調で、彼女はコクピットとの通信を切った。

「二人とも、聞いてのとおりだ」

　パテルが蒼あお生いと朱あか理りへ身体からだごと振り向く。パテルは二人に機内通信を傍受させていた。

「アイアンメイデンは宇宙戦用に換装済みだ。思い切り暴れてくれ」

「任せてください」

「蒼あお生い君はいきなり実戦になってしまったが、ラウンドナイトはインドラより格段に扱いやすい機体だ。ぶっつけ本番でも問題無いはずだ」

「はい。やって見せます」

「良いい返事だ。二人とも、よろしく頼む。私もできる限りサポートする」

　早さ乙おと女め姉弟きようだいは「了解です」と声を揃そろえて立ち上がり、格納庫手前の更衣室へ向かった。




　マスタースーツに着替えた朱あか理りが、アイアンメイデンの操縦席に乗り込む。

　一方の蒼あお生いはヘルメットだけがドウルマスター仕様のスペーススーツだ。ラウンドナイトにはＭＩＴＵミツツ、マインド・インパルス・トレーサー・ユニットがセットされていた。

「蒼あお生い、大丈夫？」

　朱あか理りが少し心配そうな声を蒼あお生いに掛ける。

　蒼あお生いは訓練校に入学するまでＮＩＴＵニツツを使っていた。ＭＩＴＵミツツを使い始めたのはここ最近だ。インドラにはＮＩＴＵニツツとＭＩＴＵミツツのハイブリッドシステムが採用されていた。砂漠での操縦訓練とナーサリー・フロートにおける戦闘で、訓練用のヤクシャをＭＩＴＵミツツにより動かしたことはあるが、期間は両方合わせてもほんの一週間にしかならない。蒼あお生いには、普通のＭＩＴＵミツツを使用した経験が明らかに不足している。それを朱あか理りは知っていたからだ。

「大丈夫だよ。使いこなしてみせる」

　だが蒼あお生いに不安は無い。ハイブリッドとはいえ、インドラの操縦システムはＭＩＴＵミツツの比重が高かった。パテルがインドラより使つかい易やすいと言っているのだから、自分には使いこなせるはず。蒼あお生いは一種の自己暗示でそう思い込んでいた。

「蒼あお生い、先に出るわよ」

「オーケー」

　アイアンメイデンとラウンドナイトの通信状態は良好だ。まるで、隣り合って言葉を交わしているようだった。

『アイアンメイデン、発進を許可する』

「アイアンメイデン、発進します」

　電磁カタパルトがアイアンメイデンを月の上空目掛けて撃ち出す。

　勢いよく戻ってきたステップに、蒼あお生いはラウンドナイトの両足を乗せた。

『ラウンドナイト、発進を許可する。……健闘を』

　管制官の一言は、蒼あお生いが罪人であることを意識したものだろうか。それとも新型機をいきなり実戦投入することへの心配が言わせたセリフだろうか。

「ラウンドナイト、発進します」

　蒼あお生いは朱あか理りを追い掛けて、月の上空へ向かった。
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　Ｗサターンは旅客機ではない。キャビンと言っても機の運航に直接関わりの無い軍人を座らせておくというだけであり、オペレーターとして戦術コンピューターにアクセスする最低限のツールは揃そろっている。

　パテルはそのツールをフルに駆使して、この機の電子頭脳が得ている情報を必要なだけ引き出していた。

「この反応は、スヴァローグか！」

　使い捨ての電磁波吸収外装を纏まとっている為ため、航宙機のシステムは敵機の姿を明確に再構成することはできていない。だが現在判明しているデータから、体高二十三メートル、アイアンメイデンと同サイズの、黒っぽい赤を基調とする機体をパテルは思い浮かべた。

『何故なぜスヴァローグが!?』

　パテルは機長との通信をつないだままにしている。いざという時の指示に、タイムラグが生じないようにする為ためだ。

　それがこの場面では裏目に出た。機長の激しい動揺が、機内通信の回線越しにも分かる。

　機長が動揺するのは当然だ。

　ＳＯＦＥＡソフイア空宙母艦八番艦スヴェント所属、スヴァローグ。

　味方であるはずのエクサー専用機が、明確な攻撃態勢で近づいてきているのだから。

「命令に行き違いがあったようだな」

　本当は行き違いなどではないとパテルには分かっていたが、機長を安心させるために彼女はこう言った。

『命令の行き違い？　そんなことがあるのですか？』

「私は聞いたことが無い。しかし、この状況はそうとしか考えられない」

『……分かりました。とにかく、スヴァローグとコンタクトを取ってみます』

「頼む。こちらの方でも色々と手を打ってみる」

　パテルは「頑張りたまえ。無駄だと思うが」というセリフを心の中に吞のみ込こんだ。ステルスモードで接近する機体が、通信に応じるはずはない。

　スヴァローグが誰に命じられて何をしに来たのか、以前のパテルには理解できなかっただろう。だが今の彼女には、手に取るように裏の事情が推理できる。スヴァローグのドウルマスター、ヴィクトリア＝コヴァルスカは、テュラノスに命じられて蒼あお生いを抹殺に来たのだ。

（──ならば話は早い）

　パテルは出撃したラウンドナイトの、機体識別システムにアクセスした。

（蒼あお生い君が何処どこにいるのか、教えてやるだけで良いい）

　ラウンドナイトはＳＯＦＥＡソフイア所属の機体であることと共に、現在のドウルマスターが早さ乙おと女め蒼あお生いであることを発信し始めた。
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　自分が乗っている機体が外部から干渉を受けたのに気付いて、蒼あお生いは眉を顰ひそめた。

　有害な干渉ではない。機体識別信号にドウルマスターの氏名が加わっただけだ。ポリス間で決められているルールでは、ドウルマスターの氏名も識別信号に含めることが推奨されている。

　ただドウルマスターの身元は秘匿するのが原則なので、実際の運用では大抵省かれている項目だ。例外はドルジやダ・コスタのように、ネームバリューで相手を圧倒できるドウルマスターの場合だろうか。

　蒼あお生いの名前にはまだそこまでの価値は無いので、ラウンドナイトの識別信号に氏名は含まれていなかった。それが突然、外部から──おそらく、パテルの手で──付け加えられた。

　何か意味があるのだろう。それが何かは分からないが、蒼あお生いは気にしないことにした。

「やあやあ我こそは、って感じかしらね」

　朱あか理りも氏名の追加に気付いたようで、茶化すように話し掛けてくる。

　相変わらずアイアンメイデンとラウンドナイトの通信状態は良好だ。普通はこれ程、通信相手の声が自然に聞こえたりはしない。二つの機体の外見が、非常に良く似ていることに何か関係があるのだろうか。

「何の意味があるんだよ」

　蒼あお生いは姉にそう言い返しながら、そんなことを考えていた。

　機体のカラーはアイアンメイデンが赤しやく銅どう色いろ、ラウンドナイトは白に近い青。アイアンメイデンは古いにしえの球技、アメリカンフットボールのプロテクターと良く似た形状の固有兵装を付けている分だけ胸部が分厚くなっているが、それを除けば瓜うり二ふたつと言って良いい形状だ。

　円形の盾も、身体からだの各所に配置されたスパイクも同じ。得物は朱あか理りの十じゆう文もん字じ槍やりに対して蒼あお生いはグレイブだが、これは違いの内に入らない。固有兵装を外して機体の色を塗り替えれば、見分けがつかないかもしれない。

　それもある意味当然だ。朱あか理りのアイアンメイデンは、連盟軍次期制式機の為ためのプロトタイプ。そして、アイアンメイデンを基もとに完成したのが、蒼あお生いの乗るラウンドナイトだった。

「おっと。敵さん、こっちに来たわよ」

　朱あか理りが言うとおり、ステルス外装を纏まとったタイタニック・ドウルは進路を朱あか理りたちの方へ変えていた。

「さっきの名乗りが効いたのかしらね」
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　笑いながら朱あか理りが言う。

　ただし、敵機が二人へ、より正確には蒼あお生いへ向かってきているのは、冗談ではなかった。

『二人とも、聞こえるかい？』

「パテル先生」

　蒼あお生いが朱あか理りに何か言い返すより早く、パテルが二人の会話に割り込んだ。

「聞こえています」

　蒼あお生いに続いて朱あか理りが返した返答に、通信機の向こう側でパテルが頷うなずいたような気配がした。

『今、君たちに接近している機体はスヴァローグだ』

「スヴァローグって、エクサー専用機じゃないですか!?」

「……もしかして、俺が狙いですか？」

　敵の正体を聞いて朱あか理りはただ驚いただけだったが、蒼あお生いは事態の全容に気がついたようだ。

『オブライエンから、余計な話を聞いていると思われたんだろうね』

「そんなことの為ために!?」

　当然かもしれないが、朱あか理りが大いに憤慨する。

「だったらいっそのこと、全てのポリスにテュラノスのことをばらしてやりましょうよ！　幾ら影の支配者でも、支配すべきポリスの市民を皆殺しにはできないでしょう！」

『それはそうだが、慌てることもない』

　パテルの声は、明らかに苦笑交じりだ。

『この場に限れば、スヴァローグを撃退すれば良いい』

　ただ、声に苦笑いが混じっていても、パテルの口調は大真面目なものだった。

「エクサー専用機を……撃退、ですか？」

『弱気になる必要はあるまい。蒼あお生い君だってエクサーだ。それにスヴァローグは一機、こちらは二機。勝てない道理があるものか』

　蒼あお生いの弱音を、パテルが一蹴する。

「でも相手は専用機で、蒼あお生いは新型機とはいえ量産機ですよ？」

　朱あか理りも弱気は禁物だと分かっているが、甘く見すぎるのも禁物だと知っていた。特殊な機能が備わったエクサー専用機を相手にして、二対一だからといって楽観できるとは思えなかった。

『量産機がワンオフの機体より弱いなんて誰が決めた？』

　パテルの答えは、予想外のものだった。

『世の中には試作機の方が量産機よりも高性能で、専用機は試作機より更に性能が高いなどという思い込みがはびこっているが、それは何百機という数を揃そろえなければならなかった時代の話だ。経済性の観点から性能を妥協しなければならなかった、技術史における暗黒期の話だよ』

　パテルの声に、熱がこもる。

『量産機は試作機で明らかになった問題が解決されたから量産されるのであって、量産機が試作機に設計上劣っているということはあり得ない。あるとすればコストを理由にダウングレードされたか、大量に製造する過程で不良品が発生したかだ。少なくとも蒼あお生い君が乗っているラウンドナイトは、そのどちらにも該当しない。それに、機体のサイズが同規模である以上、詰め込むことができるシステムの量は同じだ。ある面で突出した性能を持つ専用機は、別の面で犠牲になっている機能が必ずある。総合的な性能で見れば、量産機と専用機に格差は無い。あるのは、ドウルマスターの腕の違いだけだ』

「──あたしのアイアンメイデンは試作機ですけど？」

　朱あか理りが不敵に笑いながらパテルに混ぜ返した。

『安心したまえ。中身は完成品のラウンドナイトに造り替えてある』

「ということは、勝負は腕次第ということですね？」

『そのとおり』

「だったら負けるわけにはいきませんね」

　今つながっている通信は声だけだが、朱あか理りがニヤリと唇を歪ゆがめたのが、蒼あお生いには手に取るように分かった。

「エクサーっていっても、玲れい音ねみたいに化け物じみた力を持っているわけじゃないんでしょう？」

「姉さん、化け物って……」

　友人に使うにはあんまりな表現に、蒼あお生いが思わず口を挿はさむ。

「褒めてるんだけど、何か文句あるの？」

「だから褒めるにしたって言い方が……いや、良いいよ」

『ははっ。まあ、本人には言わないようにね』

　パテルがさり気なく朱あか理りの言葉遣い（というより言葉のチョイス）を注意して、

『それでスヴァローグのドウルマスター、ヴィクトリア＝コヴァルスカだけど』

　話を本題に戻した。

『彼女は少し変わったＳＩＭＡシーマ特性を持っていてね。一応「爆発」ってことになっているんだけど、特に炸さく薬やくの爆発力を上げたりするわけじゃないんだ』

「じゃあ、どんな能力なんですか？」

『爆発の衝撃波で相手のＳＩＭＡシーマを無効化する』

　蒼あお生いに質問に、パテルは端的な答えを返した。

「ＳＩＭＡシーマを無効化？」

「そんなことができるんですか？」

　蒼あお生いと朱あか理りが次々に疑問の声を上げるが、パテルは自分の言葉を疑われたというのに気にした様子も無かった。

『極めて珍しいタイプのＳＩＭＡシーマだからね。二人が信じられないのも無理はない。ヴィクトリア＝コヴァルスカは自分の支配下に置いた爆弾の爆発に合わせてＳＩＭＡシーマの衝撃波を拡散させ、相手のＳＩＭＡシーマの場を攪かく乱らんする。そうすることで慣性制御力場や気体分子運動制御力場を無効化するんだ』

「……つまり、スヴァローグの爆弾は慣性中和で防御できないということですか？」

『鋭いね、朱あか理り。そのとおりだよ』

　褒められても、朱あか理りは蒼生をからかう為に得意がってみせる気にはなれなかった。

「厄介ですね」

　タイタニック・ドウルの装甲は慣性中和で質量弾を無効化することを前提に作られている。炭素繊維複合セラミックス装甲は局所的な破損が大きく広がらないようにすることで全体としてみた場合の壊れにくさを実現しているが、金属材料に比べて可塑性に劣るのは間違いない。慣性中和を無効化された上で爆発により高い速度を得た金属破片を受ければ、装甲を破壊されてしまう恐れがある。

『なに、ＳＩＭＡシーマの衝撃波は、爆弾の破片程には大きく広がらない。有効範囲は爆弾からせいぜい半径十メートルだ。至近弾でない限り、影響は受けない』

「──ということは、至近弾を当てる自信がスヴァローグにはあるということですよね」

『素晴らしい！　そのとおりだよ、蒼あお生い君』

　称賛を受けても、蒼あお生いは「やはり」としか思えない。

　半径十メートルの間合いしか持たない能力でＳＯＦＥＡソフイア最強の一角を担になっているのだから、その十メートルに敵を捉える手段があると考えるのは当然のことだ。

『スヴァローグの攻撃手段は、有線の誘導ミサイルだ。当たる前に撃ち落とせばいい。ミサイル自体にＳＩＭＡシーマの防御は掛かっていないからガンジャベリンでも迎撃できるし、蒼あお生い君のあれなら間違いなく破壊できる』

「分かりました」

「蒼あお生い。どうやら接近戦はできない相手みたいだから、あんたが頼りよ」

　蒼あお生いがパテルに頷うなずき、朱あか理りが蒼あお生いを励ます。

「姉さん。爆弾は俺が潰すから、本体は頼む」

　それに対する蒼あお生いの答えは、謙遜でも大言壮語でもなく、エールの交換だった。

「言うわね、蒼あお生い。分かったわ。それで行きましょう！」

　朱あか理りがそう答えるのと同時、スヴァローグがステルス外装をパージして本体を曝さらす。

　スヴァローグが両手で、ワイヤーつきの円盤を投とう擲てきした。

　アイアンメイデンが背中に内蔵したガンジャベリンを引き出して、円盤形の有線ミサイルには構わずスヴァローグ本体を狙い撃った。

　スヴァローグはガンジャベリンをシールドで防ぐのではなく、前進しながら身体からだを捻ひねって躱かわす。アイアンメイデンとスヴァローグの間合いは五百メートルを切っている。音速の五十倍で飛来する針のような弾体を、見て躱かわせる距離ではない。おそらく銃口の向きからガンジャベリンの軌道を戦術コンピューターが予測しているのだろう。

　その程度の機能はアイアンメイデンにもある。だが何条も同時に表示される弾体の予測軌道を前に、当たらない場所を一瞬で見極めて機体をそこに持って行くのはかなり難しい。盾で防ぐ方が何倍も簡単だ。

「くっ、器用な！」

　スヴァローグの右手から伸びた円盤が、アイアンメイデンに側面から迫る。

　有線ミサイルとアイアンメイデンの間に、蒼あお生いのラウンドナイトが割り込んだ。

　円盤形ミサイルの爆発が、ラウンドナイトの左腕から円形シールドをもぎ取る。

　ラウンドナイトは爆炎の中から大きく後退した。

　幸い、ラウンドナイトの本体に損傷は見られない。

「蒼あお生い、無茶しないで！」

　だがこれでラウンドナイトは、ミサイルに対する防御手段を失った。

　左手につながる円盤が、ラウンドナイトを追い掛ける。

　アイアンメイデンがスヴァローグ目掛けて突進した。

　スヴァローグは右手から新たな有線ミサイルを放つ。

　その所為せいでアイアンメイデンの突進が止まったが、ラウンドナイトもスヴァローグの射程圏内から逃れることに成功した。

　機体から五百メートル。それがスヴァローグの有線ミサイルの間合いだ。ＳＩＭＡシーマによる攻撃としては、破格の長距離と言える。距離だけならば、玲れい音ねのドゥルガーシステムに匹敵している。

　その間合いの中に、アイアンメイデンは囚とらわれていた。

　スヴァローグが、狙いをラウンドナイトからアイアンメイデンに変更する。

　まず邪魔なアイアンメイデンを倒して、本命のラウンドナイトを仕留めるつもりだ。

　敵ドウルマスターの意図が、距離を取った蒼あお生いにはありありと読み取れた。

　ラウンドナイトはスヴァローグから、既に一キロメートル以上離れている。

　遮る物が無い宇宙での一キロは目と鼻の先だが、二基の有線ミサイルに狙われた僚機を助けに行くには遠すぎる距離だ。

　自分の間合いに近づけないアイアンメイデンの命運は、尽きたかに見えた。

（そうはさせない！）

　無論蒼あお生いには、そんな運命を受うけ容いれるつもりなど全く無い。

　彼はラウンドナイトの右手で、背中に収納された砲身を引き出した。

　前方に向けられた砲身から、二本のレールが伸びる。

　砲身に匹敵する長さに展開されたレールの間に、雷電の火花が散った。

「ラヴァーダ、発射！」

　思考命令を補完する音声コマンドで、荷電粒子砲『ラヴァーダ』が発射される。

　光速の三分の一まで加速された高エネルギープラズマが、スヴァローグの有線ミサイルを貫いた！

　アイアンメイデンから五十メートル程離れた位置で爆発するミサイル。ミサイルの破片は赤しやく銅どう色いろの装甲に降り注いだが、慣性中和フィールドを無効化するＳＩＭＡシーマの衝撃波は届かない。

『どうだい、見たかね！』

　はしゃいだ声を上げたのは、ラヴァーダを発射した蒼あお生い本人ではなく、パテルだった。

『特定の装備に特化した専用機など、もう造る必要は無い！　ドウルマスターの特性に合わせて機体のバッテリーと直結した背面兵装を取り替えることで、一つの機体が様々な性質を発揮する。製造も整備も、今よりずっと効率化する。もう、経済性を理由に余計な口出しはさせないぞ！』

　どうやらパテルにとって、「技術史の暗黒期」は終わっていなかったようだ。

　そのセリフに呆あきれる間も無く、蒼あお生いは第二射を実行した。スヴァローグはミサイルに回避行動を取らせたが、発射したまま射線を動かした荷電粒子線に捕まってしまう。

　砲撃と言うより、長大な光の刃やいば。インドラに装備されていた荷電粒子砲『ヴリトラハン』の改良版『ラヴァーダ』。

　目に見えないレーザーとは違い、自ら発光する荷電粒子線は敵からも視認しやすい代わりに射手もビームが何処どこを通っているのか認識できる。発射後に、狙いを調節することができる。

　ラヴァーダはスヴァローグの有線ミサイルを次々と撃ち落としていく。いくらスヴァローグのドウルマスター、ヴィクトリアがミサイルの軌道を素早く変更しても、蒼あお生いは手て許もとで砲身をわずかに振れば良いいだけだ。一キロの間合いで砲身を五度振れば、百メートル近く射線が動く。動いている最中の荷電粒子ビームにも当然破壊力があるのだから、幾らヴィクトリアの回避が鋭くても躱かわせるものではない。

　スヴァローグが突如、反転した。武装の不利を悟って逃走に移ったのだ。

　蒼あお生いがラヴァーダでスヴァローグを狙い撃つが、荷電粒子線はドウルの装甲を貫けなかった。

　この距離では蒼あお生いのＳＩＭＡシーマも届かない。荷電粒子線は慣性で進んでいるだけだ。幾ら高速でも粒子線の質量自体は大したことはない。ドウルの慣性制御で、粒子線の運動エネルギーは相そう殺さいされてしまう。プラズマの高温も、それだけでドウルの炭素繊維複合セラミックス装甲を破壊する程の熱衝撃を与えられなかった。

　アイアンメイデンがスヴァローグを追跡する。だが、彼ひ我がのスピード差は明らかだった。スヴァローグは固有兵装の特性を活いかして一撃離脱戦法を得意とする機体。近接格闘能力を捨てる代わりに、高機動力を実現しているのだろう。

『朱あか理り、追跡は中止だ』

「……分かりました」

　未練たっぷりだったが、朱あか理りは帰還限界の遥はるか手前で機体を止めた。

『スヴァローグの叛乱のことは、私から総司令部に報告しておくよ。蒼あお生い君にとっても悪い結果にはならないだろう』

「そうですね……。蒼あお生い、戻るわよ！」

　朱あか理りは「叛はん乱らんを起こしたエクサーを撃退した」という実績が蒼あお生いにもたらす評価を考えて、逃げられた不機嫌を収めた。

「何、仕切ってるんだよ……」

　エクサー専用機スヴァローグを自分の力で撃退した手応えを嚙かみ締しめていた蒼あお生いは、朱あか理りにイニシアティブを取られて不満げに唇を尖とがらせた。
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　西暦二四一八年三月下旬。

　フジャイラ基地攻略戦から約一ヶ月が経過した。

　この日、玲れい音ねはアモン大佐と共に太陽系開発機構本部ビルに呼び出しを受けていた。

　ガルトマンをマンハッタン島の沖に泊め、二人は小型ヘリで本部ビル屋上のヘリポートへ下りる。

「あら、レニー」

　ヘリから降りて職員に案内されている途中で彼女は旧知のエクサー、クロエ＝デュランにばったり会った。

　玲れい音ねがアモンの顔を見上げる。

　アモンは小さく頷うなずいた。

　玲れい音ねは軽く一礼して、クロエと共に通路の脇に寄った。

「クロエ、任務が完了したのですか？」

　眉を曇らせて玲れい音ねが問うと、クロエも沈んだ表情で頷うなずいた。

「ええ。スヴェントは捕らえました」

　任務を完了したにも拘かかわらず憂鬱そうだったのは、その中身が叛はん乱らんを起こした友人を捕まえるというものだったからだ。

「トリアは……」

　トリアというのはヴィクトリア＝コヴァルスカの愛称だ。ヴィクトリアはクロエと並んで、玲れい音ねが親しくしていた「エース」──エクサー専用機のドウルマスターだった。

「安心なさい、レニー。トリアは無傷です」

「そうですか……」

　眉が晴れるには至らないものの、玲れい音ねは少しホッとした表情を浮かべた。

「彼女は何故なぜ、叛はん乱らんなど起こしたのでしょう？　クロエ、トリアから何か聞いていますか」

　玲れい音ねの質問に、クロエが顔を顰しかめる。

「いえ……総司令部より高いレベルからの命令に従っただけだ、などと訳の分からぬことを言うだけです。何ですか、『総司令部より高いレベル』って。理事会から直接、命令を受けたとでも言いたいのですか？　訳が分かりません！」

　クロエの答えを聞いて、玲れい音ねは心の中で「やはり」と呟つぶやいた。

「そうですか……」

　だが口に出しては、こう相あい槌づちを打っただけだった。




　その後、二、三世間話をして、玲れい音ねはクロエと別れた。

　友人の消息を聞けて、玲れい音ねは心が軽くなった気がしていた。

　ヴィクトリアにどのような処罰が下るのか気にはなったが、取とり敢あえず無事が確かめられたのだ。玲れい音ねにとってはヴィクトリアのことが、一連の事件に関する最後の気掛かりだった。

　エレベーターで一階まで下りて、案内の職員は玲れい音ねとアモンを車に乗せた。開発機構の本部から出るわけではないが、目的地は本部ビルから少し離れた所にあるのだ。

　玲れい音ねが連れて行かれた場所は、ハドソン川河畔の広場だった。

　スタジアムのように高い壁で外部から隔離されている広場は、観客席の代わりに護衛のドウルが並んでいた。入り口の正面には、太陽系開発機構理事会の代表と、彼を補佐する職員団が玲れい音ねたちを待ち構えていた。

　玲れい音ねとアモンは、移動通路に乗って理事会代表の前に進んだ。

　ここまではあらかじめ聞いていたとおり、叙勲式の手順に従っている。

　だがそもそも、叙勲式に軍人の招待客が一人も呼ばれていないという状況は露骨に怪しい。

　普通、ＳＯＦＥＡソフイアのエクサーが勲章を授与される場合は全ての空宙母艦の艦長とエクサーが招待される。今回は直前にセレスティファルコンとスヴェントの叛はん乱らん騒さわぎがあったとはいえ、軍人の招待客ゼロは余りにも異常だ。先程偶たま々たま会ったクロエは、玲れい音ねが勲章を受けることすら知らなかった。

「ユースフ＝アモン大佐」

　アモンが玲れい音ねの隣から前に進み出る。

　理事会代表の隣には、ＳＯＦＥＡソフイア総司令ウラジミール＝シャーマン大将の姿もあった。

（こんなところまで汚染されていたのですね……）

　玲れい音ねが心の中でため息を吐つく。

　それと同時に、彼女はアモンに飛びかかってシールドを張った。

　銃弾が、玲音をかばって伏せたアモンの頭上を通り過ぎていく。

　シャーマン大将の左腕から血が飛び散った。

　玲れい音ねたちだけが狙われたのではないというアリバイ作りだ。

　玲れい音ねは小さく「ご苦労様」と呟つぶやいた。

　最も早はや、言葉を心の中に閉じ込めるつもりも無くなっていた。

「ウォード少尉、その発言は不適切だな」

　だがアモンは、猫の皮を脱ぐのは早すぎるという判断のようだ。

「申し訳ありません、大佐。……ところで、そろそろ離していただけませんでしょうか」

　玲れい音ねはアモンにかばわれたままだ。二人の身長差がちょうど良い所為せいか、アモンが玲れい音ねを背後から抱き締める格好になっている。

「まだ危ない」

「いえ、そもそも私が大佐をお守りすべき状況なのですが」

　玲れい音ねが悠長な不満を唱えたその時、銃弾が彼女目掛けて飛来した。

　拳銃ではなく、威力が大きい狙撃銃の弾丸だが、玲れい音ねのＰＫシールドはそれを難なくはね返す。

　ＳＩＭＡシーマ指数百を超えるエクサーは、サイクロニクス機関の補助が無くても物理法則をねじ曲げて超常現象を引き起こすことができる。

　だがその能力は、「超能力」と呼ぶには余りに非力だ。

　ドルジは気流操作のエクサーだが、拳で殴りつける程度の衝撃をもたらす高圧空気流を創り出すくらいしかできない。

　クロエは重力操作のエクサーだが、自分の半分以下の体重しかない子供ですら持ち上げられない。

　蒼あお生いもエクサーだが、おそらく低出力のスタンガンの真似まね事ごとが可能なだけだ。簡易的な耐電装備をした戦闘員にも敵かなわないだろう。

　しかし玲れい音ねだけは、「超能力」の名に相応ふさわしい能力を発揮できる本物の「超能力者」だった。

　護衛のドウルが、玲れい音ねに対人用機関砲の銃口を向ける。

　多分、ゲノムスの工作員に乗っ取られたというシナリオなのだろう。

　だが対人機関砲の連射でさえ、玲れい音ねのシールドは小揺るぎもしなかった。

「貴官の能力を疑うわけではないが、これは中々恐ろしいものだな」

「ご安心ください、大佐。私も怖くてたまりません」

　──この恐怖が、私に化け物の能力を与えているのですけど。

　玲れい音ねはそのセリフを、胸の裡うちにしまい込んだ。

　ドウルが白兵戦用武器のジグソー・グレイブを振り上げた。随分とぎこちない動作だ。おそらく、ドウルマスターがパニックに陥っているのだろう。

「まずいですね。大佐、移動しますよ」

　玲れい音ねがそれ程慌てた風も無く、アモンに移動を促す。ドウルの一撃をまともに受け止められると考える程、玲れい音ねは自分の能力を過信していなかった。──いや、そこまで人間から外れているとは信じたくなかった。

「そうだな。そろそろ時間だ。巻き込まれないよう避難しよう」

「大佐!?」

　玲れい音ねの声がひっくり返ったのは、アモンにいきなり抱きかかえられたからだ。

　それも背中の上の方と膝裏に手を回す、横抱きの体勢で。

「大佐、この体勢はっ」

「少尉、舌を嚙かむぞ。貴官はシールドの維持に専念したまえ」

　玲れい音ねを職権で黙らせて、アモンは広場の入り口に駆けていく。

「大佐、伏せて！」

　玲れい音ねの言葉に従い、アモンが彼女を抱きかかえたまま膝をついた。

　広場に突風が吹き荒れる。

　次の瞬間、深緑の機体がスタジアムに音も無く降り立った。

『大佐、役得ですな』

「ドルジ大尉。私はアカイ大佐のように寛容ではない。口の利きき方かたに気をつけたまえ」

『こりゃ、失礼しました』

　軽口を叩たたく傍かたわら、すっかり修理を終えたルドラがスタジアム内のドウルを薙なぎ払はらった。

「大尉っ！　生身の私たちがいるのですよっ！」

　吹き荒れる暴風に力を振り絞って耐えた玲れい音ねが、風が収まった後、ドルジに猛抗議する。

　ルドラが引き起こした嵐は、幾ら玲れい音ねでもさすがにきつかったようだ。

『おお、レニー。すまんすまん』

「すまん、じゃありません！　この惨状を見てください！」

　玲れい音ねは、彼女にしては珍しく、大声を張り上げていた。

　玲れい音ねが手で指し示す先では、理事会の代表と職員団とシャーマン大将が纏まとめて壁に叩たたきつけられていた。

『手間が省けて良いいじゃないか』

「大尉、これでは謀む反ほんですよ！」

　玲れい音ねの肩に、アモンの手が掛かる。

　玲れい音ねは自分が興奮していることにハッと気付いて、恥ずかしげに後あと退ずさった。

「大尉、外の戦力はどうなった」

『水中からグレネードで狙っていたやつらは、マナナン・マクリルの手で処理済みです』

　ちょうどその声が聞こえたように、装甲の表面を濡ぬらしたマナナン・マクリルが奥の壁を壊して広場に入ってきた。

『アモン大佐。ご指示のとおり、ハドソン川に潜んでいたドウルと潜水艦は全て無力化しました』

「ご苦労だった」

　応えるアモンの隣で、玲れい音ねも「龍りゆう一いちさん、お疲れ様でした」と龍りゆう一いちに労ねぎらいの言葉を掛けた。

　アモンの胸元で無線の呼び出し音が鳴った。

「アモンだ」

　無線機からの報告に耳を傾けていたアモンは、「分かった。以後、予定どおりに」と命じて通信を切った。

「テュラノスの拘束を完了した。ゲノムスの首領、プルトンも同席していたらしい」

『プルトンも捕まえたんですか。そりゃあ、大漁ですな』

　アモンの声を外部マイクで拾ったドルジが、陽気な声で嘯うそぶく。

「ドルジ大尉、そういうことは余り大きな声で言わない方が……」

　玲れい音ねが控えめに苦言を呈した。

　龍りゆう一いちは、マナナン・マクリルの操縦席で沈黙を守っていた。




　　　◇　◇　◇




　その後テュラノスがどうなったのか、玲れい音ねは知らない。太陽系開発機構の体制に大きな変化は見られなかったし、だからといってガルトマン関係者の立場が悪くなるということもなかったから、アモンとテュラノスの間で何らかの手打ちが行われたのかもしれない。

　プルトンが捕まりテュラノスの支援が無くなっても、ゲノムスの活動は規模を縮小しながら続いていた。おそらく何処どこかのポリスが、新たなスポンサーの座に納まったのだ。

　ショーン＝オブライエンも、まだ捕まっていない。金星上空のテラフォーミング施設でオブライエンの姿を見掛けたという噂うわさが一時期流れたが、それを聞いてパテルは馬鹿にしたように鼻を鳴らした。オブライエンがそんな場所にいるはずが無いと思ったのか、オブライエンならありそうな話だと考えたのか、パテルが何もコメントしなかったので彼女の真意は定さだかでない。

　ただ、変化が全く無かったわけでもない。

　太陽系開発機構理事会では、三十年ぶりにフル規格の新規ポリス建設計画が可決された。

　ナーサリー・フロートの機能を持つ陸上施設の建設も決まった。

　そして玲れい音ねは、ガルトマンを降りることになった。




　ニューヨークの事件から一年後。

　玲れい音ねはラグランジュ点２ポイントツー、アウターゲートアイランドに来ていた。

　一年前までこのアイランドはゲノムスに支配されていた。だがテュラノスが手を引いたことにより、ゲノムスはアウターゲートアイランドを維持できなくなった。

　今では開発機構による再整備も行われ、アウターゲートは外惑星開発の拠点としての機能を取り戻していた。

「龍りゆう一いちさん、わざわざ地球からお見送りに来ていただいて、ありがとうございます」

　玲れい音ねたちはアウターゲートの宇宙港で、見送りに来た知り合いと最後の挨拶をしているところだ。最後の、と言っても、一ヶ月後には戻ってくる予定なのだが。

「レアちゃんもわざわざありがとう」

「いえ。玲れい音ねさん、お気を付けて」

「玲れい音ねなら心配要らないと思うが、他の奴やつらがな……。玲れい音ね、あいつらのことをよろしく頼む」

「はぁっ？　龍りゆう一いち、何か言った!?」

　龍りゆう一いちの暴言に、朱あか理りが嚙かみ付ついた。

　玲れい音ねは困り顔で笑っているだけだ。

「一緒についていけないのが残念だよ」

「パテル先生、密航なんかしないでくださいよ」

　心の底から残念そうに言うパテルを相手に冷や汗をかいているのは蒼あお生いだ。

　その様子を見て、ロサが面白そうに笑っている。

「本当は私が指揮を執りたいのだが、生あい憎にくと身体からだが空かない。ロペス艦長、ウォード少尉たちをよろしく頼む」

「まさかこんな重要な仕事を任せてもらえるとは思っていませんでした。ご信頼を裏切るような真似まねはしません」

　アモン大佐の手を握り返しながら、元ナグルの艦長、ホセ・アントニオ＝ロペス＝ミュラーが真摯な声で応えた。ナグルはアラビア海でガルトマンに投降し、ニューヨークの一件では龍りゆう一いちと共にアモンの協力者となった。その後ナグルは廃棄処分となり、ロペスには開発機構から新しい船長の仕事が与えられたのである。

　一方、龍りゆう一いちは半年間パテルの下でマナナン・マクリルに搭載された新型サイクロニクス機関の研究に協力した功績により、ゲノムスに所属した事実を抹消、ゲノムスの捕虜になっていたことに経歴を書き換えられて、開発機構軍に復帰した。

　この体裁であれば本来、磐いわ都と訓練校に復学するところだが、マナナン・マクリルのドウルマスターである彼は特例としてＳＯＦＥＡソフイアの少尉に任官し、沖おき縄なわの極東基地で西太平洋海域の治安維持に従事していた。──なお、マナナン・マクリルもゲノムスから鹵ろ獲かくしたことになっている。

　そしてこのたび、龍りゆう一いちにも新たな任務が与えられている。

「玲れい音ね」

　朱あか理りの抗議を適当に受け流していた龍りゆう一いちが、文句の途切れたタイミングを捉えて玲れい音ねに話し掛ける。

「何でしょうか？」

　玲れい音ねは訓練校時代と変わらぬ態度で龍りゆう一いちに応えた。彼女に、ゲノムスのメンバーでなくなった龍りゆう一いちを敵視する理由は無い。

「俺が後釜では不安かもしれないが……」

　彼が言うとおり、ガルトマンを降りることになった玲れい音ねの後任には、龍りゆう一いちとマナナン・マクリルが選ばれた。龍りゆう一いちとマナナン・マクリルの組み合わせは、エクサーとエクサー専用機に匹敵すると認められたのである。

「約束する。俺はもう二度と、お前たちを裏切らない」

　龍りゆう一いちのセリフは、玲れい音ねの意表を突いた。

　玲れい音ねは二回瞬まばたきをして、意味ありげな微笑ほほえみを浮かべた。

「そんな心配はしていませんでしたが……。約束してくださるというなら、それが守られたかどうかの見届け人が必要ですね。レアちゃん」

「はい？」

　いきなり名前を呼ばれて、レアが狼ろう狽ばい気ぎ味みに応える。

「見届け人を御お願ねがいできますか。龍りゆう一いちさんが約束を守ってくださるかどうか、これからずっとレアちゃんが見張っていてください」

　レアも今回の人事異動で、所属がグリンブルからガルトマンに変わった。

　だから龍りゆう一いちの行動を見張るにはちょうど良いいと言えるのだが、玲れい音ねがレアに「ずっと見張っていて」と頼んだのは、それだけが理由ではない。

「……はい、分かりました！」

　玲れい音ねの意図に気付いたレアが、顔を赤らめながら元気よく頷うなずく。

「あたしが龍りゆう一いちさんのことを、ずっと見ています！」

　玲れい音ねは困惑の呻うめき声ごえを上げる龍りゆう一いちを無視して、笑顔でレアに頷うなずいた。

　龍りゆう一いちたちから少し離れた所では、シアが背後の巨体を心こころ許もとない表情で見上げている。

「私たちに何ができるのか、正直不安なのですけど……」

「何を言う。幾らこの『ディバウト』でも、現在位置を見失えば地球に戻れなくなってしまう。航法の仕事は重要だ」

　蒼あお生いを弄いじっていたパテルがシアの弱音を聞きつけて[image: 叱]る。

「……すみません、パテル先生」

　シアは殊勝な顔で頭を下げた。

「これがドクターの残した『船』なんですね……」

　航海メンバーから外れて見送る側のロサが、ディバウトの巨体を見上げてしみじみ呟つぶやく。

「船と言って良いいのかどうか、迷うところだがな」

　ロペスもディバウトを見上げて、苦笑交じりに応えた。

　オブライエンが設計し、途中まで建造の指揮を執った全長三百メートルの、女性を象かたどった宇宙船。




　惑星間航宙母艦『シスターシリーズ』。




　その一番艦、『ディバウト』。




　両手を胸の前に交差させて立つ修道服姿の女性を模すことで、手足の凹凸を作らず人型をクリアしているこの機体は、巨大宇宙船でありながら同時にタイタニック・ドウルでもある。

　ドクターが残した、というロサのセリフにパテルは不快げな表情を浮かべたが、不満を口にはしなかった。実を言えば『シスターシリーズ』の構想は、共同研究をしていた頃にオブライエンとパテルの二人で立案したものだ。またインドラという規格外のサイズを持った巨大ドウルは、『シスターシリーズ』を実現する為ための実験機だった。

　体内に三機のドウルを収納するタイタニック・ドウル。宇宙船に慣性制御システムを最大限活用する為ための、人の形を備えたサイクロニクス機関搭載船。玲れい音ねはこの巨大ドウルのメインパイロットに選ばれていた。

　計測不能のＳＩＭＡシーマを備えた玲れい音ねならば、この巨体も問題無く動かせると判断されたのがその理由だ。そして予備パイロットには、玲れい音ねに次ぐＳＩＭＡシーマ指数を叩たたき出だした蒼あお生いが選ばれた。彼はスヴァローグの叛はん乱らんを退けた功績で、自由に移動する権利を勝ち取っていた。

　ロペスはこの「船」の船長として航海の指揮を執り、シアが総合オペレーターとしてロペスを支える。朱あか理りは非常時の出動に備えたドウルマスターだ。

　イオンエンジンと高出力慣性制御システムを備えたディバウト初の本格的な航海は、木星までの往復だ。イオンエンジンの欠点である低推力は慣性制御システムと組み合わせることにより解決され、推進剤のスピードを幾らでも──理論上は亜光速にまで引き上げることができるという利点が最大限に活いかされる。ディバウトが予定どおりの性能を発揮すれば、木星まで約一ヶ月で往復できることになると予測されている。

「シスターシリーズの運用が本格化すれば、宇宙開発はまさしく新時代を迎えることになるだろう。そしてエクサーは、戦いの為ためではなく、宇宙を駆け巡る為ための英雄になる」

　パテルが誰に言うともなく、力強い声で宣言する。

「英雄か……。だが少佐、君の発言には一部誤りがある」

　その言葉に、アモンが異を唱えた。

「ほぅ。何が間違っていたというのだね、アモン大佐」

「英雄になるのはエクサーだけではない。タイタニック・ドウルで敵と戦ってきた戦士が、今度は宇宙を相手に戦う英雄になるのだ」

　パテルが一瞬、呆ほうけたような顔になり、すぐにニヤリと笑った。

「何時いつの間まに詩人に転職したんだ、大佐」

「旅立ちは人間を詩人にするのだよ、少佐。旅立つ者だけでなく、見送る者もな」

　アモンはパテルの冷やかしをあっさり受け流して、玲れい音ねの前に立った。

「行ってきたまえ、レニー。自分一人で飛ぶのではなく、ここにいる皆と共に」

「……はい。行って参ります、大佐！」

　玲れい音ねがアモンに敬礼する。

　彼女の目には涙がにじみ、彼女の唇は笑みを浮かべていた。

「……うわぁ。蒼あお生い、ちょっと手て強ごわすぎるんじゃない？」

　朱あか理りが蒼あお生いの脇腹を突つついて耳元で囁ささやく。

「何のことだよ！　ほら、行くよ！」

　蒼あお生いは憤然と振り返って、ディバウトに──、

　惑星と惑星を隔てる宇宙、星の海を渡る船に、先頭を切って乗り込んだ。





〈ドウルマスターズ　完〉



[image: ]







　座談会あとがき





蒼あお生い「読者の皆様」

玲れい音ね「ここまでお付き合いくださいまして」

一同「ありがとうございました」

朱あか理り「いやぁ、無事完結したねぇ」

龍りゆう一いち「無事と言うには、少々駆け足気味ではあったがな」

朱あか理り「色々と事情があるのよ」

蒼あお生い「でも、ラストは予定どおりだったんですよね？」

玲れい音ね「本当に最後の部分だけですけど。しかもシリーズプロット自体が二転三転しています」

朱あか理り「あたしたち、最初のプロットでは何処どこへともなく去っていく予定だったよね？」

蒼あお生い「テュラノスを粛清した功労者に祭り上げられたんだよな」

龍りゆう一いち「分わかり易やすい英雄が必要だったんだろうが……。俺たちのような若造に政治をやれと言われても無理だ。そのくらい、最初から分かるだろうに」

朱あか理り「それで作者は方向転換したんだ？」

玲れい音ね「インドラが人型巨大宇宙船建造の為ための試作機という設定は、元々あったみたいですよ」

蒼あお生い「そっちの設定を活いかす為ためにラストを変えたんですね」




蒼あお生い「ところで、俺が乗る新型機だけど……。『ラウンドナイト』って名前だったっけ？」

玲れい音ね「いえ、確か『イルダーナ』だったかと」

朱あか理り「あれっ？　あたしは『タラニス』だと聞いた記憶があるよ？」

龍りゆう一いち「……『イルダーナ』も『タラニス』もゲノムスで開発する予定だった新型機だ。蒼あお生いが玲れい音ねから逃げられなくなった時点でボツになった」

朱あか理り「ププッ。『玲れい音ねから逃げられなくなった』だって」

蒼あお生い「うるさいな。何が言いたいんだよ」

朱あか理り「べっつにぃ～」

龍りゆう一いち「……とにかく。ドゥルガーシステムを解放した玲れい音ねから蒼あお生いを逃がす段取りがつかなくなって、イルダーナはボツになったんだ」

玲れい音ね「最初はタラニスだったのが、イルダーナに変更されたんですよね？　機体のデザインがしっくりこないという理由で」

朱あか理り「作者がデザイン画を描くわけじゃないのにね。しかも、結局両方ボツになってるし」

蒼あお生い「それにしても、龍りゆう一いちさんはあの場面で良く脱出できましたね」

龍りゆう一いち「俺が捕まると話が終わらんからな。作者としても苦肉の策だったんだろう」




玲れい音ね「あの、実は作者に対する抗議のメッセージを預かってきているのですが」

朱あか理り「遠慮しなくて良いいんじゃない？　色々と抗議したくなる気持ちも分かるわ」

玲れい音ね「はい、では……。『出番はこれだけですか？　全然見せ場がなかったのですけど』。これはクロエからです。トリアからは『私など、今回はセリフも無かったぞ』。他にも出番の少なさを訴える声が」

龍りゆう一いち「ストーリーの長さに対して、キャラクターが多すぎたのではないか？」

朱あか理り「一番最初の予定ではもっと長い話だったんだけどね」

蒼あお生い「姉さん！　それを言っちゃ駄目だってば！」




朱あか理り「それで、この後どうなるの？」

龍りゆう一いち「今のところ続編は予定されていない」

玲れい音ね「後ご日じつ譚たんは一応考えているようですよ。人類の活動圏が木星まで広がった話だそうです」

朱あか理り「ふーん……考えてはいるけど、予定は無いってことか」

龍りゆう一いち「良いいじゃないか。きちんと完結させてもらえたのだから」

蒼あお生い「これも応援してくださった読者の皆様の御お蔭かげですね」

玲れい音ね「ええ。本当に、ありがとうございました」

朱あか理り「機会があったら、また応援してね」
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佐さ島とう 勤つとむ

西暦１９ＸＸ年、日本の片田舎に生まれる。和洋のスペースオペラを糧に少年時代を過ごす。青年時代、ファンタジーと伝奇小説に転向。卒業後、企業戦士（ただし雑兵）として現実世界に魂を売り渡すも、西暦２０１１年、遅れてきたジュブナイル作家として空想世界に帰還を果たす。（本プロフィールには虚偽と誇張表現が含まれています）
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イラスト／tarou2

アニメーター。アニメ『キルラキル』の作画監督、アニメ『パンチライン』のキャラクターデザインなどを担当。
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